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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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これは、とある少年と少女の物語である。

壮そう大だいな宇宙を背景にした、スケールの小さな物語。

ある学園で繰くり広げられる、恋こいと、青春と、奇き妙みような書物の物語──




だが全すべては、二人が出会う百四十億年も昔に仕組まれていた。
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　遠い昔──神は物好きにも人間を深く愛したらしい。

　それに嫉しつ妬とした天使達は、悪あく趣しゆ味みな神に反逆し天国から堕おちたという。




　が、これは全くの嘘うそっぱちである。

　なぜなら天使達が自我に覚め醒ざめた時、天国のどこにも神の姿はなかったからだ。影かげも形もなく、『人生に疲つかれました。探さないでください』という書き置きさえなかった。

　だからこの世に生を受けた天使達は、大いに迷めい惑わくした。というのも誰だれも頼たのんでないのに勝手に自分達を創ったお節せつ介かい野や郎ろうは行方ゆくえ知れずとなったため、彼らは誰にも愛されず、祝福もされず、誕生日には自分でケーキとローソクを用意せねばならなかったからである。

「育児放ほう棄きって、最悪だよな」

　天使達は愚ぐ痴ちをこぼした。

　だがどんな集団にも楽天家はいるもので、クリエルという天使が、

「元気出そうよ。ほら、世界は愛に満ちてるよ」

　と皆みんなを励はげましたばかりに、

「黙だまれ引っ込んでろウスラ馬ば鹿か！」

　と罵ば声せいの集中砲ほう火かを浴びて、半殺しの目に遭あった。

　空気の読めない奴やつは嫌きらわれる。天国も例外ではなかった。

　そんな神なき天国の片かた隅すみに一本の樹が生えていて、赤い実が豊かに実っていた。天使達は第一発見者の名前を採り、そこをエデンと名づけた。最下級天使エデンは思わぬ栄えい誉よに大喜びしたが、一部の心無い連中に「出しゃばった真ま似ねしてんじゃねーよ」と因いん縁ねんをつけられ袋ふくろ叩だたきにされた。どんな世界にもイジメは存在する。天国も例外ではなかった。

　ちなみに赤い実とは、かの有名な〝知ち恵えの実〟である。

　無む駄だに固いその実を割ると、中に赤い本が入っている。

《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》と呼ばれる、驚きよう異いの書物だ。

　人間達は知恵の実をリンゴだと思っているらしいが、その理由は定かでない。

「あいつらサルから進化した下等生物だから、食い意地張ってんじゃねえの？」

　というのが大方の意見で、それはほぼ正解だった。

　知的生物に知性を与あたえるのは書物というのが宇宙法則的な確定事じ項こうなのに、ロクに本も読まずリンゴを食って賢かしこくなろうなんて人間は本当にアホで馬鹿でエテ公丸出しなんだから二足歩行なんてせずに木の上でバナナ食ってろサル、と言いたい放題の天使達だった。

　だがそれも仕方のないことである。なにせ当時の人間は、所得税や偏へん差さ値ちやその他諸もろ々もろの数字と無む縁えんの生活を送っていて、体たい臭しゆうはきつかったし、基本的には全ぜん裸らだった。

　だが衣服を身につけた現代人が、知性も身につけたかと言えばそれも疑わしい。最近の彼らは携けい帯たい電でん話わをお洒落しやれなアイテムと思っており、大して用もないのにそれをいじってウキウキしている始末だから。その様子がサル山で毛づくろいをするサルそっくりなので、天使達は「人類は先祖返りを始めたのか？」とさすがに不安を覚えた。




　さて、そろそろ本題に入ろう。

　これは知恵の実、《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》の物語である。

　というか、《日記帳》が関わる物語だ。

　この本は宇宙で起きたあらゆる出来事を自動筆記オートライトする神秘の魔道書グリモワールで、天使達は百科事典として用いたり、暇ひま潰つぶしに読んだり、枕まくら代わりに使ったり、頭に乗せて雨あま避よけにしたり、自分を知的に見せる装そう飾しよく品として活用したりしていた。実に驚おどろくべき汎はん用よう性だった。

　さらに驚くべきは、多くの天使が天国を失う原因にもなったことだ。この《ポポヌット期の大堕だ天てん》によって、大勢の堕天使が下界で暮らすようになったのである。

　やがて月日は流れ、《大堕天》から数千年が経過したある日。

《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》に驚くべき文章が自動筆記オートライトされ、天使達はパニックに陥おちいった……




　これは、壮大な宇宙を背景にしたスケールの小さな物語である。

　私立深ふか美み学がく園えん高こう校こうを舞ぶ台たいにした、恋と、青春と、《日記帳》の間ま抜ぬけな事件の顛てん末まつ──




　始まりは、とある少年と少女の出会いだった。
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　恋と、青春と、一連の間抜けな事件が幕を開けるその春の朝──深ふか美み学がく園えん高こう校こうで新年度の授業が開始される日の朝、来くる海み遊ゆう斗とは艶あでやかな桜並木の通学路で読書をしていた。

　多た々た良ら川がわの両岸は今が最も美しい時期で、駅から学校までの道みち程のりには百二十本もの桜が白はく桃とう色の雨を降らせている。通つう称しよう〝左岸〟と呼ばれるこの土手道は、花見の名所であり、曰いわくつきのデート・スポットとしても知られていた。遊歩道の端はしから端まで恋こい人びとと手を繋つないで歩くと、そのカップルは一年以内に破局するという恐おそろしい都市伝説があるのだ。

　だから──かもしれないが、左岸から通学する生徒は多くない。遊斗が桜の幹を背もたれに読書を始めて三十分、確実に恋人がいそうにない生徒が数人通っただけだった。

　中肉中背のスマートな体型をした少年である。

　やや乱れた黒くろ髪かみに、涼すずしげで神秘的な瞳ひとみ。絶世の美少年ではないが、飄ひよう々ひようとした容よう貌ぼうには独特の愛あい嬌きようがある。紺こんのブレザーに、だらしなく緩ゆるめられた赤いネクタイ。左手をポケットに突つっ込こんで桜の樹の下で読書をする姿は、耽たん美び的ですらあった。

　彼が読んでいるのは、金属で装そう丁ていされた赤い本。

　分厚くて、古めかしくて、恐ろしく趣しゆ味みの悪い装飾が施ほどこされている。これほど悪趣味な表紙は、世界中のどんな本屋を探しても見つからないだろう──おそらく。

　そんな稀き覯こう書を読よみ耽ふけっていた遊斗は、気配を感じて視線を上げた。

「…………」

　駅の方角から、小こ柄がらな人ひと影かげがやって来た。

　こちらも熱心に読書をしながら、何やら独り言を呟つぶやいている。

　円つぶらな瞳をした、小柄な少女だった。高校生にしては、ややあどけない顔立ち。長いストレートの黒髪に大きなリボンを結び、頭にちょこんとベレー帽ぼうを乗せている。オシャレなジャケット型セーラー服は、まだ真新しかった。入学したばかりの一年生のようだ。

　春はる霞がすみがたなびく空の下、桜の雨の中を歩くその姿はなかなかに可か憐れんだった。

　少女が読んでいるのは、『乙女おとめの恋れん愛あいドキュン術』。

　彼女は、遊斗の前を通り過ぎた所で立ち止まった。

「恋は先手必勝。先んずれば即すなわち男を制す……なるほど！」

　深遠な世界の秘密を解き明かした哲てつ学がく者のように、少女は感激に身み震ぶるいした。

　うっとりした眼まな差ざしで、空を見上げる。白馬の王子様でも夢見ているらしい。

　やがて彼女は、本を大事そうに抱だきしめて。

「よおし、今日からあたしも高校生！　頑がん張ばるぞ！」

　一声上げ、元気よく走り去っていく。

　財布を落としたことにも気づかずに。

「……変な奴」

　遊斗は本を閉じると、少女が落とした財布を拾い上げた。

　中には学生証が入っていて、名前が記されていた。

　織おり咲さき天てん翔か、と。




　丈たけの短いプリーツスカートをひらめかせ、織咲天翔は桜の舞まう校門を駆かけ抜ぬけた。

　今日から三年間の学び舎やとなる深美学園高校は、彼女がこの冬まで通っていた藤ふじ沢さわ中学とは大おお違ちがいだ。まず広い。屋外施し設せつとしてメインの大グラウンドを持つ他、多々良川の河か川せん敷じきに、第二、第三グラウンド、テニスコート、五十メートルプールを所有している。

　正門をくぐると、そこにあるのは四棟むねの新校舎と旧校舎、講堂、武道場、部室棟とうといった学修施設だ。十年前に建てられた新校舎は、その所在場所から北館、南館、東館、西館と名づけられていた。普ふ通つう科か教室があるのは南館で、一年生教室はその四階である。

　一年Ｃ組の教室まで来た天翔は、ドキドキしながら室な内かを覗のぞき込んだ。

（──いた！）

　手前から二列目、前から三番目の席に座る少年。

（真ま山やま、憲けん治じくん……）

　織咲天翔の想い人。白馬の王子様だ。

　彼女は顔を引っ込めると、胸に手を添そえて高鳴る鼓こ動どうを鎮しずめた。

　真山とは、同じ藤沢中学の出身である。中学時代は一度も同じクラスになったことがなく、ロクに言葉を交わしたこともなかったが、三年間、密かに想いを寄せてきた。天翔が深美高校を志望したのも、真山が受験すると聞いたからだ。彼女の学力で受験するのは無む謀ぼうだったが、奇き跡せきが起きた。しかも同じクラスになるという幸運にも恵めぐまれたのである。

（恋こいは先手必勝！　今日こそ真山くんとお話しするのよ！）

　大きく深呼吸して、天翔は気持ちを奮い立たせた。

　緊きん張ちよう。心臓がバクバクと激しく拍はく動どうしている。

（大だい丈じよう夫ぶ。『おはよう、真山くん』って挨あい拶さつするだけだもん）

　昨日から何度もシミュレーションし、イメージトレーニングは完かん璧ぺきだ。

　願がん掛かけもした。星ほし占うらないもチェックした。強引に茶柱も立ててきた。

　準備は万ばん端たん、怠おこたりはない。

（さあ。行くよ、天翔！）

　勇気を出して、天翔は教室に踏ふみ込んだ。

　標的を確認。ターゲットにロックオン。

　彼女はさりげなく真山の席に近づいた。

「あ、あの……ま、真山くん、おは──」

　途と端たん、机の角にしたたか腰こしをぶつけた。

　緊張しすぎて周囲の世界が全く見えてなかったのだ。

　静かな教室に、思いのほか大きな音が鳴なり響ひびいた。ガン、ギギイッ。身体からだが机にぶつかった音と、その衝しよう撃げきで机がズレて床ゆかと擦すれた摩ま擦さつ音だ。悪戯いたずら好きの世界から不意打ちを食らった天翔は、呻うめき声ごえを上げ、腰を押さえながら、ヨロヨロと真山の机の前で崩くずれ落ちた。

「あたっ、あたた……！」

　最悪だ。昨日あれだけ練習したのに、こんなドジを踏むなんて。

　恥はずかしい。恥ずかしすぎる。家に逃にげ帰かえりたい。布団の中にもぐり込んで全すべての記き憶おくを抹まつ消しようしたい。でも動けない。恥ずかしくて顔を上げることもできない。誰だれか助けて──

「大丈夫、織咲さん？」

　と、頭上から声がした。

　上うわ目め遣づかいで恐る恐る見上げると、心配そうな真山の顔があった。

　一いつ瞬しゆん、視界が花畑になり、少女漫まん画が的な光こう彩さいに彩いろどられた。

（あわわわっ！）

　天翔は慌あわてて立ち上がると、無意味に両手をばたつかせた。

「へ、へーき！　ありがとう！」

「そう、よかった」

　真山の表情に安あん堵どの色が浮うかぶ。

「このクラスで藤沢中の出身者は、僕達だけだね。一年間よろしく」

「ここ、こちらこそ、よろしくお願いします」

　天翔はぺこりと頭を下げると、耳たぶまで赤くしてその場を離はなれた。

　信じられない。真山くんが声をかけてくれた。こんな変なコに。

（優しいな、真山くん……初めてお話ししちゃった♪）

　やったー！

　脳内で天翔ダンサーズが歓かん喜きの舞まいを舞まった。

　ちょっと失敗したが、ファースト・コンタクトはかなりの好こう感かん触しよくだ。驚いたのは、真山が天翔の名前を知っていたことだ。中学時代は廊ろう下かですれ違ちがったことしかないのに。

（真山くん、あたしのこと知ってくれてたんだ。すごい嬉うれしい！）

　天にも昇のぼる心境で、天翔は自分の席に向かった。

　恐ろしい現実に気づいたのは、その直後である。

「あ、あれ？」

　ドキッとして、彼女は立ち止まった。

「…………」

　スカートのポケットに手を当ててみる。ない。胸ポケットにも触ふれてみる。ない。ベレー帽をぱふぱふ叩たたいてみる。やはり、ない。満員電車で女子高生の身体を触さわりまくる痴ち漢かんのように、彼女は全身をまさぐった。財布がない。どこにも。

「げげっ！」

　天翔は真っ青になった。財布を落としたらしい。

　彼女は焦あせった。買ったばかりの財布だけでなく、買ったばかりの定期券と、もらったばかりの学生証、もらったばかりのお小こ遣づかいも一いつ緒しよである。一体どこで失くしたのか……

　大変だ。これはヤバイ。学生にとって財布と成績を落とすことほどヤバイものはない。

（と、とにかく探しに──）

　引き返そうとした、途端。

　天翔はガンッと机に足をぶつけた。

「あたっ！」

　爪つま先さきに激痛が走った。思わず悲鳴を上げ、飛とび跳はねながら痺しびれる足を押さえようと屈かがんだ時、今度は机の角に頭をぶつけて「はうっ！」とよろめいてしまう。慌ててバランスを取ろうとしたら、うっかり左足を右足で踏んづけてしまって「ふにゃっ!?」とふらついたところで教きよう卓たくに激げき突とつし、「ふわっ!?　ふわっ!?」と千鳥足で一回転してから教きよう壇だんに足を引ひっ掛かけ、最後は「ぷぎゃっ!?」と黒板に豪ごう快かいなキスをかましてようやく静止した。

「…………」

　静まり返る教室。背中に感じる無数の視線。

「…………」

　呆あつ気けに取られるクラスメートの表情が目に浮かび、天翔は黒板から顔を引き剥はがすことができなかった。動けなかった。この醜しゆう態たいは当然、真山くんにも見られてしまっただろう。

　どうしよう、変なコと思われたかもしれない。というか入学早々、立て続けにこんなドジを演じたら、誰だって変な奴やつと思う。駄だ目めだ好きな男の子に変な奴と思われたら一学期中は立ち直れないというか登校拒きよ否ひになるというか大至急首を吊つって死にたいよお！

　と、悲ひ嘆たんに暮れていると。

「お前、織咲天翔だろ？」

　背後から、のんびりした声で名前を呼ばれた。

　振ふり返かえると、飄々とした少年が立っていた。

「財布、落ちてたぞ」

　アナスイの財布を、ぽいっと渡わたしてくる。

　それは確かに天翔のものだった。

　財布と恋こい人びとは失くしたら二度と戻もどらないと信じていたので、彼女は面食らった。唖あ然ぜんとしているうちに、少年は天翔の一つ後ろの席に着く。どうやらクラスメートらしい。

「あの、ありがとう。ええっと、お名前は……」

「ユト──じゃなくて、来海遊斗。よろしくな」

　吸い込まれそうな、神秘的な目をした少年だった。

　彼の瞳ひとみが一瞬赤く見えたのは、光の悪戯だろうか。それとも目の錯さつ覚かくか。なんだか不思議な感じがしたものの、何が不思議なのか天翔にはよく分からなかった。

　無言のまま、しばし見つめ合う。

　すると遊斗が、教室の前方を指差した。

「？　？」

　何かと思い、天翔は振り返った。

　黒板には、不細工な顔型がくっきりと張りついていた。

　ギャ──────!!




　広大な宇宙の片かた隅すみで始まる、一つの物語──

　全くドラマチックでない、これが織咲天翔と来海遊斗の出会いだった。




　　　　＊




　私立深美学園高校は、創立百年の伝統を誇ほこる名門校である。

　その校訓『朝に道知らば、夜に死すとも悔くいはなし』は、深美市の風土が生んだ理念と言えるだろう。かつて東海道の宿場町として栄えたこの街は、大勢の旅人が往来する交流の盛んな土地だった。その名残なごりか、深美の人々は社交的で好こう奇き心しんが非常に豊かだ。それは深美高校の校風にも現れており、在ざい籍せきする生徒も遊び好きが多いことで知られていた。

　いや、生徒だけでなく教師陣じんの中にも独特の気き質しつを持った者がいて、時に彼らの奇き抜ばつな指導方法が保護者の眉まゆをひそめさせることがあるほどだ。そのため職員室には、こんな標語が掲かかげられている──『気をつけろ　保護者の苦情と文科省』。

　やや型破りな学校だが、県内屈くつ指しの進学校であることもまた事実である。入学するには高い偏へん差さ値ちが要求され、入学後はエリートを養成する難易度の高い授業が待っている。

　というわけで。

　午前の授業が終わった時、天翔は自分の席で頭を抱かかえる羽目になった。

（ぜ、全然分からなかった……）

　覚かく悟ごはしていたが、初日から早くも落ちこぼれたようだ。先程の英語の授業で理解できたのは、マッカーサー先生の「ＹＯＵ、やっちゃいなＹＯ！」という口くち癖ぐせだけだった。

（この様子だと、卒業どころか進級も危ないよ）

　あううう……と、天翔は嘆なげいた。

　今は昼休みの時間だが、教室は比ひ較かく的てき静かだった。本日が授業初日なので、みんなまだ話し相手がいないのだ。しかし早くも社交性を発揮している生徒も少なくなかった。

　例えば真後ろの席では、遊斗が女子生徒と楽しげに談笑していた。呆あきれたことに、今度の日曜日デートしようぜ、などと誘さそったりしている。とんでもないナンパ男だ。

（デートか……あたしもデートしてみたいなあ）

　頬ほお杖づえをついて、天翔は脳内で妄もう想そうしてみた。

　頭に浮かんだのは、真山に勉強を教えてもらうという校内デートのシーン。

　放課後の教室。窓から射し込む夕陽。そして身体を寄せ合う二人。

　いつしか少年と少女は見つめ合い、ゆっくりと唇くちびるを……

（わわっ！　昼間っからなに想像してんのあたし!?）

　はしたない妄想にうろたえ、天翔は髪かみを掻かき回まわした。

　名前を呼ばれたのは、そんな時である。

　我に返ると、目の前にリアル想い人が立っていた。

「まま、真山くん!?　何!?」

「あの人が君を呼んでるよ」

「──ほえ？」

　廊下を見ると、セミロングの儚はかなげな美少女が立っていた。

　姉の美み雪ゆきだ。天翔は席を立つと、彼女の元に駆かけ寄よった。

「お姉ちゃん、どうしたの？」

「天ちゃん、ちゃんと学校に来れたかなと思って」

「様子を見に来てくれたの？」

「うん。頭ボサボサだよ、天ちゃん」

　そう言って、白魚のような細い指で髪を梳すいてくれる。

　美雪は一学年上の高校二年生である。一見すれば頼たよりなさげな姉だが、実際は才さい色しよく兼けん備びの優等生で、母親のいない織咲家の家事を取り仕切るしっかり者の女の子だ。清せい楚そでいてどこか愁うれいを感じさせる妖よう艶えんさは、とても十六歳の少女とは思えない。何をやってもドジで不器用な天翔にとって、美雪は尊敬と憧どう憬けいの対象であり、母親代わりでもあった。

「はい。これで可愛くなったよ」

「ありがとう、お姉ちゃん」

「うん。ところで」

　美雪は躊躇ためらいがちに教室へ目を向けた。

「今の男の子、真山くん……だよね？」

「う、うん」

「ちゃんと挨あい拶さつできた？」

「え？　あ～……うん。もうバッチリ！」

　口元を引きつらせつつ、天翔は親指を立てた。

　挨拶は失敗だったが、世間には結果オーライという制度があるのでノープロブレム。

　美雪はホッとした表情で、優しく微笑ほほえんだ。

「よかった。天ちゃん、いっぱい練習したもんね」

「は、はは……」

「じゃあ私、教室に戻るから」

「あ、お姉ちゃん」

　背を向けた姉を、呼び止める。

「今日一いつ緒しよに帰ろうよ。晩ごはんの食材、買わなきゃいけないでしょ」

「でも部活があるし」

「お菓か子し作り部、だっけ？」

「食品加工部……」

「似たようなものじゃない」

　天翔はぽんぽんと姉の肩かたを叩いた。

「じゃ、待ってるから部活終わったらメールしてちょ」

「うん。それじゃ」

　美雪は淡あわく微笑んで去っていく。廊ろう下かですれ違ちがう生徒が、次々に振り返った。中学時代からアイドル的存在だったが、高校でも姉の人気は健在らしい。これでもう少し積極的な性格だったら彼氏の五人や六人簡単に作れるのに──と思っていると、背後で声がした。

「お前の姉ちゃん、すげえ美人だな」

　振り返ると、ドアから遊斗が顔を出していた。天翔は泡あわを食った。

「くく、来海くん!?　いつからそこに!?」

「真山くんと挨拶できたか、ってとこから」

「んぐっ……！」

　彼女は思わず悶もん絶ぜつした。聞かれたくない会話を聞かれたようだ。

　だが遊斗はきょとんとした顔で、

「真山って、あの冴さえないヤローだろ。奴がどうかしたか？」

「どうもしない。全然どうもしないから、気にしないで」

　強張った笑顔で、天翔はぱたぱたと手を振った。

　あれだけの会話では、『真山くんＬＯＶＥ』ということまではバレなかったらしい。

　ホッとして、彼が小こ脇わきに抱える悪あく趣しゆ味みな赤い本に視線を落とす。

「随ずい分ぶんと変わったデザインね。何の本？」

「宇宙の秘密が書かれた本さ」

「ふうん……」

　天文学の本らしい──にしては下品な表紙だが。まあ本はキノコじゃないので、見た目が派手だからといって毒があるとは限らない。中毒になるか否かは、読者の趣しゆ味みの問題だ。

「じゃ、図書室に行ってくるよ」

　立ち去ろうとした遊斗が、耳元で囁ささやいてきた。

「真山が好きなのか？」

「はうっ！」

　のけぞった瞬しゆん間かん、廊下の壁かべに頭をぶつけた。

　完全にバレてました。




　朱しゆ金きん色いろの落陽が、複雑に隆りゆう起きする峰みね々みねの向こうへ沈しずんでいく。

　理解不明の授業が終わり、ようやく訪れた放課後。

　残照を浴びる西館の屋上に、天翔はいた。

　四階建て校舎の最上部から眺ながめる街並みは、うっとりするほど壮そう観かんだ。東に広がる東京湾わんは黄金色に輝かがやき、北では高層ビル群が幾き何か学がく的なシルエットを描えがいている。そして頭上を覆おおう夕空は、黙もく示し録ろく的な色しき彩さいに染まっていた。その紅く、美しく、華か麗れいな黄昏たそがれ──

　だがそんな景色には目もくれず、天翔は恋れん愛あい教本の続きを熱読していた。

「キスしてほしい時は、『キスして』とおねだりしましょう……か」

　彼女は顎あごを上げ、目を閉じた。

「キスして」

　言った途と端たん、ポッと赤面する。

「一人で何やってんの、あたし!?」

　頭に浮うかんだ妄想に、天翔は無む駄だに取り乱した。もし傍そばに誰だれかいたら確実に通報されていたところだが、幸い周囲に人ひと影かげはなく屋上は蕭しよう然ぜんとしている。つい先程まで賑にぎやかだったグラウンドも、いつの間にか静まり返っていた。そろそろ部活も終わる頃ころ合あいらしい。

「あ、もうこんな時間か」

　仮想ラブシーンを終えて、天翔は腕うで時計を確認した。

「お姉ちゃん、遅おそいなあ」

　屋上にいるとメールを打ったので、部活が終わり次第来てくれるはずだが。

　彼女はベンチに座ったまま、退たい屈くつしのぎに両足をぶらぶらさせた。

「…………」

　その時、視界の隅すみに異様なものが映った。

　振ふり向むくと、高台になった給水塔とうの下に誰かがいた。赤あか紫むらさき色いろの夕ゆう闇やみを背景に、片かた膝ひざを立てて座っている。逆光で顔は影かげになっているが、シルエットからして男の子だ。視界の隅に映った時には、翼つばさを生やした黄金の獣けものに見えたのだが……あれは目の錯さつ覚かくだったのか。

「あれ？」

　天翔は瞳ひとみをぱちくりさせた。少年の姿には見覚えがあった。

「来海くん？」

「そうだよ」

　揶や揄ゆするような響ひびきだった。

「いつからそこにいたの？」

「さっきからずっといたぞ」

「そうなの？　全然気づかなかった」

　天翔はゆっくりと給水塔に近づいた。

「そこで何してるの？」

「待ってるんだよ」

「来海くんも誰かと待ち合わせ？」

「いや。敵を待ってるのさ」

　光と影の狭はざ間まで、遊斗は面白そうに言った。

「ここなら人ひと気けはないし、襲しゆう撃げきには理想的なんだが」

「はあ？」

　意味が分からず、天翔は目を瞬またたかせた。敵？　襲撃？

　何のこっちゃ、と思った──その時。

　背後で物音がした。

「そう。動くなら今しかない」

　遊斗がにやりと笑う。天翔は彼の視線を追って振り返った。

　いつの間にか、そこに誰かがいた。というか──

「な……何？」

　彼女は戸と惑まどった。

　人間ではなかった。人の形をしているが、人ではない。右みぎ腕うでが異様に長く、左腕は妙みように短い。左右の足の長さもアンバランスで、身体からだ全体が重力を無視して左に傾かたむいている。おまけに全身が真っ黒だった。顔も身体も黒一色に塗ぬり潰つぶされた、不格好な人影。

　自分が見ているものを理解できず、天翔はポカンとした。

「え？　え？」

　呆ぼう然ぜんとしているうちに影は迫せまり、指先から鉤かぎ爪づめを伸のばす。

　風が、哭ないた。夕陽を反射した鉤爪が、唸うなりを上げた！

　刹せつ那な。

　後ろから飛び込んできた遊斗が、回し蹴げりを見み舞まった。

　強きよう烈れつな一いち撃げきに、黒い影は回転して吹ふき飛とんでいく──

　と思いきや、空中で停止すると、くるっと体勢を入いれ替かえて静かに着地した。完全に物理法則を無視していた。おまけにダメージを受けた様子もない。しかも地面の下から、三体、四体と新手の黒か影げが現れたではないか。合計六体。どう見ても尋じん常じようではなかった。

「な、何なの？　あれ……」

「御み使つかい。天使の使い魔まさ」

　遊斗はこちらの腕を掴つかむと、黒影に背を向けて走り出した。

　状じよう況きようが把は握あくできず、天翔は叫さけんだ。

「何!?　どういうこと!?」

「お前を狙ねらってるんだよ！　跳とぶぞ！」

　言うや否や、遊斗は力強く地面を蹴った。

「ひゃあっ!?」

　今まで経験したことのない浮ふ遊ゆう感かんが、天翔を押し包んだ。校舎の屋上が、急速に離はなれていく。跳んで──いや、飛んでいる。ギョッと顔を上げて、天翔はさらに驚おどろいた。

　一いつ瞬しゆんの間に、遊斗が別人になっていたのだ。彼女を抱だきかかえているのは、金きん髪ぱつを靡なびかせる絶世の美少年。全身を黄金の粒りゆう子しで纏まとい、背中には白く雄お々おしい翼が生えている。

「あ……あなた、誰？」

「アスモデウス・ユトエル」

「──え？」

「堕だ天てん使しだよ」

　赫かつと燃える赤い瞳で、遊斗＝ユトエルは後ろを振り返った。

　低空から六匹ぴきの黒い人影が、追いすがってきた。

「御使いの分際で、俺とやり合おうってか」

　口元に嘲あざけりを浮かべ、少年は右手を翳かざす。

「方程式１０９２、しなやかな光こう跡せきの交響曲シンフオニー！」

　輝く数式が、空間に描き出されたその瞬間──

　眩まばゆい閃せん光こうが、大気を切きり裂さいた。一直線に放たれた光熱波が、射線上にいた二匹の御使いを見事に撃うち抜ぬく。黒い影の怪かい物ぶつは、跡あと形かたもなく消し飛んだ。凄すごい。アニメみたいだ。

　だが残りの御使いは、二手に分かれて急旋せん回かい。左右から追つい撃げきしてくる。

　それに応じて、ユトエルはさらに高度を上げた。左腕に天翔を抱いだいたまま、

「しっかり掴まってろよ！　飛ばすぞ！」

「え？　え？──ひゃああああああっ！」

　世界が、目まぐるしく回転した。




　　　　＊




　黄昏にチャイムが鳴り響き、スピーカーから旋せん律りつが流れ始めた。

　深美高校で使われている下校の音楽は、なぜか騒そう々ぞうしいハードロックだ。下校の曲──というより学校で流す歌として明らかに不適切だが、そこは奔ほん放ぽうな深美高校である。

　美雪はもっと静かな曲が好みだったが、天翔はこういう派手な歌が大好きだった。

　もしかしたら、今も一人で踊おどり狂くるっているかもしれない。

　そんなことを考えながら、美雪は屋上のドアを開けた。

「天ちゃん？」

　残照に染まった世界を見回す、が。

「いない……」

　美雪は携けい帯たい電でん話わを確認した。メールでは西館の屋上で待っているとあるが、妹の姿はどこにもない。待ちくたびれて帰ってしまったのか。それともどこかに隠かくれているのか。

　電話をかけてみると、十回目のコールで天翔が出た。

「天ちゃん、どこにいるの？」

『あ、お姉ちゃん。ご、ごめん。今、すごく説明しづらい状況というか──ひいいっ──その、目が回るほど立て込んでて、きゃわわっ！　さ、先に帰ってて！　ごめん！』

　電話は一方的に切れてしまった。

「……？」

　美雪はきょとんとして、携帯電話の液えき晶しよう画面を見つめた。

　遥はるか頭上で、妹が踊り狂っているとも知らず。




　　　　＊




「方程式１２０８、華はなやかな雷いかずちの円ワ舞ル曲ツ！」

　煌きらめく数式が、虚こ空くうに展開すると──

　閃光が弾はじけた。凄すさまじい轟ごう音おんと共に、琥こ珀はく色いろの稲いな妻ずまが解き放たれる。眩い雷らい撃げきは鋭するどく蛇だ行こうすると、無数に枝分かれして次々と標的を貫つらぬいていった。炸さく裂れつする光こう芒ぼう。震ふるえる大気。

　天空を揺ゆるがす爆ばく音おんに、天翔の悲鳴は掻かき消けされた。

　天と地が目め眩くるめく入れ替わり、もう何が何だかよく分からない。意識が朦もう朧ろうとし、視界が暗転した。巨きよ大だい洗せん濯たく機きに放り込まれたら、きっとこんな感じに違ちがいない。いっそ失神できれば楽だったのだが、意外に頑がん丈じような彼女の精神力が意識の擱かく坐ざを許さなかった。

　多分、時間的には数分の出来事だったろう──

　気がつくと、天翔は抱きかかえられたまま南館の屋上に着地していた。

「終わったぞ。生きてるか？」

「うう……吐はきそう……」

　平へい衡こう感かん覚かくを失って、彼女は地面に倒たおれた。

「世界が、回る……ぐるぐるぐる……」

「大だい丈じよう夫ぶそうだな」

　誰だれもそんなこと言ってないが、抗こう議ぎする気力はなかった。

　へたり込んだまま、給水塔に座る有ゆう翼よくの美少年を見上げる。

「……何が、どうなってんの……？」

「ちょっと待て。時間切れだ」

　言った途と端たん、ユトエルの身体が変化し始めた。

　優美な白翼が、金こん色じきの猛もう禽きん的な翼へと変へん貌ぼうしていく。同時に全身が膨ふくれ上がり、硬こう質しつの鱗うろこに覆おおわれていった。さらに獰どう猛もうな顎あご、鋭い牙きばと鉤爪が伸び、大きな赤い瞳が爛らん々らんと輝かがやきを増す。ＣＧのモーフィングでも見るように、艶あでやかな美少年が怪物に姿を変えていく。

　数秒後──

　翼を畳たたんだ黄金の獣が、給水塔の上にお座りしていた。

「これでよし、と」

「なんで変身したの？　さっきの方が素敵なのに」

「天国から堕おちた堕天使は、人間界では三分二十秒しか天使の姿を維い持じできないんだ。人間形態ペルソナ・フエイズだと天使の力が使えず無防備だからな、今は瑞獣形態ゴースト・フエイズでいさせてもらうぜ」

「は、はあ……」

　全く意味が理解できず、天翔は生返事をした。

　クラスメートの男の子が華か麗れいな天使に変身したと思ったら、今度は爬は虫ちゆう類るいの怪物になったのだ。ドラゴンというやつだろうか。凶きよう悪あくな姿だった。だが恐きよう怖ふは感じなかった。先程の変な生物から助けてくれたのだから、危害を加える意思はないのだろう。それに──

　ユトエルが、大きな目をぱちぱちさせた。

「お前、俺が怖こわくないのか？」

「うん。よく見ると可愛いね、その姿も」

「…………」

「どうしたの？」

「何でもない」

　金色の獣けものは傷ついた様子だった。ため息を吐つくと、どこからともなく一冊の本を取り出す。彼はそれを無造作に放ってきた。昼休みに見た、例の赤い本だ。見れば見るほど趣しゆ味みの悪いデザインで、その悪趣味なこと古今東西どんな卑ひ猥わいな書物も太た刀ち打うちできまい。

「随ずい分ぶんと、その……ユニークなデザインだね」

「素直にひどいデザインって言えばいいんだよ」

　ユトエルはにべもなく言った。

「ともかく、そいつがこの騒そう動どうの発ほつ端たんさ」

「宇宙の秘密が書いてるとか言ってたけど……何なの？」

「《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》。宇宙で起きたあらゆる出来事を自動的に記録する、天界の魔道書グリモワールさ」

「天界のグリム童話？　天国にもグリム童話があるんだ」

「ねえよ。グリム童話じゃなくて、グリモワール。魔道書だよ」

「よく分かんないけど、なんで日本語で書かれてるの？」

「お前が日本語で思考してるからさ。自動的に光学翻ほん訳やくされるんだ」

「ふうん……高額なんだ」

　値段なんて聞いてないと思ったが、それより気になることがあった。

　天翔はぱらぱらとページをめくり、眉まゆをひそめた。

「これ、めくっても全然ページが減らないけど、どうして？」

「三次元化されてるのは一部で、ページの大半は十次元空間に格納されてるんだ。めくったページは十次元的に情報化され、その分だけ後ろに新しいページが三次元化される。この三次元世界では、《日記帳》は一〇八二ページ分しか物質化しないんだよ」

「ふふん？　十次元って何？」

「〝１は１であると同時に１でない〟ってのが成立する世界さ」

「えっ？」

　天翔は聞き返した。ユトエルは爪つめで頬ほおを掻いた。

「だから、ＡはＡでないものでもあり、またはＡがＢである時にＢでないものでもあるって論理が成り立つ世界だよ。あらゆる概がい念ねんが合理的に結合されるんで、矛む盾じゆんが矛盾せずに成立できるんだ。つまりどんな防具も貫ける矛ほこと、どんな攻こう撃げきも防げる盾たてが同時に存在できるってことさ。これを反矛盾律性相反事象並立可能現象って言うんだが、分かるか？」

「全然分かんないから、次の質問していい？」

「…………」

「この本、全部で何ページあるの？」

「有限極大数ページ」

「それって何ページ？」

「有限極大数ページだよ」

「つまり無限ってこと？」

「違うよ。この三次元世界では、無限ってのは概念的には存在できても物理的には存在できねえからな。けど数そのものに限度はないわけだから、有限だけど限度無制限のものを便べん宜ぎ的に定義するために『有限極大数』って表現が作られたんだ。十次元下では無限という形態で存在し得る数字も、物理容量の小さな三次元下では有限でしか存在できない。だから三次元世界の言語で、このページ数を正確に表現できないんだよ。分かるか？」

「全然分かんないから、次行っていい？」

「……泣かすぞ、お前」

　ユトエルが睨にらんでくる。だが天翔は気づかなかった。

「じゃあ誰も数えたことないんだ。この本のページ数」

「いや。マクスエルって堕天使が、今も数えてるはずだぜ。千年前に会った時は、九千極ページまで数えたとか言ってたっけ。九千掛かける十の四十八乗ページだ」

　黄金の獣は、可愛く耳をピコピコさせる。

　天翔は興味本位で尋たずねてみた。

「その人、なんでそんなことしてるの？」

「クジ引きで負けたから」

「そ、そうなんだ……」

　可哀かわい想そうに、と彼女は思った。

「ところで、来海くんって何歳なわけ？」

「俺は魁天使フアースト・ボーンっていう最古の天使だから、百億年は生きてるかな」

「百億!?　にしちゃ、さっきの姿はすごく若かったね」

「あの姿は、あれが物質化した俺の本質だからさ。人間と違って、天使は時の経過によって年老いたりしないんだ。本質が若けりゃ肉体も若い。何年生きたかは関係ないのさ」

「つまり精神的に幼よう稚ちだから、ずっと子供のままってこと？」

「食うぞ、お前」

　ユトエルが再び睨んできた。今度も天翔は気づかなかった。

「それで、なんであたしは襲おそわれたの？」

「…………」

　数秒間、金色の獣は物言いたげな顔をした。

「その《日記帳》にお前の記述がある。探してみな」

「あたしの？　でも無限ほどページがあるのに、どうやって調べるの？」

「頭に調べたいことをイメージするんだ。名前でも形でも何でもいいから」

「うーん……っと、こんな感じかな」

　彼女は自分のことを頭にイメージしてみた。

　すると《日記帳》のページが、勝手にぱらぱらとめくれていった。




　そもそも《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》がどんな方法で宇宙の出来事を記録しているのか、そのシステムについては天使でさえよく知らなかった。分かっているのは、十次元空間には宇宙が体験した〝日常〟を保存する情デ報ー格タ納バ領ン域クが存在し、《日記帳》の検索装置クローラーがそこへアクセスして情報を収集クロール、ノートに自動筆記オートライトしているということだ。宇宙で起こった出来事が《日記帳》に反映されるまでの時間は、通常、二秒から十年以内とされていた。

　それにしても、なぜこんな不思議な書物が存在するのか──

　という点に関して、天使達はほとんど気にしていなかった。かつては様々な議論を呼んだこの問題も、宇宙の実像が解明されるにつれて熱気が失われていったのだ。詰つまる所、この宇宙は非常にワケの分からない世界で、ワケの分からない世界にワケの分からないものがあってもワケが分かるわけがない、と彼らは考えるようになったのである。

　致ち命めい的てきだったのは、五十億年前にトイレットペーパー製の世界が発見されたことだ。こんなふにゃふにゃで簡単に水に溶とけてしまうような軟なん弱じやくな世界が存在するという事実は、全天使に大きな衝しよう撃げきを与あたえた。これは《地質学界のビッグバン》と呼ばれ、《日記帳》でも詳しよう細さいにこの出来事を記録している。全すべては紹しよう介かいできないので、一文だけ引用しよう。

「この世界は一見軟弱そうだが、トイレットペーパーだけに芯しんがある」

　その後、穴付ラジオペンチ、六十センチＴ型定規、抹まつ茶ちやシフォンケーキ製の世界が次々と発見され、混乱した天使達はさじを投げ、槍やりを投げ、川に身を投げる者まで現れた。

　そんな驚きよう愕がく的な発見が相次いだ結果、この宇宙は途と轍てつもなく不思議な場所で、何が存在しても全く驚おどろくことではないので、《日記帳》のような書物が存在しても格段特別なことではないのかもしれない、と彼らが考えるようになったのは無理もないことであろう。

　ちなみにドーナツ世界を除く全てのスイーツ系世界は、甘党の少女天使達に食べ尽つくされ滅めつ亡ぼうしている。唯ゆい一いつドーナツ世界にだけ天使達が食しよく指しを伸のばさない理由は……

　それは物語の後半で説明しよう。




　さて──

　宇宙で起きたあらゆる出来事を自動筆記オートライトする《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》には、当然、過去から現在までこの世に生きた全人類に関する記述も完かん璧ぺきに網もう羅らされている。

　もっとも近年の爆ばく発はつ的てきな人口増加に伴ともなって、一いつ般ぱん人の記述はひどく簡略化され、ほとんどの人の説明文は『宇宙的には無意味な存在』の一言で片付けられているが。

　ただし織咲天翔の項こう目もくには、こう記されていた──『最終解答者』。

「何なの、この解答者って」

「愛とは何か──《愛の真理》を知る者のことさ」

　ユトエルがさらりと答えた。

「話せば長くなるんだが、俺達堕天使は何千年もその解答こたえを探し求めてきたんだ。ま、いろいろ疑問はあると思うが、まず《日記帳》で《愛の真理》について調べてみな」

　いろいろ疑問はあったが、天翔は言われた通りにした。

　頭に《愛の真理》という単語を思い浮うかべると、ページが自動的にめくられていく。

　やがて題名タイトルに『愛の真理』という紙面が現れた。右上の日付には、『最終更こう新しん日　モチョペッガ期３９８年１４月６２日』と記されている。が──

「あれ？　白紙だ。何も書かれてないよ？」

「今はな。でも昔は書かれてたんだ」

「どういうこと？」

「《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》は定期的に更新されて常に最新の情報が掲けい載さいされてるんだが、今から何千年も前にそのページが更新された時、なぜか白紙になっちまったんだ。そして《日記帳》から《愛の真理》に関する記述が消えた瞬しゆん間かん、大勢の天使が天国から堕おっこちて堕だ天てん使しになったのさ。なぜそうなったのか、理由は聞くなよ。俺達にも分かんねえんだから」

　天翔は目をぱちくりさせた。話の筋が全く見えなかった。

　要するに──と、ユトエルは続けた。

「《真理》を失くして堕天したのなら、《真理》を手に入れれば天国に帰れるんじゃないかって理り屈くつさ。それで俺達は、何千年も愛の解答こたえを探し求めてきたってわけだよ」

「《愛の真理》を探し求める堕天使かぁ……なんかロマンチックだね」

　うっとりと《日記帳》を抱だきしめてから、彼女はふと気づいた。

「え？　じゃあその真理を、あたしが知ってるってこと？」

「ああ。俺はお前から解答こたえを聞くために、人間界に来たんだ」

「でも愛って、要するに好きってことでしょ？」

「それが《愛の真理》なのか？」

「ええっと、ものすごく大好き」

「それが《愛の真理》なのか？」

「ええっと……」

　天翔は口ごもった。ユトエルが首をひねった。

「お前が言いたいことって、よく分かるんだ。俺達だって愛がどういうものか分かってるつもりだしな。けど〝愛とは何か？〟を言葉で完璧に説明できない。一言で的確に表現できないのは、愛って概念の中心が欠けてるせいなんだ。つまり愛の定義、愛の真理さ」

「うーん。でもあたし、そんな難しいこと分かんないよ」

「いま分からなくても、いつか解答こたえを見つけるさ」

「どうして分かるの？」

「お前は《解答者》だからな」

　ユトエルは当然そうに言った。天翔は眉まゆをひそめた。

「でもあたし、普ふ通つうの人だよ。なんでそんな《解答者》になっちゃうの？」

「それは神のみぞ知るってやつだ。ま、この宇宙に神はいないけど」

「え？　なんで？」

「知らねえよ。天国にもどこにも神はいないし、なぜお前が《解答者》に選ばれたのか、その理由を知る者もいない。この宇宙のやることは、俺達天使にも理解できないんだよ」

　そんな曖あい昧まいな説明で納得できるはずもなかったが──

　天翔は白紙のページに視線を落とし、再び顔を上げた。

「じゃあ来海くんは、あたしが《真理》を見つけるまで、ずっと傍そばにいるわけ？」

「どうせ大した時間じゃないだろ。人間の寿じゆ命みようなんて、せいぜい百年だし」

「そういう問題じゃないんだけど……」

　そこで、彼女は疑問を感じた。

「で、なんであたし襲われたの？」

「簡単に言うと、天使にもいろんな派は閥ばつがあるってことなんだが」

　黄金の竜りゆうは小首を傾かしげ、腕うでを組んだ。ちょっと可愛い仕草だった。

「愛は天地万物の本質だからな。そんな神聖な真理を下等な人間から聞きたくないって連中も大勢いるんだ。特に天界原理主義者──天使が宇宙で最も偉い大だいで、天使こそが宇宙の支配者と考えてる奴やつらなんだが──そいつらが、お前をえらく危険視してるらしい」

「どうしてよ？」

「天地万物の本質を知る者ってのは、つまり神なんだ。だから《解答者》のお前を神と言う奴もいる。原理主義者にとって、お前は天使の宇宙支配を覆くつがえす危険な存在なんだよ」

　人間らしい仕草で、ユトエルは肩かたをすくめた。

「というわけで、俺がお前の守護天使に選ばれたってわけさ」

「なんか全然ピンと来ない話ね」

　釈しやく然ぜんとしない面持ちで、天翔は尋ねた。

「で、あなたに守れるの？　あたしのこと」

「おいおい、誰だれに向かって言ってんだ？」

　ユトエルは気分を害したようだった。

「俺は七十二師団、八十万の配下を従える堕天使長の一人なんだぜ。本来なら人間の小こ娘むすめが気安く話しかけていい相手じゃねえんだ。知らないのかよ、アスモデウス様を」

「全然知らない」

「俺の知名度も落ちたもんだぜ」

　ユトエルは、ケッと悪態をついた。

「ま、そんな心配すんなって。大半の堕天使はお前の味方だし、天国の天使達も解答こたえを知りたがってる。後方支援バツクアツプの守護天使も大勢いるし、お前は普通に暮らせばいいんだよ」

「目の前に怪かい物ぶつがいて、普通も何もないんだけど」

　天翔は小さく呟つぶやいた。

「ま、いっか。あなた強そうだし、悪い人には見えないもん」

「……お前、軽い性格してんな」

「深刻そうにしても一いつ緒しよでしょ？」

　彼女は《日記帳》を抱きしめて、にっこりと笑った。

「それにちょっと面白そうな気がしてきたよ、《愛の真理》を探すのって。どうせあたしが嫌いやだって言っても、付き纏まとうんでしょ？　だったら解答こたえを見つけてあげるよ。来海くんにはさっき助けられたしね。天使の人達が天国に帰れるように、あたし頑がん張ばってみる」

「いい奴だな、お前」

　黄金の獣けものはお座りしたまま、にやりとした。

「お前にとっちゃ長い付き合いになるかもしれんが、よろしく頼たのむぜ」

「こちらこそよろしく、来海くん」

　天翔は笑顔で応えた。

「あ、アスモデウスって呼んだ方がいいのかな？」

「好きに呼んでいいけど、その名前では呼ぶな」

「なんで？　あなたの名前でしょ？」

「いい思い出がないんだ、その名前には」

「ふうん。じゃあ、ユートって呼ぶね」

　天翔が微笑ほほえむと、ユトエルも微笑み返した。

　暮れなずむ空の下、二人の間を淡あわい春風が吹ふき抜ぬけた。
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　織おり咲さき天てん翔かの一日は、「天ちゃん、朝だよ」という涼すずやかな姉の呼び声から始まる。

　姉の美み雪ゆきは毎朝六時前に起きて二人分の朝食と二人分の弁当を作るのだが、天翔がベッドから這はい出すのは、姉が起こしに来てくれる午前七時過ぎ。忙いそがしい朝の家事は、全て美雪が一人で行っているのだ。十六歳の少女が文句も言わず妹の面めん倒どうを見ている姿は、健気なことこの上ない──と、天翔は感動してしまうが、だったら手伝ってやれと言われても彼女は料理もできなければ朝自分で起きることさえできないのだった。

　そんなわけで現在、姉妹二人暮らしの織咲家は、姉の美雪が一人で支えるモノカルチャー家庭となっている。現に今朝も、天翔は姉の手を借りて登校の支度を行っていた。

「お姉ちゃん、お弁当！」

「はい。どうぞ」

「あたしのベレー帽ぼうは？」

「ここだよ」

「筆箱どこ!?」

「テーブルの上じゃない？」

「よし、これで準備ＯＫ！」

「天ちゃん、ハンカチ」

「あっ、ありがとう！」

　と、こんな具合である。

　天翔は姉からハンカチを受け取ると、てきぱきと身だしなみを整えた。彼女のてきぱきとは手足を通常の三倍の速さで動かすことで、これは決して要領がいいわけではない。むしろ淑しとやかに通学の準備を進める美雪の方が、天翔の三倍は要領がよくて無む駄だがない。

　それでも妹を手伝うハンデは覆し難く、最終的には天翔に急かされる美雪だった。

「お姉ちゃん、急がないと遅ち刻こくしちゃうよ！　早く早く！」

「ご、ごめんなさい」

「外で待ってるからね！」

　天翔は靴くつを履はくと、元気よく玄げん関かんのドアを開けた。

　平へい凡ぼんな日常は、そこまでだった。

　門柱の上に、金色の獣が座っていたのだ。

「お前、ひでえ奴だな」

　大きな翼つばさを折おり畳たたみ、ユトエルは呆あきれ顔がおをする。

「こういうのをテーシュカンパクって言うのか？」

「……言わないわよ」

「姉ちゃんの用意、手伝ってやりゃいいのに」

「あたしが手伝うと、なぜか余計に手間取るもん」

　天翔は仏頂面で答えた。

　今朝目覚めた時、昨日のことは夢だったのではないかという気がし、とても信じられないから夢だったことにしようと思ってベッドから出たのだが、やはり夢ではなかったらしい。彼女は玄関に姉の姿がないことを確認し、薄うす目めで問いかけた。

「こんな所で何してるの？」

「迎むかえに来てやったんだ。昨日の件もあるし、念のためにな」

「ていうか、そんな姿で家の前にいられたら迷めい惑わくなんだけど」

「心配ねえよ。どうせ他の連中には見えないし」

「そうなの？」

　天翔はひょいっと顔を出して、通りの様子を窺うかがってみた。なるほど。確かに門前を往来する通行人は、怪物の存在に気づいていない。みんな彼には目もくれず、それぞれの目的地に向かって行動している。ただ電柱の陰かげからこちらを見ていた小学生の一団が、「あいつ一人で喋しやべってるぞ。キメェ」と叫さけんで逃にげていくのが唯ゆい一いつの例外だった。

「…………」

　釈然としないものを感じつつ、天翔は門柱の上でお座りする瑞獣ゴーストを見上げた。

「なんで他の人には見えないの？」

「ムッシング・シグナルの影えい響きようさ」

「ムッシュ……誰？　フランス人？」

「どっからフランス人が出てくるんだよ」

「だって今、ムッシュって言ったじゃない。あ、もしかしてブッシュ？　アメリカ人だ」

「フランス人でもアメリカ人でもネアンデルタール人でもねえよ。非常識事象排斥ムツシング・意識触発信号シグナル。特とく殊しゆな信号を使って、存在を無視させちまう物理現象のことだ。分かるか？」

　天翔はぷるぷると首を振ふった。

　ユトエルは面めん倒どう臭くさそうな顔をした。

「いいか。人間の脳ってのは、ちっぽけな常識に支配されてる。だから自分に不都合なことや非常識な現象に遭そう遇ぐうした場合、理性が認識を拒きよ絶ぜつするんだ。『見て見ぬ振り』ってやつだな。で、その習性を利用したのがムッシング・シグナルなんだ。特殊な信号を使って相手の理性に『無視したい』と思わせれば、目で見えていても認識できないってわけさ」

「つまり、みんなにあなたが見えないのは、あなたを無視したいと思ってるから？」

「ああ。自分の世界観を守り、精神の安定を保とうとする理性の防衛反応だ」

「だったら、どうしてあたしには見えるの？」

「それは、お前が俺の存在を認識してるからさ」

　黄金の獣は耳をピコピコさせて、巨きよ乳にゆう美女の通行人を目で追った。

「存在を認識すると理性が対象物を無視できなくなるから、信号は通じなくなるんだよ」

「分かるような、分からないような理り屈くつね」

　天翔は首をひねった。

　ユトエルが言うには、非常識事象排斥ムツシング・意識触発信号シグナルは自然界に普ふ通つうに飛び交っているという。例えば探し物が目の前にあるのに、それに気づかずあちこちを探し回ってしまうのは、対象物が非常識事象排斥ムツシング・意識触発信号シグナルを発しているのが原因らしい。

（それって単に迂う闊かつなだけじゃないの？）

　と天翔が思っていると、背後で物音がした。

「天ちゃん、お待たせ……」

　玄関のドアが開き、美雪が姿を現す──

　途と端たん、彼女は目を点にして凍こおりついた。

「……ねえ」

　ぽかんと立ち尽つくす姉を眺ながめつつ、天翔は竜りゆうに囁ささやいた。

「他の人には見えないんだよね？」

「俺の存在を認識しない奴やつには見えないよ、普通」

「見えてるんじゃない？」

「……俺もそんな気がする」

　天翔は軽く咳せき払ばらいし、門柱の上を指差した。

「お姉ちゃん、見えてる？」

「う、うん……」

　戸と惑まどいながら、美雪は頷うなずいた。




　五分後、織咲姉妹は瑞獣ゴーストの背に乗って空を飛んでいた。

　すり抜けていく風が、冷たくて心地ここちいい。見慣れた街が、箱庭のように小さく見えた。

　竜に乗って空を飛ぶというファンタジックな経験は、もちろん生まれて初めての天翔である。だから空に上がってからというもの、彼女はきゃっきゃと大はしゃぎしていた。

「見て見てお姉ちゃん、あの電車に乗る予定だったんだよね!?」

　天翔は身を乗り出すと、眼下に走る列車を指差した。

　耳元で、「う、うん……」という小さな返事がした。

　振り返ると、美雪は天翔の腰こしに腕うでを回してぎゅっと目を閉じていた。うっかりしていたが、彼女は高所恐きよう怖ふ症しようだ。以前、校舎の高さが高度限界と言っていた気がする。怪かい物ぶつを見ても腰を抜かさなかった姉が、この程度の高さで震ふるえているのはなんだか奇き妙みようだった。

　一方その怪物はというと、こちらは上空から興きよう味み津しん々しんに街を眺めていた。

「ねえ、何がそんなに珍めずらしいの？」

「あの車っていう四つ輪付きの箱だよ。あれに乗ってみたいぜ」

　国道を見下ろしながら、ユトエルは無む邪じや気きに目を輝かがやかせた。

「いっぱいいるよなあ。この前来た時は、あんな乗り物なんてなかったのに」

「この前っていつ？」

「三百年ほど前かな」

「すごい昔じゃない！」

　さすがに驚おどろくと、天使と人間では時間の感覚が違ちがうとユトエルが教えてくれた。

「百億年も生きてりゃ、三百年前なんて最近の出来事だぞ」

「そ、そうなんだ……」

　風に飛ばされないように、天翔は左手でベレー帽を押さえた。

「じゃあ、この三百年はどこにいたの？」

「あちこちの世界を放ほう浪ろうしてた」

「あちこち？」

「この宇宙には、お前が想像もできない世界がたくさんあるんだよ」

「ふうん。なんだか面白そうね」

　天翔は角つのを掴つかんで、ユトエルの顔を覗のぞき込んだ。

「ところでさ、地球には何人ぐらいの天使がいるの？」

「三千人ぐらいかな。半天使の数は知らないけど」

「反転死？」

　自動車事故がそんなに心配なのかな、と天翔は首を傾かしげた。

　聞けば半天使というのは、人間と天使の中間的存在のことらしい。《ポポヌット期の大堕だ天てん》以降、大勢の堕天使が下界で暮らすようになった結果、このような交配種が誕生したという。彼らの多くは純天使の小間使いとして使役されているとユトエルは言った。

　前方を見ると、早くも深ふか美み高こう校こうの白い校舎が見えてきた。ユトエルは南館の屋上で二人の少女を降ろすと、学生服を着た来くる海み遊ゆう斗との姿に変身した。

「言っとくが今日は特別だぞ。明日あしたからは自分の足で登校しろよ」

「え？　どうしてよ？　毎日送ってくれてもいいじゃない」

「面めん倒どう臭くせえ。ていうかアホ臭え」

「あたしの言うこと聞かなきゃ、《愛の真理》教えてあげないよ」

「生意気な小ガ娘キだな。調子に乗るなよ」

　遊斗は天翔の両頬ほおをぷにぷにと引っ張った。

「あ、あの……」

　と、可か憐れんな声が割り込んできた。両手で鞄かばんを持った美雪が、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「送っていただいて、ありがとうございます。来海さん」

　一いつ瞬しゆんきょとんとした遊斗が、突とつ然ぜんにこやかになる。

「や、いいんですよ。急いでる時はいつでも送りますから」

「妹のこと、よろしくお願いします」

「もちろん。任せてください」

「それでは……じゃあね、天ちゃん」

　美雪は手を振って、楚そ々そと去っていく。

　姉の後ろ姿を見送った天翔は、デレデレと手を振る遊斗を睨にらんだ。

「あたしとお姉ちゃんに対する態度が、なんか全然違うんだけど」

「容姿、スタイル、性格、あらゆる点で美雪さんの圧勝だからな」

「ひっどーい！」

　頬を膨ふくらませ、天翔は抗こう議ぎの声を上げた。

　確かに美び貌ぼうだけでなく、勉強もスポーツも家事全ぜん般ぱんにおいても、天翔は女性として何一つ姉に勝つことができない。彼女が優まさっているのは、髪かみの長さと絵の才能ぐらいだ。画才に関しては天翔が総取りしたようで、美雪は笑えるほど絵心がないのだった。

「でも、なんでお姉ちゃんにはユートが見えたのかしら？」

「たまに信号を受けつけない奴が、いるんだよなあ」

「お姉ちゃん、もしかして超ちよう能のう力りよく者しや？」

「超能力は関係ねえよ。純じゆん粋すいに認識力の問題だし」

　煩わずらわしげに、遊斗はブレザーのネクタイを緩ゆるめた。

「非常識事象排斥ムツシング・意識触発信号シグナルは、精神的に強きよう靱じんで、常識や固定観念に囚とらわれない人間には通じにくいんだ。きっと美雪さんは、非常識なことや自分の価値観にそぐわないものでも、拒絶せずに受け入れる度量があるんだろ。あの性格ならあり得るって気はするけど」

「あり得るって、何が？」

「毎日自じ堕だ落らくな妹の面めん倒どうを見る美雪さんは、精神力があって心が広いってことさ」

　右手で顔を覆おおい、遊斗は沈ちん痛つうな表情をした。

「ずぼらな妹に酷こく使しされる日々。なんて不幸な人なんだ」

「分かったわよう。明日からちゃんと手伝うよ」

　天翔は憮ぶ然ぜんと唇くちびるを尖とがらせた。




　　　　＊




　教室に入ったのは、朝のＨＲが始まる四十分も前だった。竜に乗って空をひとっ飛びだったので、思いのほか早く着いてしまったのだ。授業前の教室は、がらんとしていた。

　さすがに彼女の想い人、真ま山やま憲けん治じもまだ来ていない。

（真山くん、早く来ないかな。今日はちゃんと挨あい拶さつするぞ）

　胸をときめかせ、自分の席に向かおうとして。

「……？」

　天翔はおかしな少女の存在に気づいた。

　その人物は、窓際の列の先頭──出席番号一番の席に座っていた。大きな瞳ひとみに柔にゆう和わな表情。小こ柄がらで妙みようにあどけない顔立ちをしていて、とても高校生には見えない。実際、小学生と言っても通用しそうだ。ツインテールの髪かみ型がたが、幼さをさらに強調していた。

　授業初日の昨日は欠席していたので、初めて見る顔だった。それ自体どうというわけではなかったが、天翔の目を惹ひいたのは、少女が両りよう膝ひざを立てて椅い子すに座るというおかしな格好をしていたことと、悪あく趣しゆ味みとしか言いようのない赤い本を読んでいたことだ。

（あれって、もしかして……）

　天翔は廊ろう下かにいる遊斗の襟えり首くびを引っ張った。

「ねえ、ユート。見て、あの子が読んでる本」

「なんだよ、うるせえな」

　なぜか他組の女子と談笑していた遊斗が、煩わしげに振ふり向むいてくる。

　彼は窓際の少女に目を留めると、興味なさげに頭を掻かいた。

「《日記帳》だな。別に珍しくねえぞ」

「あの子も天使ってこと？」

「正確には堕天使だ。天国の天使は、滅めつ多たに下界に来ないからな」

「昨日襲おそってきた人かな？」

「そんな奴が教室で堂々と《日記帳》を読むかよ。多分、守護天使の一人だろ」

「どうするの？」

「ほっとけよ」

「えー。味方ならお世話になるんだし、挨拶しときたいな」

「勝手にすりゃいいじゃん」

「…………」

　天翔は上うわ目め遣づかいで、じっと遊斗を見上げた。

　堕天使の少年は、ため息をこぼした。

「ったく、面倒臭え奴だな」

　彼は自分の《日記帳》を出すと、ツインテール少女の机にぼんと置いた。

「お前、名前は？」

「……ぬ？」

　少女は遊斗の顔と、天翔の顔と、遊斗の《日記帳》を順番に眺めた。《日記帳》を所持しているということは、自分が天使であることの身分証明にもなるらしい。

「愛あい里ざと加か奈な」

「天使名だよ」

「カナエル」

「聞いたことねえな」

　遊斗は少女の《日記帳》を取り上げると、無造作にページをめくった。

「九十八万二千四百七十二版……？　お前、いつ生まれたんだ？」

「十五年前。三年前に堕おちちゃったの」

「そりゃ、まだ赤あかん坊ぼうなのに大変だな」

「赤ちゃんと違うもん」

　気分を害したのか、加奈は《日記帳》を奪うばい返すと読書を再開した。

　天翔は小声で遊斗に尋たずねた。

「九十八万……って、どういう意味？」

「《日記帳》は楽園エデンに生えてる生命の樹に生なってるんだ。この樹は一万年ごとに生え変わるんだが、その度たびに《日記帳》も二版、三版と増版されるんだよ。中身は一いつ緒しよだけどな」

「ユートのは何版なの？」

「初版だよ。レア物だぜ」

　彼は自分の《日記帳》を手に取ると、手品のようにぱっと掻き消した。

　天使は一人一冊《日記帳》を所有しているので、その発行版数で年ねん齢れいがある程度分かるらしい。初版本を所有する遊斗は最古の天使で、九十八万超版の愛里加奈は生まれたばかりの赤ちゃん天使というわけだ。言われてみると、愛里加奈は人間界に馴な染じんでいる様子が全くない。両膝を立てて椅子に座っている時点で、何か根本的に間ま違ちがっていた。

「愛里さん。そんな座り方だと、先生に怒おこられちゃうよ」

「ぬ？」

　加奈は目をぱちぱちさせる。意味が分からないといった表情だ。

「天使はそうやって座る方が落ち着くんだよな」

　遊斗はツインテール少女の頭をぽんと叩たたいた。

「ようこそ人間界へ。ま、せいぜい頑がん張ばれよ」

　そう言い残して去っていく。天翔は《日記帳》を覗き込んだ。

「なに読んでるの？」

「くるみん」

「え？」

「くるみん。ゆとえる。あすもす……あすもすす……」

　うまく発音できないのか、加奈は悲しそうな顔をする。

　先行き不安な娘こだと思いつつ、天翔は視線を落とした。

　開かれたページの題名タイトルには、『アスモデウス』とあった。




　天使名ユトエル。

　もしあなたが純潔を重んじる処女おとめなら、決して彼に近づいてはならない。アスモデウスは七つの大罪の一つ〝色しき欲よく〟を司る堕天使で、天上天下比類なき女たらしだからだ。

　特に天使時代からうら若い人間の美少女に目がなく、その趣しゆ向こうは堕天後も変わっていない。一方で女性なら種族にこだわらない守しゆ備び範はん囲いの広さと節操のなさを持ち合わせ、淫いん魔まリリム嬢じようが「天地創造レベルの絶頂エクスタシーを体感させてくれる男の子」と大絶賛するほどのテクニシャンでもある。かつてはアスモデウスに触さわられただけで懐かい妊にんするという風評も立ったが、これは真実ではない。「触るだけで女が妊にん娠しんしたら俺も迷めい惑わくだ」とは本人の弁。

　もちろん単なる遊ゆう蕩とう児じではない。天使時代は智天使長の座にあり、現在は七十二師団八十万人の配下を従える、第三十二位の堕天使長でもあるのだ。光から生まれた稀け有うな存在で、光を使って時空間跳ちよう躍やくを行う能力も有している。数学や天文学など様々な知識に精通し、それを気前よく教えてくれるナイスガイであることも忘れてはならない──




　文章はさらに続いていたが、天翔は途と中ちゆうで顔を上げた。

　薄うす々うす感づいていたが、相当な色情魔らしい。見ると、今も独りぼっちの女子を捕つかまえて無む邪じや気きに話しかけている。一見すれば気さくな少年だが、あの能天気な笑顔の下には、孤こ独どくな女の子の心につけ込もうとするスケベ心が隠かくされているに違ちがいないのだ！

（エロエロ大魔ま王おうだわ。用心しなきゃ、お姉ちゃんに色目使ってたし）

　遊斗の背中を見つめながら、天翔は胸中で呟つぶやいた。

　もし彼が姉にちょっかいを出すようなことがあれば、自分が守ってやらねばならない。

　なにせ美雪は究極の恋れん愛あいオンチで、悪い男に簡単に騙だまされかねないほど初う心ぶなのだ。

（ま、ユートが悪い男ヒトだとは思わないけどさ）

　加奈の机に顎あごを乗せ、天翔は昨日見た遊斗の天使姿を思い出した。

　あれが彼の本質なら、本当は純粋な心の持ち主に違いない。光ひかり輝かがやく絶世の美少年。夜空に冴さえる銀月のごとき艶あでやかさと、目も眩くらむほどの神々しさ。そしてうっとりするほどの逞たくましさ。遊斗の真の姿を見たら、年とし頃ごろの女の子はみんな恋こいに落ちてしまうかもしれない。

　そんな美しい堕天使に、自分は抱だきかかえられ……

　それを思い出すと、胸の鼓こ動どうが熱を帯びた。

（ダメダメ、なに考えてるの！　あたしには真山くんって人がいるのに！）

　ぶるぶると頭かぶりを振って、天翔は妄もう想そうを排はい除じよした。

　視線を転じると、いつの間にか教室に真山がいた。《日記帳》を読んでいる間に来たらしい。彼もまだ話し相手がいないようで、自分の席で頬ほお杖づえをついてぼんやりしている。

　天翔の瞳は釘くぎ付づけになった。

　華か麗れいな天使姿の遊斗も素敵だが、やはり真山に対する憧あこがれの方が遥はるかに強い。

　教室の隅すみから淡あわい視線を送りつつ、彼女は純な想いを募つのらせた。

（真山くんとお話ししたい……でも、声をかけて嫌いやがられたりしないかな？）

　こうして真山を見ているだけでも、胸がときめいて幸せな気分になれる。だけどもっと近づきたい。仲良くなりたい。彼に振り向いてほしい。この気持ちに気づいてほしい。

　真山を想えば想うほど、胸が苦しくて、切なさに身を焦こがされてしまう。

　遠くから見ているだけではダメだ。積極的に行動しなければ。

（よし、行こう！　勇気を出して！）

　少し挨拶するだけなら、煙けむたがられることもないだろう。

　天翔は意を決すると、破は裂れつしそうな心臓を抱かかえて真山に近づいた。

　昨日のようなヘマはすまいと、机の位置をチェック。進路クリア、オールグリーン。一歩ごとに増す緊きん張ちよう感かん。掌てのひらから滲にじみ出る汗あせ。一いつ瞬しゆん、このまま素通りしてしまおうか、という弱気が心に芽生えた。だがすぐに勇気を振り絞しぼり、声をかける──精せい一いつ杯ぱいの笑顔で。

「お、おはよう、真山くん」

「おはよう。あ、織咲さん」

　真山が言った。

「危ないよ」

　刹せつ那な、教室に派手な音が鳴なり響ひびいた。

「──うぶっ!?」

　目が眩み、激痛が顔面を襲った。

　何が起こったのか、すぐには分からなかった。呻うめきながら見ると、スチール製の大きな板が目の前に立ちはだかっていた。ドア。直進しすぎて教室のドアに激げき突とつしてしまったのだ。躊ちゆう躇ちよして挨あい拶さつのタイミングが遅おくれたことと、真山に見み惚とれていたことが原因だった。

「よそ見してるから。大だい丈じよう夫ぶ？」

「へ、へーき。こういうの慣れてるから。あははは」

　痛打した鼻面を押さえ、天翔は笑って誤ご魔ま化かした。

　そして一目散に教室から逃にげ出そうとして。

　またドアにぶつかった。




　その後、トイレに駆かけ込んだ天翔は落ち込んでいた。

　落ち込まずにはいられなかった。

　このようなドジは彼女にとって日課みたいなものだが、好きな人の前で醜しゆう態たいをさらすのはやはりショックが大きい。しかも二日続けての大失態である。この調子だと真山に告白する頃ころには、ＫＯ寸前のボクサーみたいにズタボロになっているかもしれない。

「はあっ……」

　鏡の前で、天翔はため息をこぼした。

　一言挨拶するだけでこんな緊張していて、想いを伝えることなどできるのだろうか？

　自分の恋愛さえままならないのに、《愛の真理》など見つけられるのだろうか？

　人生最大の難問を前に、彼女は途と方ほうに暮れた。

（愛の真理、か……）

　こちらも厄やつ介かいな問題だった。

　愛とは何か？

　その解答こたえを見つけなければならないのだ。遊斗に約束した以上、自分の恋愛ばかりにかまけてはいられない。彼女が解答こたえを見つけない限り、下界に堕ちた堕天使達は天国に帰ることができないのである。いまいち現実感に欠ける話だが、責任は重大だった。が──

　愛とは何か？

　あまりにも曖あい昧まいすぎる問いだった。あまりにも壮そう大だいすぎる問いだった。もし本当に解答こたえが存在するのなら、天翔が教えてほしいぐらいである。天地万物の真理を求めるなど、雲を掴つかむような話である。なのに天使達は、そんな宇宙的な解答こたえを自分に求めているのだ。

　真理を見つけるために何をしたらいいのか、何をすべきなのか、見当もつかない。

　というか、なぜ自分が《解答者》に選ばれたのか、全く理解できない。

（あーっ、もう！　ワケ分かんないよ！）

　天翔は自分の頭をぽかぽかと叩き、それから「うっ」と頭を抱えた。

　ちょっと強く叩きすぎてしまった。

　やれやれ。なぜ自分はこんなにドジなのか。時々、悲しくなってしまう。

（でも真山くんに心配されちゃった。ちょっと幸せ♪）

　鏡に向かって、天翔はウフッと笑った。

　基本的に楽天家の彼女だった。




　　　　＊




　このように美雪の恋愛オンチを心配する天翔自身も、実は自分が姉と五十歩百歩どころか五十歩五十一歩に過ぎないことにはまるで気づいていなかった。それは彼女が生きつ粋すいの天然系だからであり、数の数え間違えさえ日常茶飯事のお馬ば鹿かな少女だったからである。

　そんなわけで姉の前では恋愛マスターを気取る天翔も、実際には未だ男の子と付き合ったこともなければ手を握にぎったこともない完全無欠の恋愛初心者だったのである。

　天翔の恋愛に関する知識は、書物から仕入れたものばかり。

　そんな彼女の聖書バイブルが、マルガリータ良よし子こ著の『乙女おとめの恋愛ドキュン術』だった。

（気をつけろ、純な男ほど遊び人……か。男の人って、そうなの？）

　古典の授業中、天翔はこっそりと恋愛教本を読んでいた。

（でも真山くんは違うよね。彼が遊び人なんてあり得ないし）

　教きよう壇だんでは吉よし崎ざき教きよう諭ゆが、得体の知れない言語で授業を行っていた。最初の十分間は耳を傾かたむけていたのだが、聞いてもさっぱり理解できなかったので聞くだけ無む駄だと諦あきらめたのである。

　彼女はページをめくり、胸中で文章を読み上げた。

（人間関係は、物理的な距きよ離りに影えい響きようされる。近づけ。もっと近づけ）

　なるほど。もっともな理り屈くつである。

（でもその近づき方を知りたいのよね、あたしは）

　真山に近づこうとして、二日続けて恥はじをかいてしまったのだ。これ以上ヘマをしたら、本当に変な女の子と思われてしまう。彼と仲良くなれるいい方法はないだろうか──

　と次のページをめくった時、ある一文が彼女の目を惹ひいた。

（男を知り、己おのれを知れば、百ひやく恋れん危うからず？）

　恋愛対象のことを知り、自分のことを知れば百回恋をしても破れることはないという。

　そうだ！　あれこれアクションを起こす前に、まず真山のことをもっと知らなければ。

（真山くんのこと……真山くんのこと……）

　がっくりと、天翔は頭を抱えた。

（あたし、彼のこと何も知らないんだ……）

　三年前から真山に恋しているが、中学時代は全く接点がなかったので彼のことを知る機会が皆かい無むだったのである。おまけに現在のクラスで藤ふじ沢さわ中学の出身者は自分と真山しかおらず、そうなるとクラスメートで真山のことを知る者は一人もいないのだった。

（もう、全然ダメじゃない！　どうすればいいのよう！）

　あうううう、と天翔は頭を抱えた。

　その時──ある名案が閃ひらめいた。

　真山のことを調べる、たった一つの冴えたやり方。

（そうよ！　この方法があるじゃない！）

　最高の天てん啓けいを得た瞬しゆん間かん、いきなり名前を呼ばれた。

　はっとして顔を上げると、クラスメートが自分を見つめていた。ついでに教壇の吉崎も。

　静せい寂じやくに包まれる教室。室内にいる全員が、こちらを見て何かを待っている。

「え？　え？」

　何事かと思い、天翔は背後を振ふり返かえった。

　頬杖をついた遊斗が、シャーペンを弄もてあそびながら教えてくれた。

「当てられたんだよ、お前。ラ行変格活用の動詞」

「……答えは？」

「あり、をり、侍はべり、いまそがり」

「は、はい！」

　慌あわてて起立すると、天翔は正面を向いて答えた。

「あ、アリより食べるぞ稲いな穂ほ狩がり」

　後ろで遊斗がズッこけた。




「お前さ、何か事情があってアホの振りをしてるのか？　それとも純じゆん粋すいにアホなのか？」

「うるさいわね。あれはちょっとした勘かん違ちがいなの」

　放課後、天翔と遊斗は学校近くの喫きつ茶さ店てんにいた。

　そこは『風恋人フレンド』という洒落しやれた看板を掲かかげていたものの、視覚的には全く洒落ていない店だった。胡う散さん臭くささを三次元化したような、洒落にならないほど胡散臭い店だった。

　テーブルには遊斗だけでなく、美雪と加奈も一いつ緒しよである。

「天ちゃん、授業中はちゃんと先生の話を聞かなきゃダメよ」

「はぁい。ごめんなさい」

　姉に注意され、天翔は唇くちびるを尖とがらせた。

「ちょっと考え事してただけだもん」

「考え事？」

「うん。実はそのことでユートにお願いがあるの」

　彼女は両手を合わせ、頼たのみ込んでみた。

「《日記帳》を見せて」

「なんで？　何する気だ？」

「敵を知り、己を知れば、百戦危うからずってやつよ」

「昨日襲おそってきた奴やつのことを調べるのか？」

　遊斗は醒さめた表情で、ソファーに背中を預けた。

「《日記帳》の自動筆記オートライトが行われるのは、二秒から十年以内。けど現在進行形の出来事は、滅めつ多たに記録されないんだ。俺も調べてみたが、昨日のことは何も書かれてなかったぞ」

「その件はユートに任せるよ。あたしは《愛の真理》について調べたいの」

「なるほど」冷れい淡たんな声で、「真山のことか」

「うっ」

「なんでそんなくだらんことのために」

「あたしと真山くんがうまくいったら、《真理》を知る手て掛がかりになるかもしれないじゃない。だからちょっとぐらい協力してよ。ね？」

「…………」

　遊斗はやれやれと《日記帳》を取り出した。

「言っとくが、あまり役に立たねえぞ。これ」

「なんで？　全宇宙のことが全すべて書かれてるんでしょ？」

「ところが、本当に知りたいことは教えてくれないんだよなあ」

　赤い書物を差し出しながら、

「この宇宙は複雑だから、宇宙で起きた真実を文字で正確に描びよう写しやできないらしいんだ。しかも《日記帳》は穿うがった物の見方をして、独特の解かい釈しやくで記録することがあるからな。意味不明な時があるんだよ。実際、俺達を馬鹿にしてるような文章と遭そう遇ぐうすることもあるし」

「ふうん。よく分かんない話ね」

　ぞんざいに応えながら、天翔は表紙を開いた。

　今はそんなことより、想い人の情報を一刻も早く調べたかったのだ。

　心の中で（真山くん……）と念じ、甘い胸の高鳴りを抑おさえて待つ。

　ページがめくれ、やがて真山憲治の項こう目もくに辿たどり着つく。

　そこには、こう書かれていた──『織咲天翔の想い人』

「ちょっと！」

　怒いかりと羞しゆう恥ち心しんで、彼女は真っ赤になった。

「なんであたしが好きだってこと全宇宙に公表するのよ!?　ひどいじゃない！」

「俺が書いたんじゃねえよ。《日記帳》が自動筆記オートライトするんだ」

「消してよ！　恥はずかしいから早く消してよ！」

「できねえよ。鉛えん筆ぴつで書いて消しゴムで消すのとは違ちがうんだぞ」

「なんでよ!?　加奈ちゃん、何とかして！」

　黙もく々もくとシュークリームを食べていた加奈が、振り向いてくる。

　彼女は無む垢くな笑みを広げ、カウンターのテレビを指差した。

「箱の中の小人さん、面白い」

「それよりこの文章消してよ！　あたしのプライバシーが侵しん害がいされたのよ！」

「加奈にも《日記帳》は書かき換かえられないよ。それより小さい人。小人さん」

「あのな、愛里。あれは小人が入ってるわけじゃねえんだぞ」

「嘘うそつき。小人さんが入ってるもん。ほら」

「あれはテレビと言って、遠くにいる人間を小さく映す装置なんだ」

「加奈のこと赤ちゃんと思って騙だまそうとしてる。でも騙されないもん」

「お前、赤あかん坊ぼうのくせに素直じゃねえな。いいか、テレビってのは──」

　と、遊斗は加奈にテレビの構造を解説し始める。

　天翔は恨うらめしげに二人を睨にらんだ。全く頼たよりにならない連中である。まあ《日記帳》を持っているのは天使だけなので、実際そんな気にすることもないのだろうが。

　と、美雪が不安そうに覗のぞき込んできた。

「天ちゃん、これに私のことも載のってるの？」

「多分ね。調べてみる？」

　美雪は頷うなずいた。自分もプライバシーが侵害されてないか、気になったようだ。

　天翔は姉の存在を頭にイメージした。ページが自動的に繰くられていき──

　織咲美雪の項目には、簡潔な文章で次のように記されていた。

『《解答者》の姉。容姿、スタイル、性格、あらゆる点で姉の圧勝』

「……なんか、すごく失礼なんだけど」

　天翔は呻うめいた。美雪が気まずそうな顔をした。

「ええっと、天ちゃんはどう書いてたの？」

「確か《最終解答者》って書いてたような」

　彼女は昨日見た自分のページを再び開いてみた。すると──

　いつの間に内容が更こう新しんされたのか、文章が書き足されていた。

『《最終解答者》。容姿、スタイル、性格、あらゆる点で姉の圧勝』

「馬ば鹿かにしてる！　絶対あたしを馬鹿にしてる！」

　天翔は「えーん」と姉に泣きついた。

「お姉ちゃん！　この本があたしをイジメるぅ！」

「う、うん……」

　困った表情で、優しく抱だき留とめてくれる美雪。

　ボンッ！

　と店内で爆ばく発はつが起きたのは、その時だった。

　ギョッとして顔を上げると、カウンターのテレビが真っ二つに裂さけて黒こく煙えんを上げていた。そして加奈と遊斗が、検死解かい剖ぼうでもするように壊こわれたブラウン管を覗き込んでいる。

「あれ？　誰だれもいない……」

「だから言ったろ。中に小人が入ってるわけじゃねえんだよ」

（な、な、な──!?）

　顔を引きつらせ、天翔は絶句した──何やってんの、この人達!?

　騒さわぎを聞きつけた店主マスターが、店の奥から飛び出してきた。

「あっ、このガキども！」

　彼は店内の惨さん状じように気づくと、怒ど声せいを発して天翔に掴つかみかかってきた。

　が、その行こう為いは目的を果たさなかった。

　遊斗がぶん殴なぐって彼を気絶させたのだ。豪ごう快かいに吹ふっ飛とんだ店主マスターが、派手に鼻血を撒まき散ちらしながら、机や椅い子すを薙なぎ倒たおして床ゆかに倒れ込む。物もの凄すごい音が店内に鳴なり響ひびいた。

「悪い悪い。天翔に襲い掛かかるから、原理主義者の殺し屋かと思ったよ」

　頭を掻かいて、遊斗は失神する店主マスターに謝罪する。

　が、謝って済む次元ではない。店の中は壊かい滅めつ的状じよう況きようで、天翔は思わず頭を抱かかえた。昨日は空の上で散々振り回され、今日は喫茶店で破は壊かい行こう為い。《解答者》になったばかりに、ゆっくりコーヒーを飲むこともできない。どうすんのよ、これ──と彼女は眩暈めまいを覚えた。

　だが人の気も知らず、遊斗はのんびりと振り向いてくる。

「明日あしたから実力テストだし、そろそろ帰らないか？」

　テストがあろうとなかろうと、長居は無用だった。

　天翔達は鞄かばんを取ると、猛もうダッシュで店を飛び出した。




　後日、後方支援バツクアツプの守護天使達が店主マスターの記き憶おくを操作して事態を丸く収めたという。

　そんなことするぐらいなら、テレビを修理してあげればよかったのに──

　と思った常識人は、織咲美雪だけだった。




　　　　＊




　人類が文明を興して数千年──人間の姿で幾いく度ども彼らの生活に溶とけ込んできた遊斗は、他の堕だ天てん使しよりも人間社会を知ち悉しつしているつもりだった。

　しかし幾いく多たの世界を放ほう浪ろうしていた三百年の間に地球世界は劇的な変化を迎むかえ、彼が所有する知識の多くは使い物にならなくなっていた。それでも下界暮らしは長いので、ある程度は自然に振ふる舞まえていると思うが──ひよこ天使の愛里加奈と比べれば、遥はるかに。

　ただ初めての学園生活で困こん惑わくすることも少なくなかった。

　入学式から十日が経たち、実力テストが終わった翌日の昼休み。

　屋上で味み噌そメロンパンを食べていた遊斗は、眉まゆをひそめた。

「それって、そんなに重要なことか？」

「もちろんよ。《愛の真理》に関わる重大事と言っても過言じゃないわね」

　細い腰こしに両手を添そえ、天翔はなぜか自じ慢まんげに胸を張った。

　遊斗は朝のＨＲで担任の宮みや部べが言ったことを思い返した。

「席せき替がえするだけだろ？」

「甘いスイート！　甘スイートすぎるわよ、ユート！」

　少女はチッチッと人差し指を左右に振ふる。

「その昔、ある偉い人じんがこんな名言を残したんだけど、聞きたい？」

「席替えごときにどんな名言があるか、気にはなるな」

「では教えてあげましょう──〝されど席替え、たかが席替え〟」

「…………」

　霞かすんだ春空を、遊斗はぼんやりと見上げた。訊きく。

「ホントは逆のこと言いたかったんだろ」

「……うん。言う順番間ま違ちがえちゃった」

「どっちにしろ席替えの重要性は伝わってこないぞ」

　石段に腰を下ろしたまま、隣となりで膝ひざを抱える加奈に尋たずねる。

「お前、分かるか？」

　ツインテールの少女は、ぷるぷると首を振った。

「だよな」

「分かったわよ。ちゃんと説明してあげる」

　天翔は、やれやれお馬鹿さん、とでも言いたげに吐と息いきした。

「いい？　人間関係ってのは、物理的な距きよ離りに影えい響きようされるの──これはあたしが参考にしてる恋れん愛あい本に書いてたことなんだけどね。席が近いと会話する機会も増えるでしょ。それだけ仲良くなるチャンスも増えるから席替えが大事と言ってるわけ。お分かり？」

「ああ。よく分かったよ」

「……ホントかしら？」

「要するに、こういうことだろ」

　遊斗は薄うす目めで言った。

「〝真山くんの隣になりたい〟」

「んぐっ……何のことやら……」

「それだけ動どう揺ようしといて、まだ誤ご魔ま化かそうとする根性がすげえよ」

「悪い!?　あたしはこの席替えを楽しみに今日まで生きてきたんだから！」

「薄うすっぺらい人生だな、おい」

　どうりで朝からソワソワしてたわけだ、と遊斗は納得した。

「それで、俺達にどうしろってんだ？」

「だからね、つまり、席替えはクジ引きでしょ？」

　可愛くもじもじしながら、天翔は頬ほおを朱しゆに染める。

「天使の力で、真山くんの隣になれるようクジを操作してほしいの」

「できるか、んなもん」

「あっさり言わなくても！」

「あっさり言おうが濃のう厚こうに言おうが、できねえもんはできねえんだよ」

「《愛の真理》が知りたいんでしょ!?　ならあたしの恋愛成就に協力してよ！」

「俺は愛のキューピットじゃねえ。それにクジを操作するなんてできねえよ」

「もう、なんでよう！　加奈ちゃんはできる？」

「できるよ」

　これまたあっさりと加奈が言ったので、遊斗は驚おどろいた。

「できるって、どうすんだ？」

「事象の蓋がい然ぜん性を操作するの」

　舌足らずな口調で、加奈。

　途と端たん、天翔が驚きよう愕がくの表情を浮うかべた。

「師し匠しようの甲か斐い先生を捜そう査さする!?　なに言ってんの、加奈ちゃん!?」

「おめえが、なに言ってんだよ」

　無意味に動揺する少女に、遊斗は白眼を向けた。

「蓋然性だ、蓋然性。物事が起こる可能性、確率のこと。甲斐先生って誰だよ？」

「あたしが師と仰あおぐ中学時代の担任。パチンコ好きの」

「誰もそんなの聞いてねえっつーの」

「いま聞いたじゃない、甲斐先生って誰か！　ねえ加奈ちゃん、聞いたよね？」

「そうじゃなくて、パチンコ好きとかそんな情報どうでもいいだろ」

「ちっともよくない！　甲斐先生は三度のメシよりパチンコ好きなんだから！」

「さっさと餓が死ししろ、そんな奴やつ」

「あたしの受験を心から応おう援えんしてくれた先生に、なんてこと言うのよ！」

　目くじらを立て、天翔が噛かみついてくる。

「先生は立派な人なんだから！　パチンコ好きでもいいじゃない！　パチンコ好きじゃなかったらもっといいけど、だからって甲斐先生の評価が落ちるなんてことないもん！」

「……分かった。分かったよ」

　徐じよ々じよに相手をするのが辛つらくなってきて、遊斗は眉み間けんを押さえた。なぜ見知らぬおっさんのことで説教されにゃならんのか。苛いら立だちに似た感情に苛さいなまれつつ、彼は話を戻もどした。

「要するに愛里、お前は確率を自在に変動できるのか？」

「うん。蓋然性が変動不可能値、ゼロじゃなかったら」

「それって確変？　やっぱパチンコじゃない！」

　天翔が、ほれ見なさい、という顔をする。

　何を見たらいいのかさっぱり分からなかったので、遊斗はきっぱりと無視した。

「じゃあ、投げたコインを百回続けて表にすることも？」

「チョー簡単」

「やってみろよ」

　遊斗はポケットから百円玉を取り出した。

　加奈が円つぶらな瞳ひとみで見つめてきた。

「できたら、赤ちゃんって馬鹿にしない？」

「できればな」

　すると加奈は、くわえていた人差し指を口から外して「えいっ」と叫さけんだ。

　途端、彼女の髪かみが蒼あおく変化した。全身から至高性の神気を放ち、天使形態アストラル・フエイズへと移行していく。瞳は堕天使を示す紅色に染まり、背中からは白い小さな翼つばさが現れる──

「あはっ。可愛い翼だね」

　愛らしい加奈の天使姿に、天翔の頬が緩ゆるんだ。

「まだ赤あかん坊ぼうだからだ」

　遊斗が皮肉ると、幼い堕天使はむくれた。

「いくよ。確率変動、一〇〇％に誘ゆう導どう」

　加奈が人差し指で軽く硬こう貨かに触ふれると、輝かがやく数式が一いつ瞬しゆんだけ虚こ空くうに煌きらめいた。

　これは人間に知られていない事実だが、天使は数字を使って様々な現象を起こす──いや、正確には数すう辞じを使って。数辞とは超ちよう自然エネルギーを有した数的概がい念ねんのことで、術者の理想を世界に投とう影えいする一種の媒ばい質しつである。要するに魔ま術じゆつを起こす魔ま力りよくのようなものだ。

　そして魔力である数辞を魔術化するのが、方程式や関数など世界の枠わく組ぐみを決定する特とく殊しゆ数式である。この数式には《不可能性可能限界実行率変分数式》という難解な名めい称しようがあるものの、一いつ般ぱんには《無茶すんなよ数式》という愛あい称しようで親しまれていた。

「はい。これで百回までは全部表になるよ」

「ホントかよ」

　遊斗は親指で百円玉を真上に弾はじき、手の甲こうで受け止めた。表が出た。もう一度やってみる。今度も表だった。五回、六回、七回と試してみるが、全すべて表側が上になった。

「すごい！　すごいじゃない、加奈ちゃん！」

　やったー、と天翔が歓かん声せいを上げた。

「これで真山くんの隣をゲットだよ！」

「ダメ。そんなことするの、いくない」

「なんでっ!?」

　天翔は加奈に掴つかみかかると、がくがくと身体からだを揺ゆさぶった。

「いいじゃない！　《真理》が知りたいんでしょ!?　知りたくないの!?」

「あのな、天翔。そういう問題じゃねえんだよ」

　十回連続で表が出て、遊斗は顔をしかめた。

「前にも言ったと思うが、人間の姿をしてる時は天使の力が使えないんだ」

「だから何よ？」

「教室で変身するのか？」

「──あ」




　その後、アホ馬ば鹿か無能で役立たずのダメ天使と罵ののしられ、知るかボケカスチビのサル人間と言い返しているうちに六時間目のＨＲになって席替えが行われた。

　席替え用のクジを作ったのは、先日のクラス会議で学級委員に選ばれた機き本もと隆たか之ゆきと水みず野の早苗さなえで、二人はクジ箱を持って生徒一人一人に紙片のクジを引かせていった。

　遊斗は生まれて初めての席替えにわくわくしながらクジ箱に手を突つっ込こんだが、天翔は神か何かに一いつ生しよう懸けん命めい祈いのった後、たっぷり時間をかけて慎しん重ちようにクジを選んでいた。その様子があまりに健気だったので、遊斗は少しだけ彼女を可愛いと思った──少しだけ、だが。

　遊斗の新しい席は、グラウンド側から二列目の最さい後こう尾びだった。

　加奈の席は、まるで図ったかのように教室のど真ん中である。

　そして天翔はというと……

　彼女は遊斗の隣だった。つまり窓際の列の最後尾。

　少女は結けつ婚こん詐さ欺ぎに遭あった結婚詐欺師のような顔で、どんよりと沈しずみ込んでいた。

「どうしたんだ、おい？」

　尋ねると、天翔は無言のまま、震ふるえる指で教室の一点を指差した。

　そこには真山の姿があった。教室の正反対──廊ろう下か側の列の先頭。二人の席は対角線の端はしと端で、つまり天翔から最も離はなれた場所だった。わざとでもできない位置関係である。

「マクスエルもびっくりのクジ運のなさだな」

「……なの？」

「あん？」

「次の席替え、いつなの？」

「今やったとこじゃねえか」

「もうっ！　どーしてこうなっちゃうの！」

　天翔は両手で机を叩たたきながら、じたばたと足をばたつかせた。

　遊斗は自分の机を彼女から離し、赤の他人を装った。同類と思われたくなかったのだ。

　やがて少女は憂ゆう鬱うつそうに嘆たん息そくすると、《愛の真理》が遠いとか、あたしの青春がどうとかと小声で嘆なげき出した。おまけに葬そう式しき会場のような、どす暗いオーラを放射し始める。

　いい加減迷めい惑わくだ、と怒ど鳴なろうとした時──声がした。

「わたしの席は……ここか」

　髪をポニーテールにしたスポーティーな少女が、天翔の前にどかりと座った。

「織咲さんだろ。わたし、夏なつ沢ざわ舞まい。よろしくな」

「……あ、うん。初めまして」

「どうした？　なんかヘコんでるみたいだけど」

「別に。なんでもないの。気にしないで」

　天翔は引きつった笑顔で、ぱたぱたと手を振ふった。

　蓮はすっ葉ぱな態度で、舞がこちらに視線を転じてくる。

「来海くん、だっけ？」

「え？　ああ」

「君ら、付き合ってんの？」

「ぶっ！」

　遊斗は肩かたをこかし、天翔は窓に頭を打ちつけた。

「どうしてそうなるのよ!?」

「いや、仲良さそうだから。違ちがった？」

「大違いよ！　だってあたしには──」

「他に好きな男がいる」

　遊斗が後を継つぐと、天翔は耳たぶまで赤くなった。

　舞は意外そうな顔をする。

「そうなの？　誰だれ？」

「二、三日観察してりゃ、分かると思うぜ」

「じゃあ、このクラスにいるんだ。へー」

「もう！　なんでそんなこと言うのよ!?」

　天翔は朱に染まった頬を、ぷうっと膨ふくらませた。

「ユートって、ノーデリカシャーよ！」

「何だよ、それ？」

「デリカシーがない人のこと！」

　目を剥むいて、怒鳴ってくる。だが横から舞の追つい及きゆうを受け、彼女はタジタジになった。

　最近の小こ娘むすめは騒そう々ぞうしいな、と遊斗は思った。彼の記き憶おくによると、東洋の娘は奥ゆかしく気品のある生き物だったはずだが。この三百年の間に、どんな悲劇があったのだろう？

　周囲の雑音に少々うんざりしながら、遊斗は目の前の空席を見やった。

「この席の奴、今日は休みか？」

「いや、そこは留学生の席だよ」

　天翔とじゃれていた舞が、答えてきた。

「ほら。うちの学校って、マルセイユ高校と姉妹校提てい携けいを結んでるだろ。そことの交こう換かん留学生らしいよ。手続きが手間取ったとかで、入学式には間に合わなかったんだとさ」

「へえ、どんな人が来るんだろ。楽しみだね！」

　声を弾はずませた天翔が、怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「ところで、マルセイユってアメリカの何県？」

「フランスだよ。それに県って何だよ？」

　舞が半眼で指し摘てきする。だが天翔は気にせず、

「おフランスかあ。きっとボジョレー・ヌーヴォーだね」

「お前、ボジョレー・ヌーヴォーが何か分かってねえだろ」

「ええっと、フランスの大統領？」

「フランスパンでぶん殴なぐるぞ」

「あ。フランスパンの種類ね」

「違うっつーの」

「…………」

　二人のちぐはぐな会話を聞きながら、遊斗は思った──

　こんな馬鹿がホントに《解答者》なのか？　と。

　窓の外で、四月の空が蒼々と輝いていた。
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　愛とは何か、人生とは何か、そして男がおっぱい好きな理由とは何なのか──

　人は生きる限り様々な悩なやみに直面し、人生に思い悩むと食事も喉のどを通らなくなってしまうが、大たい抵ていの人は餓が死しする危険を避さけるためあまり深く考えずに生きている。中には食を絶って悟さとりを開こうとする者もいるが、真理の探求に付き纏まとう危険は常に予測不可能だ。

　実際、人生に悩み過ぎて悲劇に見み舞まわれる種族も少なくない。

　例えばモモン世界に暮らすダイカイ人は、愛と人生とおっぱいの真理に悩むあまり全種族が豊胸手術を行い、この世界では全病院の七割を美容外科が占しめる異常事態に陥おちいった。他の診しん療りよう科かは軒のき並なみ美容外科に取って代わられ、数少ない内科の待合室は常に巨きよ乳にゆう患かん者じやでごった返すという有様だった。おまけに街にはおっぱいビルにおっぱい広告、おっぱい自動車が溢あふれ、まさにおっぱいがいっぱいという状じよう況きようと化した。これは《おっぱいエントロピー増大の法則》と呼ばれる現象で、やがておっぱいに取とり憑つかれたダイカイ人は日々おっぱいに悶もん々もんとするあまりそのストレスから胃い潰かい瘍ようを発はつ症しようし、やがて内科で治ち療りようを受けられなくなった彼らは、最終的には胃い癌がんで死し滅めつするという悲劇的結末を迎むかえたのである。

　種を絶ぜつ滅めつさせるのは、戦争や巨きよ大だい隕いん石せきや殺人ウイルスばかりではない。

　おっぱいだけでなく、お尻しりも愛めでよ──と《神々の日記帳ヘブンズ・ダイアリー》は忠告している。

　余談だがこの一部始終を見守っていた堕天使リファエルは、「胃の中の潰瘍、ダイカイを死なす」と冗じよう談だんめいたのだが、この発言が地球世界に伝でん播ぱして「井いの中なかの蛙かわず、大海を知らず」という諺ことわざを生んだ。天地万物は複雑に絡からみ合っているため、一見無意味に思える出来事も別世界に思わぬ影えい響きようを与あたえることがあると《日記帳》は述べている。

　また《日記帳》は、こうも述べている。

「君の愚おろかな言動は、君が思っている以上に人様に迷惑をかけている。慎つつしみたまえ」




　愚かな言動を繰くり返かえし、数多あまたの人々に甚じん大だいな迷惑を与えてきた堕だ天てん使しと言えば、アスモデウス・ユトエルはその代表格と言えるだろう。それは今回も同様で、彼のある行動が一部の堕天使を大いに立腹させた。それは〝協定〟に違い反はんする許し難い行こう為いだったのだ。

　ただ彼らが激げき怒どした最大の理由は、自分達がこれほど怒おこっているのに当人は朝七時に深ふか美み市の洋館で安あん穏のんと目覚め、ご飯と味み噌そ汁しると焼魚の和風な朝食を優ゆう雅がに平らげ、可愛いメイド娘をからかった後、悠ゆう々ゆうと鼻歌交じりに登校するという羨うらやましい日々を送っていたからである。そのため一部の堕天使は、涙なみだ目で主張した──俺にも守護天使をやらせろ！

　そんな同族の憤ふん慨がいを遊ゆう斗とが知ったのは、その朝の通学路でのことだ。

「ユトエル、神しん従じゆう派はにおかしな動きがあるぞ」

　突とつ然ぜん頭上から声を掛かけられ、彼は立ち止まった。

　見上げると、民家の塀へいに小さな黒くろ猫ねこがいた。

「…………」

　きっかり三秒間立ち止まり、遊斗は歩き出した。

「俺の知り合いに猫はいねえ」

「僕だよ！　アザゼルだ！」

「知らんな」

「君って、ホント男の名前を覚えない奴やつだな」

　うんざりしたした調子で、黒猫はついて来る。

「荒こう野やの堕天使。監視団グリゴリの長おさ。神議大戦で第一旗手を務めた堕天使長イブリースだよ。ルシファーに頼たのまれて君の身分証を作ったり、学校の手続きしたり、いろいろ用意してやったんだぞ。住む屋や敷しきや、可愛い召めし使つかいや、バナナ込みで一日五百円分のおやつもな」

「俺思うんだが、バナナっておやつじゃないだろ。アレどう考えても果物くだものだし」

「この国では、遠足の時にバナナはおやつに入るかどうかの議論があってだな──」

「議論の余地なく果物だろ」

「そうなんだが、バナナはおやつに入るってルールなんだから仕方ないだろ」

「じゃあミカンは？」

「ミカンは果物だよ！」

「バナナはおやつでミカンは果物って、なんだお前、バナナ差別か？」

「バナナなんてどうでもいいんだよ！　本気で僕のこと忘れたのか？」

「思い出したよ。女に惚ほれて天国を捨てたアホだ」

「……そのセリフ、君にだけは言われたくなかったぞ」

　塀の上で、黒猫は薄うす目めを作った。

　アザゼルと言えば、かつて二百人の天使を率いて地上に降りた強力な座天使である。その使命は、脆ぜい弱じやくな人間を様々な災さい厄やくから守護すること。正義感が強く、生き真ま面じ目めな彼には打ってつけの任務だった。ところがある日、人間の少女と恋こいに落ちて堕天したのである。

　アザゼルに女遊びを教えたのは自分だった記憶が遊斗にはあるが、昔のことなのでよく覚えていない。まあ天国を捨てるほど誰かを愛せたら、それは幸せなことではないか。

「で、なんで猫なんだ？」

「便利だからさ。僕は堕天使の各派は閥ばつの調整役として、この世界で暮らしてるからね。猫の姿だと人間を驚おどろかせることもないし、誰かさんと違って神従派を刺し激げきすることもない」

「神従派って何だっけ？」

「本気で言ってるのか？」

　黒猫はあからさまに呆あきれ顔がおをした。

「あの愛あい里ざとって娘こが属する派閥だぞ。例の《大堕天》を神の試練と考える一派だよ。ミカエルを筆頭に規律を重んじる敬けい虔けんな集団で、僕ら自由主義派と戦争した相手じゃないか」

「ああ、あの口うるさい連中か。奴らがどうしたって？」

「怒いかり心しん頭とうだよ。君が協定違反を犯したとかで」

「もしやバナナの食いすぎか？」

「例の協定だよ。ルシファーから聞いたろ？」

「覚えてねえよ、男の言ったことなんて」

「次から重要事じ項こうは女に伝えさせるよ」

　やれやれ、と黒猫はため息を吐ついた。

「あのなユトエル、君に言っときたいことがある」

「なんだ？」

「人間も天使も群居生物だ。集団を組んで生きている。例えば今、君はこの世界で何不自由なく暮らしているが、それは君が何不自由なく暮らせるよう陰かげで努力してる奴がいるからだ。考えてもみなよ。働かずに金が増えるか？　狩かりをせずに獲え物ものが食えるか？　君の何不自由ない生活の下で、君の何不自由ない生活を支えてる連中がいるんだから、何不自由ない生活を送る君は人生における集団性ってものをもっと認識すべきだと思うぞ」

「久々にお前の説教聞くと、胃が痛くなってきたぜ」

　げんなりしながら、遊斗は腹部を押さえた。

「で、結局何が言いたいんだ？」

「集団で暮らす以上、みんなが決めたルールには従えってことさ」

「バナナはおやつだと決めた奴がいるから、黙だまって従えってことだな？」

「お前、さっきからバナナバナナってうるさいぞ！」

「怒るなよ。先にバナナの話を始めたのは、お前だろ」

「わざとだな？　僕をからかって楽しんでるんだな？」

　毛と尻尾しつぽを逆立てて、アザゼルが睨にらんでくる。

　遊斗は爽さわやかにその眼光を受け止めた。

「怒るなって。今度可愛い娘こ──じゃなくて、メス猫を紹しよう介かいしてやるからさ」

「君のそういう人を馬ば鹿かにした態度が、神従派の連中を怒らせるんだ」

　黒猫は不ふ貞て腐くされて、そっぽを向いた。

「とにかく、奴らブチ切れてるぞ。心当たりはないか？」

「さあな」

　遊斗は、自転車に乗った女子高生がスカートをひらひらさせるのを目で追った。

「ま、連中のことはほっとけよ。それより天てん翔かを襲おそった奴は見つけたのか？」

「それが難航してる。最初の襲しゆう撃げき以降、何の動きもないしね」

「人間界にいる堕天使を統とう括かつするのが、お前ら監視団グリゴリの仕事だろ」

「そうは言うけど、天国や各派閥との利害を調整したり、人間界で馬鹿をやる堕天使を取り締しまったり、最近は《解答者》の警護もあって手が回らないほど忙いそがしいんだ」

「なるほど。猫の手も借りたいわけだ」

「もうお前とは話したくない」

　完全に機き嫌げんを損ねたようで、黒猫は近くの桜の枝にぴょんと飛び移った。

「一応忠告しといてやるが、神従派の連中には用心しろよ。君にちょっかい出す馬鹿はいないと思うけど、何かあると僕の仕事が増えるんでね。奴らが怒ってる時には近づくな」

「あいつら、大体いつも怒ってるぞ」

「だったら奴らには近づくな」

　アザゼルは不機嫌に言った。

「あと、ルールはちゃんと守れよ」

「おやつはバナナ込みで五百円だな？」

「いい加減にしろよ、お前」




　　　　＊




　アザゼルと別れた後、遊斗はのんびりした足取りで校門をくぐった。

　歩きながらこの一か月の行動を振ふり返ってみたものの、何が神従派を刺激したのか皆かい目もく見当がつかなかった。むしろ驚くほど清せい廉れんな生活に心臓が止まるほど驚いた。そして心臓が止まりそうになって驚いた。色しき欲よくの堕天使としては零れい点てんだが、天使としては百点満点の純情ライフだ。だから廉れん潔けつな神従派を激怒させた原因には、まるで思い至らなかった。

　現在、遊斗は高校生活を大いに楽しんでいた。深美学園高校には可愛い女の子が大勢いるし、授業も結構面白い。彼にしてみれば、この学園生活を誰だれにも邪じや魔まされたくなかったのである。だから下界にいる堕天使達を刺激しないよう注意してきたつもりだったのだが。

（どうせつまんないことで怒ってんだろうけど。石頭の連中だから）

　気にすることもないかと思い、遊斗は南館の階段を上っていった。

　四階に着くと、加か奈なが廊ろう下かに座り込んで《日記帳》を読んでいた。

「何してんだ、こんなとこで？」

「お部屋うるさいの」

　彼女は膝ひざ立て座りのまま、あどけない顔を持ち上げた。

「おべんきょできない」

　確かにＣ組の教室が、いつになく賑にぎやかだ。

「何かあったのか？」

「知らない」

　すげない態度で、加奈は再びページに目を落とす。

　そういやアザゼルは、彼女も神従派の一員と言ってたか。

「お前、もしかして怒ってる？」

「ぬ？　加奈ちっとも怒ってないよ」

「そうか」

「うん」

「なに読んでんだ？」

　ページを覗のぞいてみると、『ビッグバン』に関する記述があった。

「ビッグバンは宇宙の始まり。大爆ばく発はつ。ぼかーん？」

「……ああ、そうだな」

　遊斗は神従派の動きを加奈に聞くべきか、聞かざるべきか、聞いたところで意味のある答えが返ってくるだろうか、そもそもこの赤あかん坊ぼうが知っていることなどあるだろうか、聞くだけ無む駄だか、聞いても意味ないか、でも聞いて損はないだろうと思い聞くことにした。

「なあ愛里、ちょっと聞きたいんだが」

「なあに？」

「最近、お前の友達とか仲間の間で変わったことなかったか？　誰かが誰かに対して怒おこってるとか、お仕置きしてやるとか、もしそういうのを知ってたら教えてほしいんだが」

「うん。知ってるよ」

　自分に答えられる質問で嬉うれしかったのか、加奈がにこっと笑った。

「くるみんびりっで、みかりんぷりぷり、がぶがぶ行けっでぴゅーんと来たよ」

「……え？　あ、そう……」

　空くう虚きよな面持ちで、遊斗は窓から外を見上げた。

　空は青かった。四歳児の青っ洟ぱなみたいに青かった。彼は脳内で今の暗号を意味のある情報に変へん換かんしようとしたが、無駄な努力だった。何のことやらさっぱり分からない。分かったのは、この幼い天使と有効な会話を成立させるのは容易ではないということだった。

「まあいいや。ありがとよ」

　頭を掻かきながら、教室に入ろうとして──

「あ、そうだ。愛里」

　遊斗は足を止めて振り返った。

「その本、人前で読まない方がいいぞ。お前の仲間、そういうのうるさいから」

　人生の先達として忠告してやってから、彼は教室に入った。

　天翔と会話していた舞まいが、こちらに気づいて手を挙げた。

「おはよう、来くる海み。遅おそかったじゃん」

「ああ。途と中ちゆうで知り合いに会ってな」

　席に着く。天翔が怪け訝げんそうな顔をした。

「知り合いって？」

「昔むかし馴な染じみの黒くろ猫ねこさ」

「はう？」

　少女はきょとんとするが、遊斗は無視した。

「ところで、今日何かあるのか？」

「噂うわさの留学生が来るんだって」

「ふうん……女？」

「金きん髪ぱつのすげえ美人らしいぞ。ほれ、職員室へ偵てい察さつに行った田た沢ざわ達が騒さわいでるだろ」

　舞が大はしゃぎしている三人組を目で促うながした。

　遊斗はクラスの女子の名前は全員覚えたが男子は全く覚えてなかったので、三人組のどいつが田沢なのか分からなかった。ただ一人は大おお久く保ぼだか小こ久く保ぼだかいう名前で、もう一人が森もりナントカいう名前だったので、そうか、あの茶ちや髪ぱつが田沢かと彼は納得し、すぐに田沢なんてどうでもいいことに気がついた。視線を戻もどすと、舞がにやにやしていた。

「お前も嬉しいだろ。席も目の前だし」

「俺、金髪より黒くろ髪かみの大和やまと撫子なでしこがいいな。美み雪ゆきさんみたいな」

「それは聞き捨てならないわね！」

　天翔がキッと睨み、握にぎり拳こぶしをぎゅるぎゅる回転させた。

「お姉ちゃんに変なことしたら、あたしのコークスクリューが火を吹ふくよ！」

　姉のことになると過か剰じよう反応する天翔であった。




　やがてチャイムが鳴り、担任の宮みや部べが出席簿ぼを抱かかえて現れた。

　宮部は三十代の眼鏡めがねをかけた現国の教師で、見るからに冴さえない教育者だったが、今日は一段と貧相に見えた。彼の連れてきた少女が、艶あでやかな精せい彩さいを放っていたからだ。

「わあ、金髪だよ金髪。すごい美人だね」

　静まり返る教室で、天翔が興奮して囁ささやいた。

　春かす日が百ゆ合り

　黒板にそう書いた宮部が、指先のチョークを払はらいながら言った。

「もう知ってると思うが、春日くんはフランスからの留学生だ。本名はユリ・フランソワーズ・春日、だったかな。まあ皆は春日百合という日本名で呼んでやってくれ。本来なら入学式からクラスに入る予定だったんだが、手続きが遅おくれた関係で今日から君らと勉強することになる。お父さんが日本人なので日本語は喋しやべれる──よな？　喋れるそうだが、日本に来るのは初めてなので分からないことも多いと思う。みんなでいろいろ教えてやってくれ」

「春日百合です。よろしくお願いします」

　愛想のいい笑顔で、少女はぺこりと頭を下げる。

　柔やわらかな物もの腰ごしの中に、凜りんとした気品があった。

「じゃあ春日、君の席はあそこだ」

　宮部が遊斗の前の席を指差した。

　天翔が元気よく手を挙げて、留学生を迎むかえた。

「あたし、織おり咲さき天翔。よろしくね」

「こちらこそよろしく、織咲さん」

　春日百合はにっこりと笑みを返し、着席する。

　だが背を向ける一いつ瞬しゆん、彼女の瞳ひとみに不敵な光が宿ったのを遊斗は見み逃のがさなかった。妙みように懐なつかしいものを感じた。この少女と以前、どこかで会ったことがあるような……

　記き憶おくの底で揺ゆらめくものを感じた時、宮部の声が思考を遮さえぎった。

「じゃあ出席を取るぞ。愛里加奈。石いし川かわ雄ゆう太た……」

　気の抜ぬけた声で、順番に生徒の名を呼んでいく。

　遊斗は頬ほお杖づえをついて、豊かな金髪をぼんやりと眺ながめた。




　　　　＊




《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》は、頭がイカれてしまうほど神秘的な書物である。

　宇宙のあらゆる〝日常〟を自動筆記オートライトするだけでなく、一度記き載さいされた内容も定期的に更こう新しんされ常に最新の情報が収録されている。さながら宇宙百科事典とも呼べる代物なのだ。

　その《日記帳》で神について検けん索さくすると、こんな文章が載のっている。

「神は偉えらい。非常に偉い。超ちよう偉い。爆ばく裂れつ的に、感動的に、天文学的に偉い。我々はテストで百点を取ると『俺って天才』なんて自じ慢まんをするが、神の偉さは次元が違ちがう。驚おどろくなかれ、神は全知全能で何でも知っているのだ。何でも知っているなんて凄すごすぎる。え？　マジ？　ちょっとぐらい知らないことあるんじゃねーの？　と疑いたくもなるだろう。しかし全知全能こそが神の証であり、神こそが宇宙最強のインテリ野や郎ろうなのだ──」

　と、こんな砕くだけた表現で神の偉い大だいさを讃たたえている。

　だが実際のところ、天使でさえ未だ神の姿を見た者はいなかった。

　そのため天国を失った堕だ天てん使しの間で、かつて神学論争が起こった。

　神を信じる派は閥ばつの主張は、こうである。

「宇宙の全事象を記載する《日記帳》に神の記述があるということは、神は存在するということだ。何よりも《日記帳》の存在自体が、神の存在証明と言えるではないか。これほど驚きよう異い的な書物を創り出せるのは、全知全能の創造主しかあり得ない。神が姿を消した理由は定かでないが、きっとブラックホールよりも深遠な事情があったに違いない」

　彼らは《大堕天》を神の試練と解かい釈しやくし、これも神の愛の一形態だと説いた。

　これに対して否定派は、こう反論した。

「《日記帳》が述べているのは単なる神の概がい念ねんに過ぎず、これだけでは神の存在証明にはなり得ない。そもそも神が実在するなら、なぜ神は明確な証しよう拠こを我々に示さないのか。これは神自身、己おのれの存在を明かす意思がない証だ。だからもし全能の神が何かの事情で姿を消したのなら、自らの存在を示す手て掛がかりを残すはずがない。つまりあたかも神の存在を暗示させる《日記帳》の存在こそが、逆説的に神の非在を証明しているのである」

　彼らは《大堕天》を宇宙の気まぐれと解釈し、単なる事故だと説いた。

　こうして神の愛を肯こう定ていするグループは神従派と呼ばれ、否定するグループは自由主義派と呼ばれるようになった。神従派の頂点にいたのは大天使ミカエルで、自由主義派を率いたのが彼の兄ルシファーである。堕天使はこの二派に分かれて何千年と議論を続け、やがて話し合いを続けるより戦争をした方が手っ取り早いことに気づいて開戦へと相成った。

　ところがこの時、中立の堕天使がいた。

　超天使メタトロンである。

　超天使とは天使の第一階級である熾し天てん使しよりさらに上位の天使最上階級で、メタトロンはただ一人の超天使だった。彼はルシファーやミカエルを凌りよう駕がする最強の天使で、その絶大さ故に半神と信じられており、一切の労働を拒きよ絶ぜつして安あん逸いつを貪むさぼる天使界のニートだった。

　しかしあまりに下界が騒そう々ぞうしくて昼ひる寝ねができないため、彼は渋しぶ々しぶと仲裁に入った。

　メタトロンの仲立ちで神議大戦は終息し、両派閥はこうして和解したのである。

　現在、両者の関係は基本的には良好で、双そう方ほうの堕天使は文通をしたり、交こう換かん日記をしたり、合同コンパを開かい催さいしたりして交流を図っている。そしてこの一連の騒そう動どうで、堕天使達は平和的な話し合いよりも戦争をした方が円満解決することを学んだのであった。




　遊斗は《日記帳》を閉じて、空を見上げた。

　この本のどこかに神従派の動きが記述されてないか調べてみたが、検索でヒットするのは遠い過去の出来事ばかりだ。これは今に始まったことではないが、つくづく役に立たない魔道書グリモワールである。本当に知りたいと思うことを教えてくれた例ためしがない。

　左岸で女子テニス部の活動を観かん賞しようしていた遊斗は、腕うで時計を確かめた。

　時刻は五時二十分。そろそろ時間だ。

　彼は立ち上がると、校舎に向かって歩き出した。

　放課後遅くまで残っていたのは、別にスケベ心を満たすためではない。帰ろうと思って下げ駄た箱ばこを開けたら、手紙が入っていたのだ。そこには稚ち拙せつな字で、こう書かれていた。

『五時半、南館の屋上で待つ』

　差出人の名前はなかったが誰だれなのか見当はついたし、何の用かも想像がついた。

　遊斗は《日記帳》を霊れい質しつ化すると、両手をポケットに入れて南館に入った。

　向こうから接せつ触しよくしてきたのなら、むしろ好都合だ──と、彼は思った。




　屋上には、予想通りの人物が待っていた。

　赤銅色の空の下、金髪が風に踊おどっている。春日百合。人を見下すような眼まな差ざしは、教室で愛想よくしていた時にはなかったものだ。左手を腰こしに当て、彼女は悠ゆう然ぜんと立っていた。

「驚いてないみたいね」

「ああ。神従派の堕天使だろ」

　屋上のドアを閉め、遊斗は軽く両手を広げた。

「雰ふん囲い気きで分かるさ。俺だってそんなに鈍にぶくないぜ」

「でもその答えだと、半分だけの正解ね」

　少女の声には、揶や揄ゆが滲にじんでいた。

「昔はもっと女の子を見る目があったのに。鈍ったんじゃない？」

「人間界までわざわざ皮肉を言いに来たのか。ご苦労なこった」

「あなたを糾きゆう弾だんしに来たのよ。協定違い反はんの件で」

「そんなことだと思ったよ。俺、何やらかしたんだ？」

「自分で覚えてないなんて、欲よく情じようしすぎて記憶までやられたの？」

　春日百合は、やけに挑ちよう発はつ的だった。

「《解答者》への直接的な接触は禁じられてるはずでしょ。なのにあなたは自分の正体を明かしたばかりか、《日記帳》の存在を彼女に教え、彼女自身の正体まで教えてしまった。おかげで神こ従つ派ちの計画は御ご破は算さんよ。女のことしか頭にない下げ劣れつな堕天使のせいでね」

「ひっでえ言われようだな」

「どう申し開きする気？」

「謝ればいいのか？　ごめん」

　後頭部に手を添そえて「てへっ」と詫わびてみたが、効果はなかった。

　春日百合は、宇宙一の間ま抜ぬけでも見るような目つきをした。

「相変わらずね、ユトエル。韜とう晦かい好きのあなたらしいけど」

「俺を知ってるのか？　前にどこかで会ったっけ？」

　遊斗は高こう慢まんそうな彼女の顔を観察したが、心当たりはなかった。

「がっかりだわ。私のことは覚えてくれてると思ったのに」

「そう言う女の子は多いんだ」

「でも、あなたにとって特別な女よ」

「と言う女の子も多いんだな、これが」

　遊斗は茶化してみたが、百合は泰たい然ぜんとした態度を崩くずさなかった。

　その異様な落ち着きぶりに、彼は薄うす気き味み悪わるさを感じた。

「協定のことはよく知らんが、天翔から《真理》を聞き出すには、いずれ誰かが天使の存在や《日記帳》のことを話さなきゃなんねえだろ。そんなカリカリすることか？」

「協定のことは知らなかったと、弁明してるみたいね」

「無知は罪だぜ。知らなかったなんて言い訳が宇宙で通じるかよ」

　遊斗は軽く両手を広げた。

「今の生活が気に入ってるんでね。お前らに邪じや魔まされたくないだけさ」

「だったら今後は、協定に従うと誓ちかいなさい」

「協定って、ルシファーとミカエルが交わした約束だろ。俺には関係ないね」

　遊斗は自分の胸に親指を押し当てた。

「いいか、一つ言っておくぞ。俺を支配できるのは、俺だけだ」

「だったら、力で従わせるまでよ」

「〝話し合いより戦争で〟か？」

「その方が手っ取り早いわね！」

　百合は身を沈しずめると、いきなり手刀を放ってきた。

　とっさに、遊斗は前ぜん腕わんで受け止めた。華きや奢しやな少女の腕とは思えない破は壊かい力──だが超ちよう常じよう的てきな力はない。人間の姿をしている間は、天使の能力は発揮できないのである。

　続けて百合は拳けん打だを繰くり出だしてきたが、遊斗は身体からだを横に捌さばいてかわした。軽くステップを踏ふんで、側面に回り込む。が、百合は鋭するどい回し蹴げりでこの動きに対応してきた。

（ちっ！）

　遊斗は後ろに跳とんで、射程から逃のがれた。

　人間の姿をしていても、二人は天地万物の理を極めた天使である。その動きは風のように柔やわらかく、地のように安定し、水のように変化し、火のように激しい。しかも百合の体術は、恐おそろしく洗練されていた。彼女は鋭く迫せまると、波状的に拳を打ち込んできた。

（こいつ──！）

　その華か麗れいな身のこなしで、ようやく春日百合の正体を悟さとる。

　僅わずかな隙すきを狙ねらい、遊斗は足あし払ばらいをかけた。

　虚きよを衝つかれた百合が、「きゃっ！」と転てん倒とうする。

　そのまま彼女を制圧することもできたが、遊斗は見逃した。百合は地面を転がって間合いを取ると、流れるような動作で立ち上がる。彼女は自尊心を傷つけられた顔をした。

「まさか、あなたに手加減されるとはね」

「違うよ。自分の鈍さに呆あきれ返かえってたんだ」

　遊斗は、ぺっと口から血を吐はいた。攻こう防ぼう戦せんの最中に、顔面に一発受けたのだ。

「その名前で気づくべきだったぜ……ガブリエル」

「私が初めて下界に降りた時、百合の花をプレゼントしてくれたでしょ」

「覚えてねえよ、そんな昔のこと」

　苦々しく吐き捨すてて、遊斗は低く身構えた。大天使ガブリエル。彼の天敵だ。その顔を覚えていないのは、当然である。彼女の人間形態ペルソナ・フエイズを見るのは、これが初めてなのだから。

「女に手を上げるのは流りゆう儀ぎに反するが、お前は例外だ」

「あら、特とく別べつ扱あつかいしなくていいのに」

「誰がするか」

「こっちも容よう赦しやしないわよ。私が堕天したのは、絶対あんたのせいなんだから」

「人のせいにするな。原因は《真理》の喪そう失しつだろ」

「たとえ天国に帰れるとしても、あんたから《愛の真理》を聞くなんてまっぴらよ」

「それで天翔に直接解答こたえを聞きに来たってわけか」

　夕陽を浴びる可か憐れんな少女を、用心深く見み据すえる。

「どうすんだ？　人間の姿だと、俺の方が有利みたいだぜ」

「もちろん、こうするのよ」

　百合＝ガブリエルは翼つばさを展開させ、突つっ込こんできた。

　遊斗も天使の翼を広げ、応戦した。




　正義と純潔の熾天使ガブリエルは、絶大な力を持つ少女天使である。

　その実力は天使の中でもずば抜ぬけており、四大天使の一人に挙げられるほどだ。《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》でもガブリエルの記述は数ページにも及および、その影えい響きよう力の大きさを窺うかがい知しることができる。そして彼女は、《日記帳》に干かん渉しようした数少ない天使としても知られていた。

　ある時のことだ。《日記帳》にこんな文章が記述され、天国で反はん響きようを呼んだ。

「大天使ガブリエルは百合の花を愛めでる乙女おとめらしさと、想い人に恋こい心ごころを伝えられない純情さを秘めた娘むすめであるが、基本的に高飛車で凶きよう暴ぼうなため彼女を怒おこらせてはならない」

　これを読んだガブリエルは激げき怒どし、生命の樹を切きり倒たおそうとした。

　すると《日記帳》が更こう新しんされ、件くだんの文章が次のように改かい竄ざんされたのである。

「大天使ガブリエルは百合の花を愛でる乙女である……ね？　言ったでしょ」

　真実と報道を司る天使団は、これを武力による言論の封ふう殺さつだと陰かげで囁ささやいた。声を張り上げて本人を直接非難しなかったのは、ガブリエルを怒らせてはならないという《日記帳》の警告を守ったためである。生命の安全に比べれば、言論の自由なんて屁へでもない。

　というわけで彼女の堕天は、天国にいる大勢の男性天使を落らく胆たんさせたものの、胸むねを撫なで下おろす者の方が遥はるかに多かった。天国は真の天国になったと、《日記帳》も述べている。

　そんなガブリエルに楯たて突つく者は、現在の宇宙には一人しか存在しない。

　彼女の古き喧けん嘩か相手、アスモデウス・ユトエルである。




「方程式１０９２、しなやかな光こう跡せきの交響曲シンフオニー！」

「超ちよう関数７２８、水すい陣じんの盾たて！」

　超自然的な力を秘めた数辞が現象化し──

　ユトエルが撃うち出した光熱波を、ガブリエルは水の防ぼう壁へきで受け止めた。光と水の力場が激げき突とつし、閃せん光こうが夕空を白く染め上げる。爆ばく音おんが轟とどろき、水蒸気と衝しよう撃げき波はが撒まき散ちらされた。

　凄すさまじい戦せん闘とうだが、地上にいる者は誰だれ一人ひとりとして気づかない。常識を超こえた現象は、人間のちっぽけな理性には『無視したい』出来事として認識から除外されてしまうのだ。

　それが分かっているから、ガブリエルも遠えん慮りよがない。次々と攻こう性せい数式を編んで巨きよ大だいな氷柱つららを投げ込んでくる。人間が紙に数式を書き、数字を用いて解を求めるように、天使は空間に《無茶すんなよ数式》を描えがき出し、数辞を用いて解となる現象を起こすのである。

「方程式９８０、煌きらびやかな雷らい光こうの狂詩曲ラプソデイー！」

　ユトエルは後退上じよう昇しようしながら、迅じん速そくに数式を立ち上げた。

　世界を構成する九八〇番目の方程式を展開させ、数辞を使って思念を具現化──魔ま力りよくを宿した数辞は数式によって体系化され、解かいとなる物理現象を起こして世界に顕けん現げんする。

　彼は両掌てのひらから電荷を帯びた光こう弾だんを連続発射し、標的めがけて撃ち込んだ。

　光、光、光。炸さく裂れつ音が波動した。

　今度は確実な手応えを感じた──

　と思ったら、閃光と水すい煙えんを破って無傷の少女天使が飛び出してきた。

「ちいっ！」

　ユトエルはさらに後退して光弾を投げ込んだ。

　ガブリエルはそれを手で弾はじき飛ばすと、水の衣を纏まとって一直線に飛ひ翔しようしてくる。瞬しゆん時じに間合いを詰つめると、音速の壁かべを破って拳打を放ってきた。

　合ガツ！　凄まじい衝しよう撃げきが来た。

　ユトエルはクロスガードで防ぼう御ぎよしたものの、冗じよう談だんみたいな破壊力だった。その場に踏み止まれず、後方へ押し流されてしまう。彼はすぐさま翼を制せい御ぎよし、身体を安定させた。

　だがその間に、少女は視界から消えている。

「超関数１６０、水すい帝ていの剣けん！」

　声は、予想外の角度から飛んできた。

　ユトエルは反転すると、即そく座ざに数式を編んだ。

「方程式１２１、厳かな光こう壁へきの聖譚曲オラトリオ！」

　ガブリエルが振ふり翳かざした巨大な氷ひよう刃じんを、光の防壁で受け止める。

　二つの力場が衝しよう突とつし、摩ま擦さつによるプラズマ光が中空を駆かけた。轟く爆音。四散する衝撃波。バラバラに砕くだけ散った防御数式は、物理力を失った数辞へと回帰して虚こ空くうに消える。

　間かん一いつ髪ぱつで防御したものの、完全には威い力りよくを相そう殺さいできずにユトエルは吹ふき飛とばされた。

「──ぐっ！」

　とっさに身体を回転させ、彼は校舎の屋上に着地した。

「天使形態アストラル・フエイズだと、私の方が有利みたいね」

　幻げん想そう的な水煙を身に纏まとい、ガブリエルが優ゆう雅がに降り立つ。

「そろそろ三分二十秒だけど、どうする？」

「どうするって、今さら引き下がれるかよ」

　ユトエルは肉体を瑞獣ゴースト化させ、有ゆう翼よくの黄金獣に姿を変えた。

　対するガブリエルは、半人半獣のキュートな瑞獣ゴーストに変へん貌ぼうを遂とげる。金きん髪ぱつの間から突き出た大きな獣耳、そしてお尻しりから垂れ下がる豊かな尻尾しつぽ──狐きつねの形質。

「あんまり好きじゃないのよね、この姿」

「女狐のお前にぴったりだよ！」

　呼気と共に、ユトエルは火か炎えんを吐き出した。

　灼しやく熱ねつの波は濤とうが、少女天使を押し包む。ガブリエルは地面を蹴って上空に逃れた。さすがに素早い。だが空中戦なら互ご角かくに戦える。ユトエルは後を追って飛翔しようとした──

　途と端たん、長大な数式が彼の身体を縛しばり上げた。

「な──なんだっ!?」

　強きよう烈れつな力場に動きを封ふうじられ、飛び立つどころか身動きすらできない。強引に振り解こうとしたが、完全に雁がん字じ搦がらめになっていて成す術がなかった。

　と、頭上から悲鳴が聞こえた。

　見ると、ガブリエルも輝かがやく数式に拘こう束そくされている。

（これは……どうなってる？）

　彼女の数術でないとしたら、誰だれが？

　気配を察して、ユトエルは振り向いた。

　屋上のフェンスの上で、ツインテールの少女が膝ひざを抱かかえて座っていた──愛里加奈。

　幼い天使が、無む邪じや気きに言った。

「二人とも、ケンカいくない」

「ふざけるな！　クソガキ！」

　カッとなって、ユトエルはがむしゃらにもがいた。

「絶対破れないよ。抜け出せる確率を、有限極大数分の一に誘ゆう導どうしたもん」

「カナエル！　なんで私まで縛るのよ!?」

　数式に搦め捕とられたガブリエルが、空中でもがき苦しんでいる。四し肢しを緊きん縛ばくされて悶もだえる彼女の姿は、官能的でかなりそそられるものがあった。

　が、今はそれを鑑かん賞しようして楽しんでいる場合ではない。

　ユトエルは自分を囲む数式を観察した。数式によって体系化された数辞は、数式それ自体を拘束具として具象化しているのだ。だがどんな複雑な式も、解を求めれば簡単に無力化できる。腕わん力りよくで駄だ目めなら知力で解法するしかない。が──

　まともに解いていったら二万年ぐらいかかりそうだったので、彼はすぐに音を上げた。

　それにしても、これだけの数辞を一度に操る加奈の実力は常識外れである。ユトエルとガブリエルは懸けん命めいに数式を破ろうとしたが、極限まで低下した確率の壁は破れなかった。

「カナエル、早く解ときなさい！　お仕置きするわよ！」

「お仕置きヤダ。解かない」

「くっ……分かった！　降参よ！　お仕置きしないから解いて！」

「ケンカもしない？」

「ケンカもしない！」

　するとガブリエルを縛っていた式が消しよう滅めつし、彼女はふらりと落下してきた。力を使い果たしたのか、肩かたで息いきをしながらへたり込む。艶えん美びな少女天使は、春日百合の姿に戻もどった。

　ユトエルも形態を人間に戻した。ガブリエルでさえ歯が立たないのなら、逆らうだけ無む駄だというものだ。彼はその場で胡座あぐらをかき、頬ほお杖づえをついて天敵の少女を見やった。

「何なんだ、あのガキは？」

「超天使よ。天使界に現れた、二人目のね」

「メタトロンの同類か」

「カナエルの力は、彼を凌しのぐわ」

「冗談だろ？　そんなの神じゃねえか」

　遊斗は呻うめいた。百合は頭かぶりを振った。

「全能より僅わずかに劣おとり、全知からは程遠い……神じゃないわね」

「けど誰もこいつには逆らえないわけだ。確率を操作されると」

　もう赤あかん坊ぼうとか言って馬ば鹿かにするのはやめよう──と、遊斗は思った。

　加奈も翼を消し、人間の姿に戻る。

「なんでケンカしたの？」

「さあ。忘れちゃったわ」

　百合は投げやり気味に答えると、屋上に寝ねそべった。せっかく盛り上がっていたところを邪じや魔まされて、気が抜けてしまったらしい。遊斗も拍ひよう子し抜ぬけして仰あお向むけになった。

　遥か上空では、浮うき雲ぐもが残照を浴びて輝いていた。

　遠い昔、天国にある《星巡めぐりの丘おか》で、こうして二人で寝ね転ころんで延々と宇宙を眺ながめたものである。まだ全すべてが単純で、純じゆん粋すいだった頃ころのことだ。彼女に対する想いはあの頃から変わってないが、顔を合わせるといつも殴なぐり合あいの喧嘩になるのはなぜだろう？

　そんな感傷的なことを考えていると、百合が小声で呟つぶやいた。

「私達、いつになったら天国に帰れるのかしら」

「さあな。俺は別に帰りたいと思わないけど」

「だったら、なんで《真理》を探してるのよ？」

「俺には俺の事情があるんだよ」

「ふん。どうせくだらない事情でしょ」

「……ほっとけ」

　げっそりと、遊斗は顔をしかめた。本当に高こう慢まんな女である。

　まあ、それが彼女の魅み力りよくでもあるのだが。

　と、思い出したように百合が上半身を起こした。

「ところで、私達が三人ともここにいて織咲さんの警護は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「心配ねえよ。監視団グリゴリの守護天使がいるし、俺もプルックをつけてる」

「プルック？」

　一いつ瞬しゆん怪け訝げんそうな顔をした彼女が、くすりと笑う。

「ああ、あなたの御み使つかいね。役に立つの、あの子達？」

「お前は、あいつらの有能さを知らないんだよ」

　見栄を張って心にもないことを、遊斗は言った。




　　　　＊




　変な生き物が、こちらを見ていた。

　夕飯の支度をしていた美雪は、料理の手を止めた。リビングに置かれたソファーの陰かげから、くりくりの目をした三匹びきの生物が顔を出している。ひそひそと囁ささやき合う声がした。

「おい、あの娘ここっち見てるぞ。気づかれたんじゃないのか、なあ三号？」

「信号出してるから見えっこないよ。ていうか、なんでオイラ三号なの？」

「みんな名前が一いつ緒しよだから、番号で呼び合うしかないだろ。五号はどう思う？」

「三匹しかいないのに、オイラ五号？　そういう二号はどうなんだ？」

「オイラが思うに、やっぱ一号がいないのは変だよね」

「おいおい、君がそれを言っちゃマズイでしょ」

「そうだよ。君が五号とか言うから、おかしくなったんだし」

「ええっと……」

　カレーが煮にえる鍋なべの前で、美雪は状じよう況きようが理解できずに戸と惑まどった。

　それは体長三十センチほどの、熊くまのぬいぐるみに似た生物だった。動いているし喋しやべっているので、ぬいぐるみではない。おまけに背中の小さな翼つばさが、時折ぱたぱたと前後に揺ゆれていた。愛くるしい姿をしているが、地球上の生物でないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

（何かしら？　この生き物……）

　どうしていいか分からず困っていると──

　ドタドタと階段を降りてくる音がした。

「やほーい！　晩ごはんマダー？」

　天翔が元気よくリビングに飛び込んできた。

「あれ？　どうしたの、お姉ちゃん？」

「天ちゃん、そこに変なのがいる」

「え？　どこ？」

「ほら、ソファーの所」

「どこ？　何もいないよ？」

　天翔はソファーの周りをぐるぐると回った。彼女には見えないらしい。

　もしや非常識事象排斥ムツシング・意識触発信号シグナルというやつだろうか。無視したいという理性の認識拒きよ絶ぜつによって意識が逸それるため、目の前にあるものが見えなくなるという。逆に存在を認識されてしまうと、理性は対象物を無視できなくなるため信号の効果はなくなるらしい。

　つまり……と考えて、美雪は口を開いた。

「天ちゃん、私の言うこと信じて。今そこに、体長三十センチぐらいの小さな生物が三匹いるの。茶色い熊のぬいぐるみみたいな姿で、背中に小さな羽根が生えてて──」

「きゃわっ!?」
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　途端、天翔が跳とび上がった。説明されたことで、理性が存在を無視できなくなったのだ。

「何これー!?　かっわいいー！」

　彼女は歓かん声せいを上げると、大だい胆たんにも一匹（五号）を抱だき上げた。

「お姉ちゃん、どうしたのこれ？」

「気づいたら、そこにいたの」

「オイラはプルック。殿でん下かの御使いさ」

　リーダー格らしい二号が言った。

「こいつもプルック、そいつもプルック。別人だけど同じ存や在つ」

「御使いって、天使の使い魔まだよね。殿下って誰？」

「ユトエル殿下さ。今は来海遊斗と名乗ってるけど」

「じゃあユートの御使いなんだ。うちで何してるの？」

「殿下に命令されて、密かに《解答者キミ》をガードしてたんだよ」

「この状況は、密かに、とは言わないけどね」

　二号と三号が順番に言い、五号が「ぷも！」と鳴いた。

（五号の子を一号にすれば、丸く収まるんじゃないかしら）

　美雪はそう思ったが、今は関係ない話題だったので黙だまっておいた。

　天翔は不ふ審しんげに三匹のプルックを見回した。

「ガードって、あんた達めちゃんこ弱そうよ。犬で言ったらチワワ級？」

「失敬な！　オイラ達は戦せん闘とう型タイプじゃないけど、結構強いんだぞ」

「そーだ、そーだ。よし、組手をやってオイラ達の強さを見せてやろうぜ」

「おーっ！」

　威い勢せいよく叫さけんだ二号と三号が、空中に浮うかび上がるとぽかすか殴り合いを始めた。

「ちょ、ちょっと……」

　美雪は慌あわてた。

　織咲家のリビングは狭せまくないものの、格かく闘とうをするに十分な広さがあるわけでもない。彼女は家具を壊こわされないかとうろたえたが、天翔は「いいぞー、やれー」と無責任な声せい援えんを送っている。止めに入ろうにも結構激しく戦っているので、近づくこともできない。

　美雪は、いつの間にかテーブルでバナナを食べている五号に救いを求めた。

「あの、あの子達を止めてください」

「あいつらが戦い始めたら、殿下以外には止められないよ」

「じゃあ来海さんを呼んでください」

「いいよ。オイラ達は通信型タイプの御使いだから、そういうのは得意なんだ」

　バナナをもしゃもしゃ食べながら、五号のプルックは言った。

「はい。今タマネギ信号を送ったから、すぐ殿下が飛んでくるよ」

「……タマネギ信号？」

「うん。タマネギ信号はジャガイモ信号ほどじゃないけど、レタス信号と同じくらい緊きん急きゆう度の高い信号なんだ。キャベツ信号よりちょっとだけ緊急の時に使う信号だよ」

「…………」

　美雪は、タマネギ信号とレタス信号が同格なら使い分けはどうしているのかしら、そもそもなぜ野菜の名前が使われているのかしらと疑問に思ったが、尋たずねる時間はなかった。

　二人の少女を乗せた黄金の獣けものが、庭先に降り立ったからである。




「ったく。お前らもガキじゃねえんだから、くだらん騒さわぎ起こすなよ」

　織咲邸ていに駆かけつけた遊斗は、うんざりした様子で毛玉生物を叱しかった。

　格闘を行った二匹のプルックは、主人の怒いかりを恐おそれて今は美雪の背後に隠かくれている。誰だれが自分を守ってくれるのか、よく心得ているようだ。幸い遊斗の到とう着ちやくが早かったので、リビングに大きな被ひ害がいは出ていない。唯ゆい一いつの被害は、バナナを一本盗ぬすみ食ぐいされたことか。

　天翔はバナナ泥どろ棒ぼうのプルックを抱いて、言った。

「もういいじゃない。あんまり叱っちゃ可哀かわい想そうだよ」

「私からもお願いします。もう許してあげてください」

　プルック二匹に抱きつかれ、美雪も宥なだめに入る。

　遊斗はまだ何か言いたげだったが、姉の言葉には逆らえないのか口を噤つぐんだ。美雪と接する時の彼は、紳しん士し的で仔こ犬いぬみたいに従順だ。普ふ段だんの横おう柄へいな態度は鳴なりを潜ひそめる。

「すみません、美雪さん。こいつらには後で言って聞かせますから」

「いえ、いいんです。こちらこそ、突とつ然ぜん呼び出してしまって……」

　美雪は申し訳なさそうに頭を下げた。

　二人の雰ふん囲い気きは交際を始めたばかりの初々しいカップルのようで、天翔としては気が気ではない。遊斗の殊しゆ勝しような振ふる舞まいは本物なのか、それとも姉の気を惹ひくための演技なのかを見極めようとしたが、判断がつかなかった。彼女は唇くちびるを尖とがらせて、口を挟はさんだ。

「そもそもユートが、この子達のこと教えてくれなかったのが悪いんじゃない」

「どうせ見えないんだから、教える必要はないと思ったんだよ」

「ちゃんと見えてるよ、お姉ちゃんのおかげで」

「やっぱ美雪さんには、信号が通じないんだな」

　遊斗は腕うでを組んで、僅わずかに顔をしかめた。

「あの、すみません。私のせいでお手間を取らせたみたいで」

「それはいいんですが、ただ気をつけた方がいいですね」

「と言いますと？」

「非常識事象排斥ムツシング・意識触発信号シグナルを出してる奴やつってのは、結局、人間に姿を見られたくないから信号を出してるんです。だから姿を見られた時、危害を加えてくる危険があります」

「……では、どうすればいいんでしょう？」

「無意識下で脳が無視できないなら、意識的に無視してください」

「気づかない振りをしろ、ということですか」

　少し考える仕草をしてから、美雪は頷うなずいた。

「そうですね。分かりました」

「大だい丈じよう夫ぶです。何かあった時は、今日みたいにすぐ駆けつけますから」

　遊斗は無む邪じや気きな笑顔を見せた。

　プルックを抱いて二人を眺ながめていた天翔は、胸にさざめくものを感じた。言葉では表せないもやもやとした感情が、心の奥に漂ただよっている。ごく僅かな、小さな揺らめき。

　何だろうか、この想いは？　嫉しつ妬と？　不安？　疎そ外がい感？　それとも……？

　初めて覚える感情に戸惑っていると、百合が耳元で囁いてきた。

「彼、あなたのお姉さんには、いつもあんな感じなの？」

「うん。お姉ちゃんの前だと、猫ねこを被かぶったみたいになっちゃうね」

　小声で答えてから、天翔は微笑ほほえんだ。

「でもビックリしたよ。春日さんも天使だったなんて」

「正確には堕だ天てん使しよ。《愛の真理》を失って、天国から堕おちたからね」

　百合は隣となりに腰こしを降ろすと、疲ひ労ろう混じりに嘆たん息そくした。

　早く解答こたえを見つけろと急かされている気がして、天翔は少し肩かた身みの狭い思いをした。

　部屋にはもう一人の堕天使、愛里加奈がいる。彼女は両りよう膝ひざを抱かかえ、人差し指をくわえながらプルックと見つめ合っていた──お互たがいに珍めずらしいものでも見るかのように。

　天翔は手で口元を隠し、百合に囁いた。

「ユート、お姉ちゃんのことが好きなのかな？」

「どうかしら。彼、韜とう晦かいするから」

「トウカイ？　それって何？」

「本心や才能を隠すことよ。だから目に見える彼の態度が、本物とは限らないわけ。実に見えるものが虚きよで、虚に見えるものが実の時もあれば、実が実で虚が虚の時もある」

「つまりワケ分かんない人ってこと？」

「まあね。私も付き合いは長いけど、彼のことは未だによく分かんないし」

　百合の口調には、複雑な感情の微び粒りゆう子しが込められていた。

「ユート、お姉ちゃんに変なことしないかな」

「それは大丈夫なんじゃない？　人間の女の子を手て籠ごめにするには、ユトエルは力がありすぎるもの。彼の天使姿、見たでしょ？　あの姿を見せれば、大たい抵ていの女の子は思い通りにできる。でもそれじゃつまらないから、わざわざ人間の姿で女の子を誘ゆう惑わくするのよ」

「面倒メンド臭くさいことが好きなの？」

「韜晦するのが好きなのよ。だからお姉さんがユトエルを好きにならない限り、彼は絶対に手を出さない。あいつはド変態の色情魔だけど、そういう所だけは筋を通すから」

「……お前ら、会話が丸聞こえだぞ」

　振り向くと、遊斗が白い目で立っていた。隣で美雪が真っ赤になっている。

「噂うわさなら本人のいないとこでしろよ」

「その娘こに忠告してあげてるの。人を外見だけで判断すると、痛い目に遭あうってね」

「お前、もしかして妬やいてんのか痛いでっ！」

　爪つま先さきに踵かかと落としを食らい、遊斗が悲鳴を上げる。

　すらりとした美び脚きやくを色っぽく組み直し、百合は艶えん然ぜんと微笑んだ。

「外見じゃ判断できないでしょ。その人の本性って」

「外見通りだぜ、お前の場合」

「何ですって？」

「何だよ？」

「ケンカいくない！」

　丸みを帯びた声で、加奈が口を挟んできた。

　顔を寄せて睨にらみ合っていた遊斗と百合は、「ちっ」と目を逸そらした。

「帰るぞ。これ以上、美雪さんに変なこと吹ふき込まれたくねえし」

「ねえねえ、くるみん」

　加奈がくんくんと鼻を鳴らした。

「とってもいい匂においがするよ。これ何？」

「あ。今晩、カレーなんです」

　鍋なべの火を止めて、美雪は遠えん慮りよがちに言った。

「あの……たくさん作ったので、召めし上あがっていきませんか？」

「…………」

　三人の堕天使は、顔を見合わせた。
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　測り知れぬ悠ゆう久きゆうの太古、まだ宇宙が新しん鮮せんで、若々しく、パッパラ女子高生の頭のようにスカスカで単純だった時代、銀河系に最初の生命体──天使が出現した。

《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》によると、現在の宇宙に棲せい息そくする天使の数は約四億人だという。

　しかし今から百億年前、天国で最初に出現した天使は三百人程度だった。彼らは魁天使フアースト・ボーンと呼ばれ、天使の中で最も偉い大だいで、最も強大な力を持つが故に態度もデカかった。気に食わないことがあると、すぐに腕わん力りよくで解決しようとするのが彼らのいけない癖くせでもあった。

　そんな魁天使フアースト・ボーンの中に、ストゥピエルという頭の弱い天使がいる。

　彼の愚おろかさは強制給きゆう排はい気き式瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかしゾウリムシにたとえられるほどで、先日まで自分の名前をなぜかマクラホンと思っていたほどだ。物忘れもひどく、底なしの馬ば鹿かなので人間社会にもその名が轟とどろき、「stupid（間ま抜ぬけ）」の語源になるほどの馬鹿さ加減だった。

　ところがこのストゥピエル、《大堕天》の原因にいち早く気づいた天使でもある。

　下界に堕ちた彼の第一声が、全すべての始まりだった。

「あれ？　また何かを忘れちゃったぞ。愛って何だっけ？　愛って何？」

　天使達はいつものように彼を馬鹿にしようとして、真っ青になった。

　誰だれ一人ひとりとして、その問いに答えることができなかったのである。

　やがて彼らは、堕天の原因が《愛の真理》の喪そう失しつであると推測した。

　以来、堕天使達は天国に帰るべく躍やつ起きになって《愛の真理》を探し求めている。その悲願は未だ果たされていないが、探求の過程で彼らは一つの真理に辿たどり着ついた。それは、アホな奴の質問に答えられないことほど屈くつ辱じよく的なものはないという真理だった。




　愛とは何か──という疑問は人類の永遠のテーマでもあり、もし誰もが納得できる普ふ遍へん的な解答こたえが見つかれば、全人類の人生に劇的な変化が訪れることは間ま違ちがいない。人は思春期を迎むかえる頃ころに恋こいをし、愛を覚え、大人への階段を上っていくわけで、現在恋れん愛あい中の天てん翔かにしても、《愛の真理》を知りたいという好こう奇き心しんは人並み以上に持っていた。

　実際《愛の真理》を探求するのは素敵だし、とてもロマンチックだと思う。思わぬ発見があるかもしれないし、真ま山やまとの恋を成就させる役に立つかもしれない。だが簡単に解答こたえが見つかる命題テーマでないことも確かだった。それは推理小説の謎なぞ解ときをするのと同様で、早く解決しなければ時効を迎えてバッドエンドという緊きん急きゆうの問題でもないのであった。

　事実、遊ゆう斗とも百ゆ合りも加か奈なものんびりと高校生活を送り、急ぐ様子はまるでない。それは天翔にとってありがたかったが、しかし彼女には学生としての課題が山積していた。

「じゃあ、実力テストの結果表を返すぞー」

　宮みや部べ教きよう諭ゆの気の抜ぬけた声に、教室がざわめいた。

　テスト。それは学生なら避さけては通れないイベントだ。生徒の学力を数値化して順位付けするのがテストの目的であるが、そんなことをせずとも優等生と劣れつ等とう生を見分ける簡単な方法がある。テストの返へん却きやくを楽しみに待つのが前者の一群で、テストの返却と聞いて「うわー」とか「ぎゃー」というアホっぽい擬ぎ音おん語を発するのが後者の一群なのである。

「あわ……あわわ……」

　結果表を受け取った天翔は、血が凍こおるほど震ふるえ上がった。

「ＮＯ──────!!」

　数字の羅ら列れつを見て眩暈めまいがしたのは、宝くじで一億円当たったと勘かん違ちがいした時以来だった。

　肩かた越ごしに覗のぞき込んできた遊斗が、軽けい薄はくな笑い声を上げた。

「こりゃ、ひでえ。ご冥めい福ふくをお祈いのりしますって状態だな」

「何よう。そういうユートはどうだったの？」

　彼の結果表を見て、天翔は目を瞠みはった。

「偏へん差さ値ち七十二!?　学年七位!?　すごい！」

「へえ、どれどれ」

　横から首を突っ込んできた百合が、悪戯いたずらっぽい流し目で囁ささやいた。

「ふん。あんた一位取れなかったわけ？」

「わざと何問か間違えたんだ。俺が一位取っちゃ悪いだろ」

「……あんたって、変なとこで律りち儀ぎよね」

「俺は俺のルールに従って生きてんだよ」

「ま、いいけど。加奈、あんたはどうなの？」

　加奈は椅い子すの上で膝ひざ立て座りをし、指をくわえて結果表を眺ながめていた。

　背後から顔を寄せた百合と遊斗が、呆あきれ声を発した。

「あんた、天翔と変わんないじゃない」

「はは。お前もご臨終だな」

「えー、見せて見せて」

　天翔は駆かけ寄よって加奈の結果表を覗き込んだ。まだ赤ちゃん天使なので、人間界の知識が乏とぼしいのだろう──各教科の偏差値は、天翔と拮きつ抗こうしていた。二人の間に不思議な同族意識が芽生えた。天翔は目を輝かがやかせ、ツインテール少女の肩かたに手を乗せた。

「同志よ」

「……ぬ」

「低い次元で友情を育まないでよ」

　百合が白眼を向けてくるが、天翔は気にしなかった。これなら一人で補習を受ける心配はなさそうだ。赤点予備軍の戦友を見つけたことを収しゆう穫かくに、彼女は窓際の席に戻もどった。

「舞まいちゃんはどうだった？」

「あたしゃ、理系がね……」

　結果表をちらつかせ、舞が苦笑する。

「数学とか理科なんてワケ分かんねえよ」

「あたしは全教科ワケ分かんないけどね」

　天翔は能天気に応えてから、こっそりと教室の一角に目を向けた。

　真山の席の傍そばには、機き本もと隆たか之ゆきと筒つつ井い義よし博ひろがいた。

　学級委員の機本は面めん倒どう見みがよく積極的な性格なので、今ではクラスの中心的な存在だ。一方の筒井は目立つことが嫌きらいらしいが、爽さわやかなスポーツマンタイプなので女子の一番人気である。授業中の受け答えから二人の頭がいいことは、クラスの誰もが知っていた。

　そんな二人が真山を囲んでいるとなれば、天翔としては気にならないはずがない。彼女は意識を集中すると、聖徳太子級の聴ちよう力りよくを発揮して騒そう音おんの中から三人の会話を拾い上げた。

「へえ、真山は八位か。やっぱお前、頭いいな」

「そういう筒井くんは十二位でしょ。あまり変わらないじゃない」

「くそっ、僕は十九位だ。やはり数学のケアレスミスが響ひびいたか」

「聞いたか、来海は七位だってよ。うちのトップはあいつかな」

「むむむ。あんなアホ面ヅラのチャラチャラした奴やつが……許せん！」

　真ま面じ目めを絵に描かいて額に飾かざっているような機本が、眼鏡めがねを光らせて悔くやしがる。

　陰かげでひどい言われようだと思ったが、天翔も同感だった。

（そーよそーよ。ユート、もっといっぱい間違えてくれたらよかったのに。そしたら真山くんがクラストップで……あ、でも学年八位ってすごいや。やっぱ真山くん、賢かしこいんだ）

　真山の優等生ぶりが、自分のことのように嬉うれしい。

　真山くん素敵。真山くん大好き。真山くんと仲良くなりたい。

　もし真山くんと付き合えたら、勉強を教えてもらっちゃったりするのだ。

（あーん！　受けたい受けたい、真山くんの個人授業！）

　甘い情景を夢想し、天翔は胸を弾はずませた。

　だがすぐに、自分みたいなドジで馬鹿な子なんて相手にされないのではないか──という不安が芽生えてきた。同じ教室で毎日顔を合わせているのに、彼との距きよ離り感かんを猛もう烈れつに感じてしまうのはなぜだろう。入学してもうすぐ一か月になるというのに、なかなかお近づきになる機会がないのだ。こうして教室の隅すみから、一いち途ずに眺めるだけの日々である。

「はあっ……」

　と、天翔はしょげ返った。机に両りよう肘ひじを立て、その上に顔を乗せて真山の背中を見つめる。

（男の子と仲良くなるって、難しいなあ）

　内気な美み雪ゆきとは違ちがい、男子が苦手というわけではない。むしろ遊斗や他のクラスメートとは普ふ通つうに話ができる。しかし相手が真山だと緊きん張ちようしてロクに口も利けず、ドジを連発してしまうのだ。最近は恥はじをかくのが怖こわくて、彼に近づくことさえできない有様だった。

（《愛の真理》が分かれば、今よりも上手に真山くんとお話しできるかな）

　だが〝愛とは何か？〟という真理の探求も、大きな懸けん案あん事じ項こうだった。

　というか、真山の件よりも遥はるかに厄やつ介かいな難問である。

（こっちの問題も全然進展しないのよね……）

　進展しないどころか、テーマが曖あい昧まいすぎて何から始めればいいのかさえ分からない。手て掛がかりもないし、手助けしてくれる人もいない。そもそも、あたしみたいな頭の悪い女の子に、そんな壮そう大だいな真理が解明できるとは思えないんだけどなあ──と、独り言ごつ。

（もし解答こたえが出なかったら、どうしよう？）

　遊斗達は天翔が真理を解き明かしてくれると確信しきっているが、彼女は自信がなかった。なにせ自分は、実力テストの問題さえ満足に正解できない落ちこぼれなのだから。

　もしあたしが《解答者》というのが何かの間違いで真理を発見できなかったらユートは怒おこるだろうか怒るだろうな怒るに違いないどうしよどうしよヤバイよヤバイよム──ッ！

　と一人でパニクっていると、舞が気味悪そうに振ふり返かえってきた。

「どうした、織おり咲さき？　変な唸うなり声ごえ上げて」

「え？　ああ、ごめん。気にしないで」

「そんなにショックだったのか？　テスト」

「違う違う！」

　天翔はぱたぱたと手を振った。

「テストの結果が悪くても～♪　今日もあたしはいつも元気だお～♪」

「おめえはもう少し落ち込んだ方がいいな」

　何だよその歌、と舞が呆れ返る。

「ところで織咲、もう部活は決めたのか？」

「──ほえ？」

「ほら、仮入部期間が始まってるだろ。お前どうすんだ？」

「ええっと……どうしよ？」

「まだ決めてないのか？」

「うん。ただいま考え中」

　痒かゆくもない頭を掻かいて、天翔はエヘヘと笑った。

　本当は部活のことなど何も考えていなかった。運動神経がなくて不器用で中学時代は帰宅部のエース（自じ称しよう）で名を馳はせた彼女にすれば、高校で部活をしたいという情熱など持ち合わせていなかったのである。だから先日のクラブ説明会も居い眠ねむりしていたのだが──

（そうだわ！　真山くんと同じクラブに入れば、お近づきになれるじゃない！）

　部活動。それは青春の代名詞、恋のロマンティック・ステージではないか！

　同じクラブで仲良くなれれば、《愛の真理》も解き明かせるかもしれない。

　そうすれば全ての問題が、一挙に解決することになる。

　問題は、真山がどの部に入るか、そもそも部活をする気があるのか、ということだが。

（真山くん、どうすんだろ？）

　授業が始まったことにも気づかず、天翔は彼の後ろ姿を眺め続けた。




「みんなはどのクラブに入るか、もう決めたの？」

　昼休み。美雪の作った弁当を突つつきながら、天翔は尋たずねた。

　最近は舞や百合、加奈と机をくっつけて一いつ緒しよに食事をすることが多く、今日も同じ顔ぶれである。遊斗は昼休みになると屋上や食堂に出で掛かけるので、教室にはほとんどいない。

　ボリューム満点のトンカツ弁当を食べていた舞が、箸はしを止めた。

「わたしも迷ってんだよなあ。でも入るんだったら報道部かな」

「あれ、舞ちゃんって体育会系だと思ったのに。運動神経バツグンだし」

「運動部は朝練とかあるだろ。わたしゃ朝早いのは苦手なんだ」

「あ。あたしも。お姉ちゃんが起こしてくれなきゃ、昼まで寝ねちゃうし」

　クラブ紹しよう介かいのしおりに目を通していた百合が、顔を上げた。

「でもどうして報道部なの？　将来はマスコミ志望とか？」

「そこまでは考えてないよ。ただ面白そうだと思っただけ」

　大おお袈げ裟さすぎると言いたげに、舞は軽く手を振った。

「そういう春日かすがはどうすんだ？　お前も運動神経いいから体育会系か？」

「ダメダメ。私、汗あせ臭くさいの嫌いだから。それにスポーツは、ルールが分からないもの」

「お前も変わってるというか、世間知らずなとこあるよな」

「……そ、そう？」

「フランス育ちのお嬢じよう様さまじゃ、わたしらと違ってて当然か。なあ織咲」

「う、うん。そうだね」

　少々ドキリとしながら、天翔は曖昧な返事をした。

　実は彼女も気になっていたのだが、どうも百合は遊斗ほど人間界に馴な染じんでいないようなのだ。昨日は自じ販はん機きでジュースの買い方が分からず困こん惑わくしていたし、コーラを飲んではむせ返り、こんな液体初めて飲んだと発言して舞を唖あ然ぜんとさせたばかりである。そんな突とつ飛ぴな言動が時折あるものの、それが男子からは放っておけない女の子に見えて好感を呼んでいる。フランス育ちの裕ゆう福ふくな美少女という身分が、いい隠かくれ蓑みのになっているようだ。

「ごめんなさい。まだ日本の文化に慣れてなくて」

「気にすんなって。一年Ｃ組ウチには、もっと変な奴もいるし」

　舞は快活に笑うと、ツインテール少女の頭に手を置いた。

　加奈の弁当箱にはシュークリームがぎっしり詰つめ込まれていて、それが今日の彼女の昼食なのだ。弁当にシュークリームの詰め合わせは明らかに常識外れだが、愛あい里ざと加奈の奇き行こうはクラスにも浸しん透とうしつつあり、最近はクラスメートも徐じよ々じよに慣れ始めていた。

「ええっと……」

　話題が危険な方向に流れたので、天翔は少し焦あせった。

「加奈ちゃんは、もうクラブ決めたの？」

「うん。加奈はいっぱい本を読む部」

「何それ？　そんなクラブあるの？」

　百合がしおりをめくる。舞が横から覗のぞき込んだ。

「本を読みたいんなら、文芸部がいいんじゃないかな。部室が旧館の図書室で、今は蔵書の保管庫になってるから本はたくさん読めるぞ。それにほら、顧こ問もんがうちの担任だし」

「でも部員がいなくて休部中って書いてるわよ」

「そんなの宮部っちに頼たのめば、すぐ再開してもらえるさ。な、愛里」

「うん！」

　加奈は嬉しそうに頷うなずくと、シュークリームを一個差し出した。

「はい！　マイマイにあげる！」

「……お、おう。ありがとな」

「文芸部か。面白そうね。私もそうしようかしら」

　机に肘ひじをついて、百合が振り向いてきた。

「天翔も文芸部に入らない？」

「えっ？　ど、どうしよっかなあ」

　いきなり誘さそわれて、天翔は返答に窮きゆうした。彼女には『真山くんと同じクラブに入ってラブラブになろうよ計画プロジエクト』があるので、今の段階で安易に返事はできない。

「仮入部期間はまだあるし、もう少し考えるよ」

「そう……ところで、この軽音楽部って何？　軽いの？」

「バンド組んで、ロックやジャズを演奏するクラブだよ」

　怪け訝げんそうにしおりを読む百合に、舞が答えた。

「ほら、部室棟とうでよくガシャガシャ音が鳴ってるだろ。乗ってるかベイベーってやつさ」

「べいべー？　変わってるわね……」

「わたしも詳くわしくは知らないけどな。春日は音楽やるのか？」

「私？　全然。音楽はスポーツより分からないわ」

　百合は苦笑いして手を振った。天翔は箸を休めて呟つぶやいた。

「あたしも音楽は苦手だなあ。お姉ちゃんとカラオケには行くけど」

「へえ。織咲ってどんな歌、歌うんだ？」

「御お崎ざきよ、御崎豊ゆたか。パクったチャリでかっ飛ばす～♪」

　箸をマイク代わりに歌ってみせると、舞が大笑いした。

「あっはっは。似合わねー」

「えーっ！　なんでよう？」

「お前もイイとこのお嬢さんってタイプだから、違い和わ感かんあるぞ」

「え、そうかな……」

　天翔はポッと頬ほおを赤らめた。イイとこのお嬢さんと言われて、悪い気はしない。舞がそんな目で見ているということは他にも同じように見ている人がいるわけで、もしかしたら真山も『良家の可愛らしいお嬢様』（誇こ張ちよう）という目で見てくれているかもしれない。

　だったら嬉うれしいなと思っていると、廊ろう下かで田た沢ざわの声がした。

「おーい、真山。お前どのクラブに入るんだ？」

「僕、軽け音い楽お部んにするよ」

　がごんっ──天翔は机に額を打ちつけた。




　　　　＊




「なんで軽け音い楽お部んなの!?　よりにもよって軽音楽部なの!?」

　放課後の教室で、天翔はどんどんと机を叩たたいて悔くやしがった。

「音楽できないあたしは入部できないじゃない！　ギターもドラムもベイベーもできないんだから！　真山くんのいじわる！　大体ロックなんてやるイメージないじゃない！　もっとこう、美術部とか──あっ、でもその意表を突くギャップがちょっといいかも♪」

　深々と嘆なげいたまま、恍こう惚こつとした表情を浮うかべる。

　それは子供が見たら泣いて家に逃にげ帰かえりそうな形相で、顔筋をどう扱あつかえばそんな奇き面めんになるのかと遊斗は疑問に思った。変なところで器用な女である。ただそれも束の間のことで、天翔はすぐに呆ぼけた能か面おになると机に覆おおい被かぶさって微び動どうだにしなくなった。

　静まり返る教室。遊斗は軽い疲ひ労ろう感かんを覚えた。

「いいから、さっさと課題しろよ」

「…………」

　天翔は机に顔をくっつけたまま、反応しない。

　真山くんの個人授業がどうとかと呟いている。

　付き合ってらんねーよ、と遊斗は思った。

　なぜこんな放課後に居残っているのかというと、実力テストの結果が悪かった天翔は補習課題を命じられ、遊斗はその指導監かん督とくに抜ばつ擢てきされたためである。テストの結果を見て宮部教きよう諭ゆが決めたことだった。真山がクラスの首席だったら彼に教えてもらえたのにと天翔は大いに憤ふん慨がいしたが、居残りに付き合わされる遊斗にしても迷めい惑わくな話だった。

　ちなみに教室には、もう一人落第生がいる。愛里加奈は先程から黙もく々もくと問題に取り組んでいるが、先程から全く手が動いていない。こちらも別の意味で困った奴やつだった。

「ねえ……」

　活動停止した天翔を見て、百合が振り向いてきた。

「どうしたの、彼女？」

「気にすんな。ただの病気だ」

「病気って、突とつ発ぱつ性せい発はつ狂きよう症しよう候こう群ぐん？」

「どんな病気だ、それは」

　椅い子すに横向きに座りながら、遊斗は薄うす目めを作った。

「そうじゃなくて、草くさ津つの湯でも治せないってやつさ」

「クサツノユ？」

　百合は、虚こ空くうに言葉の意味を探す仕草をした。

「ごめん。私、あんたほど人間界のこと知らないから」

「恋こいの病だよ」

「そうなの？」

「お前も鈍にぶいな」

「そうなんだ……」

「そうなのよ……」

　天翔がのっそりと起き上がり、百合がびくっと驚おどろいた。

「これは由々しき事態だよ。だって真山くんがロックをやるなんて話、今まで聞いたことなかったもん。これはあたしの情報収集ストーキング能力に致ち命めい的てきな欠けつ陥かんがあるってことだよね」

　真冬の幽ゆう霊れいよりも陰いん気きな表情で、犯罪まがいなことをボソボソ呟く。

「でもホントのところ、彼のこと何も知らないんだよね。住所も趣しゆ味みもメルアドも知らないし、ロッカーだったことも知らなかったし……頼みの《日記帳》は役立たずだし」

「真山がロッカー？　どう見ても人間だろ」

「四角い箱のロッカーじゃなくて、ロックンローラーのこと！」

「岩を転がす人？　糞ふん転がしみたいなもんか？」

「それ以上真山くんを侮ぶ辱じよくしたら、あたしのデンプシー・ロールが火を吹ふくよ！」

　天翔はボクシングの構えを取ると、上半身を左右に振ふり始めた。自分がなぜ居残りをしているのか、今やるべきことは何なのかといったことを、完全に忘れているようだ。

　この女につまらんことは言うもんじゃない、と遊斗は後こう悔かいした。

「いいから早く課題をやれって。まさか忘れてないとは思うが、お前にはもっと大事な課題があるんだぜ。《愛の真理》について、少しは考えてるんだろうな」

「ちゃんと考えてるわよう。一いつ生しよう懸けん命めいコツコツと」

「あんたが解答こたえを見つけなきゃ、私達は天国に帰れないのよ」

「うっ……そ、そんなプレッシャー掛かけないでよ」

　百合の居い丈たけ高だかな態度に、天翔はたじろいだ。

「でも百合ちゃん、解答こたえを見つけたら天国に帰っちゃうの？」

「そりゃ、私達の故郷だもの。ユートは帰る気ないみたいだけど」

「え？　そうなの？　じゃあなんで《真理》を探してるの？」

「俺には俺の、ふかーい事情があるんだよ」

　腕うでを組み、神しん妙みような顔つきで遊斗は続けた。

「俺は〝天地無む双そうの女殺し〟〝空前絶後の女の子ハンター〟と呼ばれた男なんだぜ。《愛の真理》が分からなくて、どうやって女の子を口説けばいいんだ？　どうやってベッドで愛を語ればいいんだ？　実際、《真理》を失ってからナンパ成功率が極きよく端たんに落ちたし」

「……そんなつまんない理由で解答こたえを探してたの？」

「つまんないとは何だ！　俺にとっちゃ死活問題だぞ！」

「早く死ねばいいのに」と、百合。

「てめえ、幼馴染みに向かって！」

「ただの腐くされ縁えんでしょ！」

　遊斗と百合は、激しく睨にらみ合う。

　天翔が小声で呟いた。

「ケンカするほど仲が良い」

「ちっとも良くない！」

　二人は声を揃そろえ、天翔を怯ひるませた。

　そして声が揃ったことで、遊斗と百合は視線の火花を散らした。普ふ段だんからいがみ合っているのになぜか波長が合ってしまうのは、お互たがいにとって極めて不本意なことだった。

　夫ふう婦ふ喧げん嘩かはナントカと呟いた天翔が、もう一人の堕だ天てん使しに話を振る。

「ねえ、加奈ちゃんはどうして《真理》を──」

　と、そこで彼女は絶句した。

　何事かと遊斗は振り返り、そして彼も言葉を失った。椅子の上で両りよう膝ひざを立てて座る加奈が、すらすらと問題を解いていたのである──背中から翼つばさを出して。

　ツインテールの少女は、顔を上げて無む邪じや気きに言った。

「加奈はね、《愛の真理》を見つけて大人の天使になるの」

「じゃなくて、あんた何やって……誰だれかに見られたらどうすんの!?」

「だいじょーぶだよ、ゆりりん。むっしんぐ出してるもん」

「そういう問題じゃないでしょ！　早く翼を引っ込めなさい！」

「加奈ちゃん、ずるーい！　反則よ！」

「だって加奈、全然分かんないもん」

「天翔、あんたもどさくさに紛まぎれて答えを見ない！」

「いいじゃない！　百合ちゃんのケチー！」

　加奈の解答を盗み見しようとする天翔を、百合が取り押さえる。その隙すきに加奈は確変能力で、どんどん問題を解いていく。百合の注意する声と、加奈の言い訳する声と、天翔の意味不明な叫さけび声ごえが輻ふく輳そうした。女が三人集まると姦かしましいとは、まさに言いい得えて妙みようである。

「…………」

　揉もみ合う三人の少女を眺ながめながら、遊斗は眉み間けんを押さえた。

　ホント付き合ってらんねーよ、と彼は思った。




　女三人がじゃれている間に、遊斗は教室を抜ぬけ出した。

　夕方も五時を回ると、普ふ通つう科か教室が並ぶ南館は静かなものだ。用のない連中はとっくに帰宅しているし、部活連中はそれぞれの活動場所に移動している。

　というわけで現在この校舎に残っている生徒はというと、補習課題を命じられた馬ば鹿かと、その馬鹿に付き合わされて馬鹿を見ている馬鹿だけだった。まあ放課後の静かな教室の雰ふん囲い気きは嫌きらいではないので、別に構わないのだが。

「……？」

　銀ぎん朱しゆ色いろに染まった廊下を歩いていた遊斗は、ふと視線を上げた。

　前方の角から、見覚えのある小さな黒くろ猫ねこが顔を出していた。

「…………」

　彼は両手をポケットに入れ、そちらに歩いていった。

　階段の踊おどり場ばまで来ると、中性的な美少年が渋じゆう面めんで立っていた。

「どうしてＣ組は、朝から放課後までいつも騒そう々ぞうしいんだ？」

「アザゼル……だよな？」

「流る川かわ俊しゆん介すけと呼んでくれ。その名前でＤ組に籍せきを置いてるから」

　アザゼル＝流川は周囲を窺うかがって人気がないことを確認した。

「君を後方支援バツクアツプするために確保しておいた身分だよ」

「その割には、学校で見かけたことないな」

「君と違ちがって僕は忙いそがしいんだ。《解答者》を抹まつ殺さつしようと、天界原理主義者どもが続々と地球世界に来てるからね。外がい郭かく防衛線は、毎日が血みどろの殲せん滅めつ戦なんだぜ」

「へえ。やっぱそこでも、おやつ代はバナナ込みで五百円か？」

「君の戯たわ言ごとを聞いてると、頭痛がしてくるよ」

　流川は、預金通帳を眺める多重債さい務む者しやのような顔をした。

「いいか、ユトエル。君がアホ面で呑のん気きに暮らせるのは、君がアホ面で呑気に暮らせるよう陰かげで努力してる奴がいるからだ。自由気ままに生きるのは結構だけど、自由には相応の責任と、周囲に対する思いやりと配はい慮りよが必要なんだぞ。分かってんのか？」

「お前の説教聞くと、俺は胃が痛くなってくるぜ」

　遊斗も顔をしかめた。

　アザゼルのことは嫌いではないし能力も認めてはいるが、どうも馬が合わない。元々、彼は遊斗達のように《大堕天》で天国を失ったのではなく、ある少女との愛を成就させるため自ら天国を捨てたのだ。理由も分からず天国から堕おとされ、宇宙に対して屈くつ折せつした考えを抱いだく他の堕天使と違い、アザゼルは天使だった頃ころの純じゆん粋すいさをまだ失っていない。しかも愛のために天国を捨てた彼は、《愛の真理》を探す大勢の堕天使から尊そん崇すうされていた。

　そんな連中に遊斗はかつて「どんな過ちも、愛が絡からまれば美談になる」と言ってやったのだが、「お前の過ちに美談はない」と冷たく言い返されてしまった。下界には（多分天界にも）真ま面じ目めに不真面目な恋れん愛あいを繰くり返す色情魔まの声に耳を傾かたむける者はいなかった。

「で、何か進展はあったか？」

　遊斗は前まえ髪がみを掻かき上げると、廊ろう下かの壁かべに背中を預けた。

「ああ。襲しゆう撃げき者の正体が分かったぞ」

「どうやって？」

「昨日、天国から連絡員メツセンジヤーが降りてきたんだ。百名程の天使が、天国を離り脱だつしたらしい。その一団の中心人物は、シャドー系攻こう撃げき型タイプの御み使つかいを使役しているとか。確か《解答者》を襲おそったのは、人ひと影かげをした御使いだったんだろ。そいつが怪あやしいと思うね、僕は」

「相手は天使？　天国が敵に回ったのか？」

「いや。《愛の真理》を知りたい点では、天国の連中も僕らと同じだよ。彼らはいつ自分が堕天するか、毎日ビクビクしてるんだから。正面切って敵に回る理由はないさ」

　流川は小さく肩かたをすくめる。

「けど天使の中にも堕天使の中にも、天界原理主義者はいる。人間ごとき下等生物から神聖なる《愛の真理》を聞かされたくないって連中がね。彼らは《真理》を語れるのは創造主のみと考えているから、天使の支配権を守るために神の現出は断固阻そ止ししたいんだよ」

「天翔が《真理》を語ったからといって、あいつが神になるとは思えんがな」

「けど彼女を神と崇あがめる者も多い。だから原理主義者は織咲さんを抹殺したいんだ」

「あのナントカって男みたいにか……」

　今から二千年前にも人間界に《解答者》が出現したのだが、彼は《愛の真理》を口にする前に同じ人間の手で処しよ刑けいされてしまったのである。しかしこの事件の裏で糸を引いていたのは、天界原理主義者の天使達ではないかと遊斗は疑っていた。つまり人間の中から神が出現するのを防ぐため、大衆を扇せん動どうしてその男を抹殺したのでは──と。

「で、誰なんだ？　その首しゆ謀ぼう者しやって」

「ザフキエル」

　流川の声には、疑ぎ惑わくの微び粒りゆう子しが混じっていた。

「まさか奴やつだと知ってて黙だまってたんじゃないだろうな？」

「いいや。ていうか、誰だそいつ？」

「智天使ザフキエル。天使時代の君の副官だった」

「覚えてねえな」

　遊斗は思い出そうと、顎あごに手を添そえて窓から夕空を見上げた。過去に遡さかのぼって記き憶おくの海を泳ぎ回ってみるが、浮うかんでくるのは出会って別れた女の子との思い出ばかり。泳ぎ疲つかれて小さな島に漂ひよう着ちやくすると、水着姿の美少女集団が彼を歓かん迎げいしてくれた。

　さて、この中に目当ての人物はいるだろうか──

　と、そこで肝かん心じんなことに気づいて彼は現実世界に帰き還かんした。

「女か？」

「男だよ」

「じゃあ覚えてなくて当然だ」

「おい……頼たのむぜ、ユトエル」

　流川は白々しく息を吐はいた。

「奴が聞いたら泣くぞ」

「そう言われても、これっぽっちも覚えてねえよ」

　遊斗は腕を組んで、にやりと笑った。

「けど、たった百人で俺達を敵に回すなんて、面白い奴じゃねえか」

「感心してる場合かよ。天国は奴の反乱に君が噛かんでると疑ってんだぞ。それだけじゃない。神従派の奴らも、君がザフキエルとグルだと思ってる。協定違い反はんの件もあるしな」

「その可能性はないでしょ」

　という声は、背後から聞こえた。廊下の角から百合が姿を現した。

「ユートが協定を破った時は、ミカエルも激げき怒どして私を送り込んだけどね。でもあなたがルシファーに反逆するとは思えないし、そんな素そ振ぶりもない。私は白だと信じてるわ」

「へえ。みんな俺を疑ってるのに、お前は信じてくれるのか」

　遊斗は意外に思った。

「もしかして、愛？」

「そんなわけないでしょ！　この、馬鹿！」

　彼女は真っ赤になって声を荒あららげた。何年生きても純情なところが、ガブリエルの可愛いところだ。だがからかい過ぎると今度はこっちが血で真っ赤になるので、彼は自制した。

　百合は階段の手て摺すりにもたれると、ふくよかな胸の下で腕を組んだ。

「それより流川くん、ザフキエルは見つかったの？」

「最初の攻撃以降、音おと沙さ汰たなしだよ。ユトエルの実力を知ってるから、慎しん重ちようにもなるか」

「でも私達に正体がバレたとなったら、のんびりもしてられないでしょ」

「そうだね。時間が経たって不利になるのは、連中の方だし」

「とすれば、そろそろ動いてもおかしくないか……」

「できれば、その前に手を打ちたい」

　流川は金きん髪ぱつの少女を見やった。

「君は部下を大勢連れてきたんだろ。奴の捕ほ捉そくに手を貸してくれないか」

「私のは純粋な戦せん闘とう部隊よ。探たん索さく活動には向いてないわ」

　百合は細い肩をすぼめる。

「それにミカエルの許可がないと、地上に部隊を降ろすことはできないし。私の部下はみんな女の子だからね。どっかの色情魔に誘ゆう惑わくされたりしたら大おお事ごとだもの」

「人間界には、悪い男が大勢いるもんな」

　真しん剣けんな顔で、遊斗はうんうんと頷うなずいた。

　百合が北ほつ極きよく熊ぐまも凍とう死ししそうな目で睨にらんできた。怖。

「とにかく、ザフキエルの居場所を特定しなさい。彼を捕捉できたら、部隊の降下許可が出るから後はこっちで制圧する。神従派と自由主義派は、〝協定〟に従って動きましょ」

「そうだね。この状じよう況きようで天国が干かん渉しようしてくることもないだろうし」

　流川は頷いた。

「ところで、学校で何の接点もない僕らが会話してるってのは、他の生徒から見れば不自然だよね。これから連絡を取り合うこともあるだろうし、何かいい手はないかな？」

「あら、それなら名案があるわ」

　百合が晴れやかな表情で提案した。

「あんた達、文芸部に入部しなさい」

「はあ？」

「宮部先生に聞いたら、部を再開するには部員が五人必要なんだって。それで頭数が足りなくて困ってたの。天翔も入部させれば加奈を入れて五人だし、ちょうどいいじゃない」

「…………」

　遊斗は無言のまま、流川と顔を見合わせた。

　拒きよ否ひという選せん択たく肢しが脳裏を掠かすめたが、二人ともその決断には踏ふみ切れなかった。何事であれ、彼女への反はん抗こうは覚かく悟ごが必要だ。《日記帳》も警告している──『大天使ガブリエルに逆らうのは、はくちょう座ＫＹ星でドッジボールをするぐらい危険な行こう為いである』と。

　たかが部活選択で彼女の機き嫌げんを損ねるのは、決して利口な行いではないのだった。




　　　　＊




　題名『智天使ザフキエル』　　最終更こう新しん日　フンボルモッモ期１６３年９月３３日




　一いつ般ぱんに宇宙は多様で気が狂くるうほど複雑だと思われがちだが、これは局所的な視点で見た場合の話である。より広こう汎はんな視点で見た場合、宇宙は均一で特とく殊しゆな場所など存在しない。

　宇宙原理と呼ばれる概がい念ねんである。

　全宇宙が均一ならば宇宙に存在する全生命体もまた均一でなければならない。故に宇宙のあらゆる生命体は皆みな、完全に同一の存在なのである。マジ？　てな話だがマジである。

　だからもしあなたの顔が他人と違って見えるなら、あなたは即そつ刻こく眼科に行かなければならない。あなたの身長が友人より低く見えるのは目の錯さつ覚かくだ。生命体に男と女がいるように見えるのは、狂った脳が生み出す妄もう想そうに過ぎないので惑まどわされてはいけない。時折、身の回りで犬や猫、雀すずめを見かけたりするのも気のせいだ。気にしてはいけない。

　もし前述のような症しよう状じようがある場合は、本格的に気が狂う前に専門医の診しん察さつを受けた方がいいだろう。ただ宇宙原理に従えば、その医者もあなたと同一の存在になるわけだが。

　結論を述べよう。この世にザフキエルという天使は存在しない。

　なぜなら宇宙は全て均一である以上、名前もまた均一であるからだ。もう一つ真理を紹しよう介かいすると、宇宙に生きる者の名前は全員「マクラホン」である。あなたも、彼も、気に食わないあいつの名前も、本当は皆「マクラホン」なのだ。やあ、マクラホン。元気かい？




「……何だ、これ？」

　帰り道に《日記帳》を読んでいた遊斗は、呆ぼう然ぜんと顔を上げた。

　無茶苦茶だ。無茶苦茶なことが書かれている。この宇宙に存在する全員の名がマクラホンだなんて。明らかに現実と矛む盾じゆんした記述だった。しかし《日記帳》は穿うがった角度から真実を捉とらえ、独特の解かい釈しやくで事実を記録することがあるものの、完全なデタラメを筆記することはない。《日記帳》の記述に誤りはない、ということは……つまり、どういうことだ？

（マクラホンって、どっかで聞いた名前だよな）

　遊斗は首をひねったが、よく思い出せなかった。

　その名前にすごく間ま抜ぬけなイメージがあるのは、なぜだろう？

　とにかく《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》には、稀まれにこんな変てこな文章が見受けられる。稀にというか、時々というか、しょっちゅう──見方によっては常に。だが宇宙は深遠かつ測り知れないものであり、深遠かつ測り知れないものだから理解できるはずもなく、理解できないからこそ深遠かつ測り知れないのであって、よって深遠かつ測り知れないのだった。

（……あれ？）

　意味不明な思考の迷路に嵌はまり込み、遊斗は本格的にこんがらがった。

　元々《日記帳》からザフキエルの動きが掴つかめないかと調べてみたのだが、現在進行形の出来事は反映されにくいので、彼の行動が記述されているはずもない。そして《日記帳》がその驚きよう異い性とは裏腹に全く役に立たないことは、今に始まったことではなかった。

　遊斗はついでに《愛の真理》について検けん索さくしてみたが、やはり白紙のままだった。

「つくづく使えねえ奴だな、お前」

　やれやれ。深々と吐と息いきして、彼は《日記帳》を閉じた。

　歩道で信号待ちをする少女に気づいたのは、その時だ。

「美雪さん」

　声をかけると、美雪は驚おどろいた様子で振ふり向むいてきた。

　彼女はセーラー服姿で買かい物もの袋ぶくろを提げていた。

「あ、来くる海みさん」

「買い物ですか？」

「はい。お夕食の材料を」

　美雪はいつもの物もの憂うげな表情に、儚はかなげな微び笑しようを描えがいた。

　清せい楚そで透とう明めい感かん溢あふれる雰ふん囲い気きが、たまらなく魅み力りよく的だ。がさつな妹とは大おお違ちがいである。

　遊斗は柄がらにもなくドギマギしながら、群青色の夜空を指差した。

「よかったら送りますよ。ぴゅーんと」

「でも私、飛ぶのは……」

「高いのは苦手でしたね。じゃあ荷物持ちます」

「でも来海さん、帰る方向が逆なんじゃ……？」

「空を飛んで帰れば、大した距きよ離りじゃありませんよ」

　遊斗は買い物袋をもぎ取ると、振り返って微笑んだ。

「先日ご馳ち走そうになったお返しです」

「そうですか……ありがとうございます」

　美雪は躊躇ためらいがちに、静々とついてきた。

　遊斗は歩く速度を落として、彼女と肩かたを並べた。夜道をのんびり歩きつつ、隣となりの少女を見やる。街灯りに浮かぶ端たん麗れいな横顔は、天使の心さえ奪うばうほど美しかった。いっそ空の彼方かなたに攫さらってやろうかとも思ったが、さすがに今はそんなことができる状況ではない。

　摘つめない野花に悶もん々もんと見み惚とれていると、美雪が戸と惑まどった顔をした。

「あの、何か……？」

「い、いえ」

　遊斗は慌あわてて目を逸そらした。

（純情少年チエリーボーイか、俺は）

　この少女が相手だと、毒気を抜ぬかれてしまうのはなぜだろう？

　これでは下心もバレバレだと思って隣を見ると、美雪はきょとんとしていた。具合でも悪いんですかと言い出しそうな顔つきだった。男の好意に気づかないほど鈍どん感かんなのか、男心が分からないほど純情なのか。天翔の言う通り、かなりの恋れん愛あいオンチだ。きっとこれまで多くの男からアプローチを受けながら、それに気づかず素通りしてきたに違ちがいない。

　現に美雪は、こちらの想いを豪ごう快かいに素通りして無関係なことを尋たずねてきた。

「あの、妹はもう帰ったのでしょうか？」

「え？　ああ、天翔なら春日達と喫サ茶テ店ンに寄ると言ってましたよ」

「そうですか。では安心ですね」

　色情魔まといる自分の身は、案じていないらしい。信用してくれるのは嬉うれしいが、色しき欲よくの堕だ天てん使しとしては形無しである。女から危険な人と思われないようでは、男として半人前だ。

「美雪さんも気をつけた方がいいですよ。変な男に尾つ行けられたりしないように」

　少し意地悪な気分になって、遊斗は少女をからかってみた。

「そ、そのことなんですけど……」

　美雪が立ち止まり、背後を見た。

　まさか本当にそんな不ふ埒らちな野や郎ろうがいるのかと振り返ってみると、一いつ匹ぴきのプルックが「ぷもぷも」鳴きながら二人の後を尾行ていた。電柱や物もの陰かげに身を隠かくしているが、丸い身体からだが見え見えだ。もっとも美雪に指し摘てきされるまで、遊斗はその存在に気づかなかったが。人間形態ペルソナ・フエイズの時は天使の力が使えないので、能力的には人間と大差ないのである。

「あいつ、いつから？」

「気づいたのは三日前です。三匹だけじゃなかったんですね」

「全部で六匹ぴきいます。いま命令を与あたえてるのは、三匹だけですが」

「あの子は、ぷもぷも鳴くだけで喋しやべりませんね」

「ちゃんと喋ってますよ。人間の言葉に翻ほん訳やくする能力がないんです」

　プルックは二人の視線から逃のがれようと、ちょこまかと無む駄だに動き回っていた。

「あいつ、美雪さんが気に入ったみたいです。邪じや魔まだったら追おっ払ぱらいますけど」

「いえ、特に邪魔というわけでは……」

「なら傍そばに置いてやってください。番犬よりは役に立ちますから」

　遊斗は美雪を促うながすと、買い物袋を提げて歩き出した。

　茶色い毛玉生物が、後からひょこひょこ追いかけてきた。




　商店街を抜けると、二人は閑かん静せいな住宅街に入った。

　涼すずやかな沈ちん黙もくが、夜を支配していた。遠方に広がる大都会の輝かがやき。遠くから聞こえる微かすかな騒そう音おんが、界かい隈わいの静けさを一層助長している。遊斗は夜が好きだった。夜の匂におい。夜の静せい寂じやく。夜の輝き。中でも地球世界の夜は、彼のお気に入りの一つだった。だから夜空を見上げても満天の銀河を拝めなくなっていたことには、かなり落らく胆たんさせられてしまった。

「天使の輪」

　唐とう突とつに、美雪が呟つぶやいた。

　遊斗が「え？」と聞き返すと、彼女は小さなケーキ屋を指差した。

　店先には、幼い天使の人形が飾かざってあった。

「天使は、本当に頭に輪っかを浮うかべてるんですか？　あんな風に」

「ああ、あれは一昔前に流りゆう行こうした装飾品アクセサリーですよ。天使の中で、今もあんなの頭に付けてる奴やつはいません。いたらそいつは、間抜けか、異常者か、間抜けの異常者です」

「そうなんですか？　でも、どうして？」

「それは……」

　説明しかけて、遊斗はぶるるっと身体を震ふるわせた。

　天使達が頭の輪を外す原因となった、あのおぞましい悪夢を思い出したのだ。口にすることすら憚はばかられる、天使界を恐きよう怖ふのどん底に叩たたき落おとしたあの悲劇を。

「その、いろいろあったんです。つまり、ちょっとした事件が」

「はあ……」

「とにかく、今は誰だれも輪なんて付けてません。天国の連中もね」

「天国、ですか」

　美雪は遠い眼まな差ざしで、夜空を見上げた。

「あの、来海さんって堕天使なんですよね。天国から堕おちてきた天使……」

　彼女は不思議そうな顔をした。

「天国に帰れないんですか？　だって来海さん、空も飛べますし」

「空を飛べても、《糸》がないと天国には帰れないんです」

「糸？」

「俺達天使は、生まれながらに天国と繋つながってる《汎はん次元遊ゆう糸し》という糸を持ってるんです。天国は特殊な場所にあるんで、その糸を手た繰ぐっていかないと辿たどり着つけないんですよ」

　天国が宇宙のどこにあるのか、天使の誰だれ一人ひとりとしてその位置を正確には知らない。宇宙のどこかにありながら、宇宙のどこでもない場所に存在するのだ。特殊な力場に包まれているため下界からの発見は不可能で、天国に出入りできるのは《汎次元遊糸》を持つ天使のみ。それと、彼らが天国から垂らす糸に掴まることができた、一部の幸運な魂たましいと。

　天使は時折《釣つり堀ぼり》と呼ばれる蓮はす池いけから糸を垂らし、死者の魂を釣り上げる。これは天使の間で人気のレクリエーションで、天国では定期的に『大宇宙魂たま釣つり大会』なるイベントが開かい催さいされているほどだ。つまり善人が天国に行けるという思想は、完全な嘘うそなのである。ちなみに《日記帳》によると前回のチャンプは権天使ハミエルで、彼が釣り上げた八万二六四九個の魂のうち、七割が強ごう盗とうや殺人などを犯した犯罪者の魂だった。

「──で」

　と、遊斗は続けた。

「天使が《糸》を失うことを堕天と言うんですが、昔、ポポヌット期と呼ばれた時代になぜか《日記帳》から《愛の真理》に関する記述が削さく除じよされ──文章が失われた瞬しゆん間かんに、大勢の天使が《糸》を失って下界に堕ちたんです。俺もその時に堕ちました」

「どうして《愛の真理》を失うと、《糸》が切れるんですか？」

「それは俺にもうまく説明できません」

　歩きながら、彼は軽く肩をすくめた。

「ただ俺達の基本的な考えは、天地万物の本質は愛で、天使は愛の種族だから、《愛の真理》の喪そう失しつが《糸》の切断に関係してるってことです。だから失われた解答こたえを手に入れれば、《糸》が修復されて復天できるって解かい釈しやくなんですが……」

　虚うつろな夜空を見上げる。

「けど《真理》を失った理由に関しては、全くの謎なぞです」

　そちらの解釈は無数にあり、その解釈を巡めぐって現在、堕天使は大きく二つの派は閥ばつに分かれている──つまり神の試練と考える神従派と、単なる事故と捉とらえる自由主義派に。

「なんだか不思議な気分です」

　小さな声で、美雪は呟いた。

「私の妹が、その解答こたえを知ってるなんて」

「この宇宙のやることは、深しん淵えんで測り知れないんですよ」

「そうですか……」

　彼女は思案げに俯うつむいてから、顔を上げた。

「それで、来海さんも《愛の真理》を探してるんですね」

「その解答こたえが分かると、女の子を誘ゆう惑わくし放題ですからね」

　遊斗が答えると、少女はぷっと吹ふき出した。

「？　何がおかしいんです？」

「目の奥に『嘘』って書いてます」

「……？」

　遊斗は自分の目を見ようとしたが、自分の目で自分の目は見れないことに気がついた。

　美雪は澄すんだ眼差しで、儚げに微笑した。

「来海さんはもっと純じゆん粋すいな理由で、その解答こたえが知りたいんです。なんとなくですけど、私には〝見え〟てますから。来海さんは優しい人です。純粋な心を持ってます」

　こちらに注がれる、透とう明めいな眼差し──

　清らかな少女の、清らかな瞳ひとみ。

　その美しさに胸を打たれ、遊斗は夜空を見上げた。

「純粋な心、か……」

　遠い眼差しで、彼は静かに呟いた。

「そんなものは、遠い昔に色いろ褪あせちまったよ」

　頭上を覆おおう、暗黒の大宇宙。

　広大な夜空のどこにも、星の煌きらめきは見当たらなかった。
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「それじゃ、美み雪ゆきさん。また明日あした」

「おやすみなさい」

　竜りゆうに変身した遊ゆう斗とが、地を蹴けってふわりと夜空に舞まい上がる。

　翼つばさを広げて飛び去っていく彼を、美雪は地上から見送った。

　聞くところによると、天使の翼は反重力特性というものを持っているらしい。局所的に時空を膨ぼう張ちようさせ、引力に反発する万有斥せき力りよくを生み出すことができるのだ。そのため鳥のように羽ばたかなくても宙に浮かぶことができるし、翼を稼か動どうするための強きよう靱じんな筋肉も必要としない。天使が翼を動かすのは飛行の安定と姿勢の制せい御ぎよ、それと空を飛んでいる気分を満まん喫きつするためだという──後は、飛べない連中に見せつけて優ゆう越えつ感に浸ひたるため。

　美雪が見守るうちに、黄金の獣けものは滑なめらかな飛行で南の空に消えていく。彼が優越感に浸っているかどうかは定かでないが、その安定した優ゆう雅がな飛行を見て美雪は思った。

（今度空に誘さそわれたら、勇気を出して乗せてもらおう）

　高い所は苦手だが、彼と一いつ緒しよなら怖こわくない──という気がした。

　地上に視線を戻もどすと、電柱の陰かげからプルックがこちらを見ていた。

「おいで」

　美雪はその場にしゃがむと、手を差さし伸のべた。

　抱だき上げてみると、毛玉生物は驚おどろくほど軽かった。

「柔やわらかい……」

「ぷもも！」

　と、プルックが鳴いた。

　美雪はもう一度空を見上げた。藍あい色いろの天てん蓋がいに星ほし影かげはなく、竜の姿もない。彼女は夜空の彼方かなたに広がる世界に思いを馳はせた。堕だ天てん使し達は《愛の真理》を求め、今日も果てしない大宇宙を旅しているのだろうか。それを想像するのは、なんだかとてもロマンチックだ。

「私には、難しいことは分からないけど……」

　美雪は静かに、独り言を呟いた。

「来くる海みさんはいい人だ」

　おちゃらけて偽ぎ悪あく的に振ふる舞まっているのは、多分、自分の純粋さを他人に見せたくないからだ。天てん翔かにぶっきらぼうな態度を取るのも、ひねくれた愛情表現に違ちがいない。本当は妹のことを、しっかりと見守ってくれている──美雪には、それがはっきりと分かった。

「恋こいをするって、どんな感じだろうね」

　プルックの濡ぬれた大きな瞳を見つめる。

「私はまだ一度も恋をしたことがないけど、いつか誰かに恋をした時……その男性あいてが来海さんだったら、ちょっと素敵かもしれない……」

　言った途と端たん、美雪は我に返って赤面した。

（私、なんでこんなことを……）

　無性に恥はずかしくなり、彼女は頬ほおを熱くして玄げん関かんの鍵かぎを開けた。

　まだ天翔は帰っておらず、家の中は真っ暗だった。

「天ちゃんが帰ってくる前に、晩ご飯の支度しなくっちゃ」

　美雪はリビングに入ると、部屋の電気をつけた。

「──っ!?」

　途端、彼女は息を呑のんだ。

　リビングの隅すみに、三人の若い男女が立っていたのだ。まるで亡ぼう霊れいのように。しかも三人とも並外れた美び貌ぼうの持ち主で、背中に白い翼を生やしている。人間ではない──天使。

　突とつ然ぜんのことに唖あ然ぜんとしていると、中央にいた銀ぎん髪ぱつの美青年が眉まゆをひそめた。

「我々が、見えているのか？」

「この娘むすめには、非常識事象排斥ムツシング・意識触発信号シグナルが通じないようです」

　右側の天使が言った。左側の女性天使が、銀髪の天使を見る。

「どうしますか、ザフキエル様」

「見られたからには、放置できまい」

　ザフキエルと呼ばれた銀髪の天使が、冷たく答えた。

　その名前に心当たりはなかったが、遊斗の仲間ではなさそうだ。天翔を狙ねらう原理主義派の天使だろうか。美雪は逃にげ出そうとしたが、恐きよう怖ふに身体からだが凍こおりついて動けなかった。

「君が抱いているのは、プルックか……」

　ザフキエルが、ゆっくりと近づいてきた。

「ユトエルに助けを求めても無む駄だだ。レミエル──彼女の御み使つかいも通信型タイプで、しかも通信妨害ジヤミング能力を持っている。だからプルックの救難信号が、白馬の騎き士しに届くことはない」

　女性天使の肩かたに乗った大きな怪かい鳥ちようが、美しい音色で囀さえずった。

「無関係な君に手を出すつもりはなかったが……」

　銀髪の秀しゆう麗れいな青年天使が、目の前に立ちはだかった。

「織おり咲さき美雪を巻き込んだシナリオが、必要になったな」

「…………」

　プルックを抱だきしめたまま、美雪は後ずさりした。

　背中が壁かべにぶつかった。




　御み鷹たか駅を出た瞬間、見計らったかのようなタイミングで携けい帯たい電でん話わが鳴った。

　発信者は織咲美雪。帰りが遅おそいので、心配して電話をかけてきたようだ。

「もしもし。ごめんね、お姉ちゃん。遅くなって──」

『織咲天翔、だな』

　受話口の向こうから、聞き覚えのない男の声がした。

「……誰だれ？」

『私の名は、ザフキエル。ユトエルから聞いていると思うが』

「ザフ……？　ううん。ユート、言い忘れたのかも」

『フフ。相変わらず迂う闊かつなお人だ』

　電話の主は、低い声で苦笑した。

　遊斗のことをユトエルと呼ぶからには、相手は天使だろう。だがザフキエルという名に心当たりはなかった。そう言えば先程、『風恋人フレンド』で百ゆ合りがナントカという天使がどうとか言っていたが、天翔はパフェＤＸデラツクスを平らげるのに夢中で聞き流してしまったのである。

「あなた天使でしょ。あたしに何の用？」

『手て違ちがいがあって、君のお姉さんを預かっている』

「え？　どういうこと？」

『誘ゆう拐かいしたということだよ』

　手が震ふるえ、危うく電話を落としそうになった。

「な、何を──」

『落ち着いて聞くんだ。お姉さんに危害を加えるつもりはない。君が私の指示に従えば、無事に解放すると約束しよう。いいか、今も私の仲間が君を監かん視ししている。君は駅の北出口で、電話を左手に持ってコンビニの方を見ている──辺りを見回すんじゃない！』

　周囲を窺うかがおうとした時、声がそれを制した。

『君には大勢の守護天使が憑ついてるからな。彼らに助けを求めたり、何らかの合図を送ったらお姉さんの安全は保障できない。我々が疑ぎ惑わくを抱く不ふ審しんな行動も取らない方がいい』

「…………」

　いかに鈍どん感かんな天翔でも、電話の主が何者なのか察しがついた。

　授業初日の放課後に襲おそってきた天使だ。おそらく。

　恐怖と動どう揺ようで、指先の感覚が徐じよ々じよに失われていった。

「どうすればいいの？」

『まず友人と話しているように振舞え。緊きん張ちようした素そ振ぶりを見せると、守護天使達が怪あやしむからな。それからロータリーに停まっているタクシーに乗るんだ。そうだ、いま君が見ているタクシーだ。後は運転手の指示に従えばいい。彼も我々の仲間だ。乗車中もおかしな行動は取らない方がいいぞ。我々は天使だ。移動中も君を監視モニターできる。分かったな？』

　伝えるべきことを一方的に伝え、電話は切れた。

　天翔は携帯電話を握にぎりしめたまま、ロータリーの入口に停車するタクシーに近づいた。

　この車に乗り込んだら、もう相手の言いなりだ。地じ獄ごくの一丁目に連れて行かれても文句は言えない。背後をうろついているはずのプルック達に合図を送れないかと考えたが、監視モニターされているとしたら下手な危険は冒おかせなかった。天翔は観念して車内に乗り込んだ。

　タクシーが夜の街に走り出す。携帯電話を握りしめ、彼女は唇くちびるを噛かんだ。

（お姉ちゃん……）

　なぜこんなことになったのか、まだ状じよう況きようがよく呑み込めない。まさか美雪が拉ら致ちされるとは。しかし彼女にもプルックが一いつ匹ぴきついていたはずだが、遊斗に救難信号を送れなかったのだろうか。遊斗も偉えらそうなことを言っていた割には、ちっとも頼たよりにならない。おまけに監視モニターされているとなれば、携帯電話で百合や加か奈なに助けを求めることもできない。

　たった一人で、超ちよう常じよう的てきな力を持つ天使にどう立ち向かえばいいのか。

（お姉ちゃんまで人質に取られて、こんなの勝ち目ないじゃない！）

　どうすればいいのよ……と、天翔は頭を抱かかえた。

　だが確か、美雪を攫さらったのは手違いだと電話の男は言っていたか。

　とすれば、相手の言いなりになれば姉は助かるかもしれない。

（弱気になっちゃダメ！　とにかく、あたしが何とかしなきゃ！）

　恐きよう怖ふ心しんを抑え込み、彼女は決意した。と──

「お嬢じようちゃんが、噂うわさの《解答者》なのか？」

　運転手が軽い口調で話しかけてきた。

　バックミラーに映る顔は、意外に若かった。

「これはまた、随ずい分ぶんと可愛らしい神様だな」

「…………」

　天翔はミラー越ごしに運転手を睨にらんだ。

「そんな目で見ないでほしいね」

「あなたもあいつらの仲間なんでしょ。あの……サブタイトル？」

「ザフキエルだよ、お嬢ちゃん」

　ハンドルを操りながら、運転手は呑のん気きな笑い声を上げた。

「正確には仲間じゃないよ。俺はこの地球で生まれた半天使だからな。天使名もないし、翼も出ない。例の《日記帳》も持ってない。普ふ通つうの人間で、天国に行ったこともない」

　彼は顔写真入りの乗務員証を差し出してきた。

　奈な南み川かわ竜りゆう司じという名が記されていた。

「あなたのこと仲間って言ってたけど」

「君を運べと命じられただけさ。天国の連中は、俺達半天使にしてみりゃ文字通り雲の上の存在だからな。逆らえないのさ。けどこの件に関する限り、俺は中立だよ。だから君がユトエルの元に逃げ込みたいと言うなら、彼の所へ連れて行ってやることもできる」

　赤信号でタクシーは停車する。奈南川はミラー越しにこちらを見てきた。

「信じてないみたいだな」

「すぐには信じられないよ」

「そうだな。けどザフキエルの反乱は、どんな過程を辿たどろうといずれ鎮ちん圧あつされる。たった百人ぽっちで下界にいる堕天使を敵に回して、勝ち目なんてないからな。けど俺は、今回の騒さわぎに巻き込まれた被ひ害がい者しやなんだ。だから君に恩を売っておきたいってわけさ」

「…………」

　半天使という人間と天使の中間的存在のことは、遊斗から聞いたことがあった。天国の天使が下界に干かん渉しようするための手て駒ごまとして使役されることが多く、その立場は弱いという話だったか。奈南川も無理やりザフキエルの仲間にされたと言いたげな口調である。だから反乱が鎮圧された際には、情状酌しやく量りようを得るため天翔の力になりたいと考えているのだ。

　嘘うそを言っているとは思えなかった。だが確証はない。

「どうする？　行き先を変へん更こうしてもいいぞ」

「ダメ。お姉ちゃんを人質に取られたの」

「君も奴やつらの言いなりってわけか」

　信号が青になり、彼はアクセルを踏ふみ込んだ。

「お互たがいツイてないな」

　迷めい惑わくな天使どもだ、と奈南川は愚ぐ痴ちった。

　天翔も同感だった。
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　連接する民家の屋根伝いを、一匹の黒くろ猫ねこが疾しつ走そうしている。

　闇やみの中、アザゼルは焦しよう燥そうに駆かられて織咲邸ていを目指していた。

　最初に動きがあったのは、外がい郭かく防衛線だった。原理主義派の一勢力が、突とつ如じよ強きよう襲しゆうをかけてきたのだ。それとほぼ同時に、内ない郭かくの《解答者》守護隊と連れん絡らくが取れなくなった。強力な通信妨害ジヤミングで、監視団グリゴリが用いる地界通信が一部遮しや断だんされてしまったのである。偵てい察さつ分隊の報告によると、座天使レミエルが使役するバッグスという怪鳥が数匹ひき、市街地上空を飛び回っているという。その御使いが、妨害電波をばら撒まいているらしい。

　ザフキエル一派による攻こう勢せいだった。

（やられた……！）

　と、アザゼルは歯は噛がみした。

　攻こう撃げきは予測していたものの、これは予想を超こえる大規模な動きだ。こちらの監視の目をすり抜ぬけてこれだけの奇き襲しゆうができるとは、アザゼルも考えていなかった。ザフキエルの百名というのは単なる実働部隊で、背後には大おお掛がかりな敵対組織があるのかもしれない。

　それがどのような組織なのか見当もつかないが──

　今はザフキエルの攻撃を封ふうじることが先だった。

　薄うす闇やみの向こうに、織咲邸が見えてきた。

　意外にも界かい隈わいは静まり返っていた。嫌いやな予感がした。激しい戦せん闘とうが行われていた方が、まだ安あん堵どできただろう。この静せい寂じやくは、全すべてが手て遅おくれだと物語っているのではないか。

「…………」

　織咲邸の屋根に飛び移り、アザゼルは周囲を窺った。

　戦闘の形けい跡せきはどこにもなかった。これは妙みようなことだ。《解答者》に憑ついているのは強力な守護天使団なので、仮に不意打ちを受けても簡単に潰かい滅めつするとは考えられないが。

（ということは、《解答者》はまだ帰宅してないということか……）

　だが織咲邸を見張る別働隊の姿がないのは、なぜだろう。

「ニャアオ！」

　アザゼルは猫の声で合図を送ってみた。

　だがそれは夜空に虚むなしい音の波は紋もんを広げただけで、どこからも返事はなかった。

　誰とも連絡が取れない。こんな時に御み使つかいでもいれば便利なのだが、アザゼルは御使いを使役していなかった。彼が従える配下の堕天使が、御使いのような存在だからである。

　その時、視界にあるものが飛び込んできた。

　一匹の三み毛け猫ねこが、路上に倒たおれていた。

「ロフィエル！」

　アザゼルは屋根から飛び降りると、傷だらけの三毛猫に駆け寄った。死んでいないのは一目で分かった。天使は絶命すると霊れい質しつ化し、この物質宇宙から消しよう滅めつするからだ。

（止めを刺ささなかった？　いや……）

　彼は舌打ちした。

（罠わなか！）

　突とつ如じよ、輝かがやく数辞の群れが周囲で格子を組んだ。数式によって秩ちつ序じよ化された数辞の羅ら列れつが、現実世界に影えい響きよう力を行使──物質化した長大な不等式となって、青白い檻おりを形成する。

　アザゼルは無言で宙を仰あおいだ。空中には、五人の天使が翼つばさを広げて浮うかんでいた。

「たわいのないことよ。監視団グリゴリの長おさ、アザゼル」

　ザフキエルの手下らしき天使達が、勝かち誇ほこった。

「惨みじめに堕だ落らくしたお前には、その姿がお似合いだ」

「我らが編んだ局所結界、お前には破れまい」

「時の終わりまで、無力な猫として生きるがいい」

　頭上から、嘲あざけりの言葉を投げつけてくる。

「……天国の連中は、よく吠ほえるな」

　呟つぶやいて、アザゼルは自分を囲む不等式の檻を眺ながめた。

　数辞は本来無力な存在で、それ単体では世界に何の影響も与あたえない。だが世界の枠わく組ぐみを構成する《無茶すんなよ数式》を用いて体系化することで、術者の願望を実現する物理力を備えるのだ。つまり数辞が魔ま力りよくとしたら、数式はそれを魔ま術じゆつ化する呪じゆ文もんと言えよう。

　光り輝く格子はいかにも堅けん牢ろうで、容易に破れそうになかった。

　だが彼らは、分かっていないようだ──自分達が誰だれを相手にしているのか。

　静かな怒いかりを込めて、アザゼルは囁ささやいた。

「正せい弦げん定理サインΩオメガ、煉れん獄ごくの波は濤とうよ」

　次の瞬しゆん間かん。

　黒猫の身体からだから、爆ばく発はつ的てきな熱衝しよう撃げき波はが放たれた。壮そう絶ぜつな破は壊かい力を秘めた炎ほのおの波動が、光の檻を呆あつ気けなく粉ふん砕さいする。薄うすっぺらいガラスのように、結界は粉々に砕くだけ散ちっていく。

　数式の破片が、炎の尾おを引いて宙に舞まった。意味を失った数辞の残ざん骸がいが、夜闇に光の弧こを描えがいて消えていく。路上が火の海と化した。燃えて、揺ゆれて、焦こげている。そして──

　赤々と夜を染める業火の中から、黒い仔こ猫ねこはゆっくりと進み出た。

「馬ば鹿かな……！」

　反乱天使達が、動どう揺ようした。

「お前は一体……!?」

「我々と同じ座天使が、なぜそんな力を……!?」

「僕が、君らと同じだと？」

　真紅の炎を背に、黒猫は歩み続けた。

「違ちがうんだよ、俺は。貴様らとはな」

　ゆっくりと、姿を変えていく──天使形態アストラル・フエイズへ。肉体が人型の輪りん郭かくを描き出し、その背から威い風ふう堂どう々どうたる翼が伸のびる。そして堕天使を示す赤い瞳ひとみと、燃えるような赤い髪かみ。

　長身の麗うるわしい天使となって、アザゼルは宙に浮かび上がった。

「忠告してやろう。貴様らは、二度と天国には戻もどれない」

「くっ！」

　反乱天使達が、一いつ斉せいに飛び掛かかってきた。

　アザゼルは身を翻ひるがえすと、手刀を放って一人を地面に叩たたき落した。

「天国を失った天使は、地じ獄ごくに堕おちるしかない」

　鋭するどい動きで、的確に波状攻撃をかわしていく。

「そして俺達にとって、この下界こそが真の地獄なのだよ」

　静かに語りかけながら、アザゼルは三人、四人と敵を撃げき墜ついしていった。

　最後に残った天使は、背を向けて逃にげ出そうとした。が──

　アザゼルは素早く回り込むと、相手の首を鷲わし掴づかみにした。

「ザフキエルはどこにいる？　吐はけば、贖しよく罪ざいのチャンスをやろう」
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　その天使から敵主力部隊の位置を聞き出すのは、難しくなかった。

　彼が白状したザフキエルの居所は、冗じよう談だんみたいな場所だった。

「結局、無む駄だに走り回っただけかよ！」

　黒猫に戻ったアザゼルは、民家の屋根伝いに夜の街を疾走した。
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　結局、無駄に走り回った末に辿り着いた先は、深ふか美み学がく園えん高こう校こうの正門前だった。

　御鷹駅からタクシーを使えば二十分足らずで着くところを、たっぷり一時間もかけたことになる。なぜこんな遠回りをしたのかと聞くと、ザフキエルの指示だと奈南川は教えてくれた。天翔に張りついている守護天使団を攪かく乱らんする必要があったらしい。車外では、守護天使と反乱天使の間で激しい暗あん闘とうがあったようだ。彼女は全く気づかなかったが。

　一方車内では、天翔は奈南川と意気投合するに至っていた。身勝手な天使達の騒そう乱らんに巻き込まれた被害者意識から、二人はすっかり仲良くなったのである。

　だから目的地に着いた時、奈南川は自分の立場を超えて天翔の身を案じてくれた。

「連れてきた俺が言うのも変だが、行けば殺されるぞ」

「でも行かなきゃ、お姉ちゃんが殺されちゃうし」

　天翔は薄闇に浮かぶ校舎を見上げた。

「言う通りにすれば、お姉ちゃんは助けてくれるって言ってたの」

「それはつまり、君を殺すって意味だぞ。いいのか？」

「……いいも悪いもないよ」

　静かな口調で、彼女は答えた。

「あたしね、ドジで不器用で何もできない子だけど、お姉ちゃんがいたから今日までやってこれたの。辛つらいことや悲しいことがいっぱいあったけど、お姉ちゃんがいたから明るく元気にやってこれたの。だけどお姉ちゃんは、あたしのためにいろんなことを犠ぎ牲せいにしてきた。あたしのためにいろんなことを諦あきらめなきゃいけなかった。辛い時も悲しい時も、弱音を吐かず、愚痴一つこぼさず、お姉ちゃんはいつもあたしを支えてくれた……」

　優しく微笑ほほえむ美雪の顔が、浮かんできた。

「だからね、あたしはお姉ちゃんを裏切っちゃいけないの。何があっても、お姉ちゃんだけは裏切っちゃいけないの」

　振ふり返かえり、天翔はにっこりと笑った。

「だから行かなくっちゃ。だって世界で一番大切な人だもん」

「…………」

「大だい丈じよう夫ぶ。ユートが助けに来てくれるって信じてるし」

　それに──と続けながら、正門を乗のり越こえる。

「好きな人に告白するまでは、死ぬつもりもないしね」

「強いんだな、君は」

「うん！」

　彼女は軽くガッツポーズを取った。

「じゃあね、おじさん。結構楽しかったよ」

「おじさんはないだろ。まだ二十七なのに」

　奈南川は頭を掻かいて苦笑した。

「俺が一いつ緒しよに行ってやりゃいいんだが、余計な真ま似ねするとお姉さんが危ないしな」

「いいの。気にしないで」

「無理するなよ。それと、いつか俺にも《愛の真理》ってやつを教えてくれ」

「うん。ありがとう」

　天翔はバイバイと手を振ると、闇やみの中を走り出した。

　さて──

（お姉ちゃん、どこにいるのかな？）

　駆かけながら、人気のないグラウンドに視線を巡めぐらす。

　学校に着いたら誘ゆう拐かい犯から電話があると思ったのに、連れん絡らくしてくる気配はない。

（自分で探せってことかしら？）

　この暗くら闇やみのどこかで、美雪が怯おびえて震ふるえている──とは思わなかった。見た目は繊せん細さいで気弱そうな少女だが、実際は天翔よりも肝きもが太い。そしてどんな時も、妹のことを気にかける心優しい姉なのだ。今も自分のことより天翔の心配をしているに違いない。

　と、視界の隅すみで何かが動いた。

　グラウンドの向こう、東館の辺りだ。

（あっちね……）

　恐きよう怖ふを押し殺し、天翔は慎しん重ちように歩いて行った。

　東館というのは敷しき地ちの東側にあるからそう名づけられているわけだが、学生は普ふ通つう、体育館と呼んでいる。三階建て校舎の二階部分が、体育館になっているのだ。一階は柔じゆう道どう場や剣けん道どう場、更こう衣い室が占しめており、吹ふき抜ぬけになった三階には観客席が設けられている。

　ザフキエルが待っているとしたら、広い体育館だろう──と、天翔は見当をつけた。

　用心深く二階に上がり、薄開きのドアから中を覗のぞき込む。

　体育館は真っ暗で何も見えなかった。

　この暗闇へ踏ふみ込むのは、いくらなんでも無む謀ぼうすぎる。

「そうだ。電気をつけりゃいいんだ」

　恐きよう怖ふ心しんを誤ご魔ま化かすため、天翔は声に出して言った。

　恐おそる恐る闇の中に手を伸ばし、彼女は入口付近の壁かべにあるスイッチを探った。いきなり腕うでを掴つかまれ暗闇に引っ張り込まれるという、ホラー映画的な展開が脳裏をよぎった。

「こんなのでビビらせようったって無駄よ！　ちっとも怖こわくないもん！」

　語気を強めて、天翔は言った。

　美しいまでの虚きよ勢せいだった。

　その証しよう拠こに彼女の腰こしは完全に引けていた。万一に備え、左手でドアノブを握にぎりしめる。

　だが実際のところ、こんな用心は全く意味がなかった。相手は絶大な力を持つ天使である。本気で襲おそってきたら、非力な人間の天翔など抵てい抗こう一つできないだろう。そんなことは百も承知だが、それでも用心してしまうのが人間の生存本能というやつである。

（うう……怖いよお、お姉ちゃん……）

　逃げ出したい衝しよう動どうを必死で堪こらえ、彼女は虚こ空くうに腕を彷徨さまよわせた。

　闇を探たん索さくしていた指先が、ようやくスイッチを探り当てた。

　電気がつく。真っ先に目に飛び込んできたのは──

「お姉ちゃん！」

　縄なわで縛しばられ、体育館の中央に座り込む姉の姿だった。

　彼女の脇わきにはプルックが四匹ひき、一まとめに縛られていた。天翔より先に捕つかまっているのだから、護衛役が聞いて呆あきれる。四匹ともぐったりと気を失っていた。

「待って！　すぐ助けてあげるから！」

　駆け寄った天翔は、姉の縄を解きにかかった。

　縄で縛られた美雪の姿には、痛々しさよりも淫いん靡びさが漂ただよっていた。姉のような儚はかなげな美少女が、セーラー服姿で緊きん縛ばくされている様子はどう見ても猥わい褻せつである。

　猿さる轡ぐつわを咬かまされた美雪が、むーむーと何か言っていた。

　エッチな目で見るな、ということではなさそうだが。

「急かさないでよ。すごく固いんだから」

　結び目がきつくて、なかなか緩ゆるめることができない。こんなにきつく縛ったら解けないじゃない──と天翔は愚ぐ痴ちをこぼしたが、そのためにきつく縛っているのだ。

　と、美雪が首を振って何か訴うつたえてきた。

「え？　何？」

「むー、むー」

　苛いら立だたしげに、姉が身体からだを左右に揺らす。天翔はしばし考え込み、ようやく猿轡を外せばいいことに気がついた。こちらは簡単に外れた。

「お姉ちゃん、なに言ってるの？」

「……こっちへ……」

「うん。来たよ」

「来ちゃダメって、言いたかったの」

　美雪は悲しげに眉まゆ尻じりを下げた。

　顔を上げると、物もの凄すごい数の天使が二人を囲んでいた。




　頭上の観客席や宙に浮うかんでいる者も含ふくめれば、百人はいるかもしれない。

　さっきまで姿が見えなかったのは、非常識事象排斥ムツシング・意識触発信号シグナルを発していたからか。全員が一いつ斉せいに信号を止めたので、天翔にも視認できるようになったのだ。

　あわわ……と驚おどろいた天翔は慌あわてて逃げ出そうとしたが、完全に包囲されていた。

　壮そう絶ぜつな眺ながめだった。翼つばさを生やした美男美女の群れが、体育館を幻げん想そう世界に変えている──超ちよう現実の光景。ただこれだけの天使に囲まれると、さすがに腰が抜けそうになったが。

　姉の身体を抱だきしめて、天翔は正面に立つ銀ぎん髪ぱつの美青年を見つめた。

「あなたが、サブイギャル？」

「ザフキエルだよ、織咲天翔」

「や、約束通り来たわよ！　お姉ちゃんを解放して！」

「目的を果たせば、織咲美雪は解放すると約束しよう」

「何よ、目的って？」

「《愛の真理》を封ふうじること」

「……どうして？」

「宇宙にとって危険だからだ」

　ザフキエルは柔やわらかな物もの腰ごしで答えてきた。

「愛とは天地万物の本質──そして君は、この宇宙の真理を語る《最終解答者》だ。君は神しか知らぬ宇宙の秘密を知る者だ。故に君が《愛の真理》を語れば、君を神と崇あがめる者も出てくるだろう。だが我々は、ちっぽけな人間の娘むすめを神の座に就つかせるわけにはいかないのだよ。それはこの宇宙にとって危険極まりないことだからだ。分かるかね？」

　よく分からなかった。

「全能ならぬ君に、真理の重みは理解できまい。もし君が〝愛とは何か？〟を語れば、人は労せずに愛の解答こたえを知ることになる。そうやって手に入れた《愛の真理》にどれだけの価値があるというのだ？　愛の解答こたえは誰だれかに教わるものではなく、己の人生の中から見出してこそ価値あるものになると私は思う。神ならぬ君が真理を口にし、〝愛とは何か？〟の問いに正解を与あたえれば、愛の価値を損ね、多様な愛の形を否定することになるのだよ」

　ザフキエルは淡たん々たんと言葉を紡つむぐ。

「愛に正解も不正解もない。愛には様々な形があり、あらゆる愛が愛なのだ。愛とは何か──自分の信じたい愛の形を信じればいいではないか。《愛の真理》は他人から教わるものではない。悩なやみ、傷つき、苦しみながら、自分達の力でその意味を悟さとってこそ、愛は美しく、掛かけ替がえのないものとなるのではないか。少なくとも私はそう信じている」

「…………」

　彼の言っていることは、間ま違ちがってない──という気がした。

「だから妹を殺すの？」

　美雪が尋たずねた。普ふ段だんの彼女からは想像もできない、強い眼まな差ざしで。

「ただ殺すだけなら、こんな回りくどいことはしない」

　銀髪の美天使は、こちらに視線を滑すべらせてきた。

「織咲天翔。君に尋ねたいことがある」

「何？」

「君は神か？」

「……は？」

　質問の意味が、すぐには理解できなかった。

「《愛の真理》を語ること──それが許されるのは、唯ゆい一いつ、この宇宙を創り給うた神のみだ。天使が人に化けるように、神も人に化けて我々の目を欺あざむいている可能性を私は否定できない。我々は本質的に人間の君を神にするわけにはいかないが、もし君が本質的に全能の神なら、我々は神の下僕たる天使として君の言葉を崇めよう。我々は傲ごう慢まんな原理主義者ではない。真の神のみを崇める誇ほこり高たかき天使だ。いま一度問う。君は擬ぎ人じん化した神か？」

　呆あつ気けに取られて、天翔は口をパクパクさせた。

　冗じよう談だんで尋ねているわけではなさそうだった。

（神じゃないって言ったら、あたしを殺すわけよね）

　ということは容易に想像できた。

（ど、どうしよ？　どうすればいいの？）

　この天使達は、神以外に《愛の真理》を語ることは許さないと言っているのだ。

　だが宇宙を創造した真の神なら、天使として服従するとも言っているわけか……

　となると、選せん択たくの余地はなかった。

「そうよ！　あたしは神よ！」

　破れかぶれになって、天翔は胸を張った。

「跪ひざまずけ、天使ども！　あたしを崇めよ！　あと賛美歌とか歌え！」

「……て、天ちゃん……」

　傍そばで美雪が呻うめき声ごえを上げる。なぜか顔が真っ赤だ。

　だがザフキエル達は、全くの無表情だった。冷静な口調で、

「証拠を示していただけますか？」

「……へ？　何の？」

「あなたが神である証拠です」

「どうやって？」

「簡単ですよ」

　銀髪の天使は小さく呟つぶやくと、右手に白銀の剣けんを生み出した。

　驚いて、天翔は身を引いた。

「ちょっと。どうする気？」

「全能の神なら、我々の力では殺せないはず。あなたが真の神なら、この行こう為いは堕だ天てんに値する冒ぼう涜とくだが……死なないという事実によって、神であることを証明していただきたい」

「はあっ!?」

　彼女は絶句した──死ぬに決まってるじゃない！

　剣を手に、ザフキエルが歩み寄ってきた。天翔は逃にげ出そうとしたが、百人の天使が周りを囲んでいる。しかも相手は空も飛べるのだ。人類最速の男でも逃げ切れないだろう。

　銀髪の美しい天使が、足音で死の旋せん律りつを奏でながら近づいてくる。

　逃げ場のない天翔は、あたふたと取り乱した。

　振ふり上げられた剣が、残ざん酷こくに煌きらめいた。

「わわっ！　ちょっと待──」

　白はく刃じんが、弧こを描えがいて降ってきた。

　瞬しゆん間かん、天翔の意識は宙に舞まった。

　これは死んだ、と彼女は思った。絶対死んだ。確実に死んだ。まだキスしたこともないのに。男の子と手を握ったことさえないのに。ひどい、ひど過ぎる。真ま山やまくんに告白しないまま死んじゃうなんて。しかも神様に勘かん違ちがいされて天使に斬きられるなんて。なんでこんなことになっちゃうのよ。世界一の占うらない師しでも予言できない死に方だ。前代未聞の殺され方だ。ロミオとジュリエットも腰を抜ぬかす悲劇なのに、この音は何？　何が爆ばく発はつしたの？

「……？」

　恐おそる恐る目を開けると、周囲で木片が踊おどっていた。

　ザフキエルが、こちらを見上げている。

　宙に、浮かんでいた。

　天翔は振り向いた。

　そこには、圧あつ倒とう的てきな存在感を誇る黄金の竜りゆうがいた。




　　　　＊




　床ゆか下したから派手に飛び出したユトエルは、両りよう脇わきに織咲姉妹を抱かかえて空中で静止した。

　百人の反乱天使が、一斉に戦せん闘とう態勢に入った。全員が華か麗れいな座天使である──上級三隊の第三位に位置するエリートで、その中でも彼らは精せい鋭えいだろう。レミエルやスフィエルなど見覚えのある女性天使の顔もあったが、今は再会を喜び合う空気ではなかった。

「遅おそいよ、ユート！」

　天翔が泣きそうな顔で、ぽかぽかと殴なぐってきた。

　視線で敵を牽けん制せいしつつ、ユトエルはにやりと笑った。

「ドラマチックに登場した方が、カッコいいだろ」

「もう！　ぶん殴ってあげたいけど、でも許しちゃう」

「俺も殴ってやりてえよ。お前ってホント世話の焼ける女だぜ」

　言いながら、彼は視線を落とした。銀髪の青年天使がこちらを見上げていた。

「お久しぶりです、ユトエル」

「お前が、ええっと……サブタイトル？」

　軽けい薄はくな口調で、ユトエルは言った。

「顔を見たら思い出すと思ったんだが、やっぱ覚えてねえわ」

「フフ。相変わらず愉ゆ快かいな人だ。なぜここが分かったんです？」

「それはオイラ達のおかげさ！」

　床ゆかに転がっていた四匹ひきのプルックが、ぴょんと器用に起き上がった。

「気絶するフリをして、殿でん下かに信号を送ってたのさ！」

「オイラ達には対通信妨害ジヤミング用特とく殊しゆ信号シグナルがあるからね！　名づけて夕ゆう張ばりメロン信号！」

「やっぱ夕張メロンは品モ質ノが違ちがうね！　まさにキング・オブ・デザート！」

「ぷも、ぷも！」

　四匹一いつ緒しよに縛しばられながら、プルック達は威い勢せいよく声を張る。

「へへん、気づかなかっただろ！　ノーベル主演男優賞並の名演技だぜぃ！」

「馬ば鹿か。ノーベル賞に映画部門なんてないだろ」

「どうしてアカデミー賞って言わなかったのさ」

「ぷもも！」

「うるさいな！　とにかく、お前達に捕つかまったのも全部演技なのさ！」

「ホントは戦っても勝ち目ないから降参したんだけどね」

「余計なこと言うなって！　さあ、縄なわを解いて殿下を援えん護ごするぞ！」

「でも結び目が数式でロックされてて解けないよ」

「力で解けなきゃ、頭を使って解かいを出せばいいだろ」

「押してダメなら引いてみろってやつだね」

「おいおい。物理的に引っ張ってどうすんだよ、馬鹿」

「あ、こら！　どこ行くんだ？」

「違う違う、そっちじゃない！　戻もどれってオイラ達！」

「あ～れ～！」

　プルック達は口々に喚わめきながら、千鳥足でドアの向こうに消えていく。

　一いつ拍ぱく置いて、階段を転げ落ちる音と悲鳴が聞こえた。

「…………」

　凍いてつく沈ちん黙もくが、体育館を満たした。

　その場にいる全員から非難されている気がして、ユトエルはばつの悪い思いをした。

「ええっと、何の話だっけ？」

「全宇宙の存亡に関わる話です」

　ザフキエルが、静かに口を開いた。

「その娘を渡わたしてください、ユトエル。この状じよう況きようであなたに勝ち目はありませんよ」

「命惜おしさに女を差し出すほど、俺は軽薄な男じゃないぜ」

「その娘の持つ解答こたえが宇宙にとってどれだけ危険か、それが分からないあなたではないでしょう。天地万物の本質──《愛の真理》を示すことは、この宇宙に神を創り出すことです。しかもその神はこの宇宙を創造した真の神ではなく、偽いつわりの神だ。我々が求める神の姿ではない。あなたはちっぽけな人間を神とし、彼女に全宇宙を支配させる気ですか？」

「こいつは神じゃない。ただの《解答者》だよ」

「たとえ彼女が《解答者》であっても、《愛の真理》など口に出すべきではありません。愛には定義がなく、その真理が誰にも分からないから、様々な愛の形があるのです。愛とは何か──人それぞれの解答こたえがあっていいじゃないですか。一人一人が自分で考え、自分の力でその意味を探し、自分なりの解答こたえを出せばいいじゃないですか。安易な方法で解答こたえを求めるべきではありません。誘ゆう惑わくに負けて、パンドラの箱を開けてはならないのです」

「箱があったら、開けたくなるのが人情ってもんだぜ」

　真しん摯しなザフキエルに対し、ユトエルの口調は軽かった。

「俺は《真理》を知りたいね。解答こたえが分かったら、女の子を口説き放題だしな」

「《愛の真理》は、言葉で語るものではなく、心で感じるものです」

「愛ってのは、言葉にしなきゃ相手に伝わらないもんだぜ」

　黄金の獣けものは、フンと鼻で笑った。

「いつまで御ご託たくを並べる気だ？　女が欲しけりゃ力で奪うばえよ」

「では、そうしましょう」

　剣を構え、ザフキエルが飛ひ翔しようした。

　ユトエルは尻尾しつぽを振って彼を後退させると、翼つばさを広げて上じよう昇しようした。天てん井じようを突つき破やぶって広い屋外に出ようとしたが、頭上で数人の天使が数式結界を展開させ待ち構えている。強引に突とつ破ぱできなくはなかったが、強行すれば二人の少女が無事では済まない。

（無理はできねえか！）

　ユトエルは方向転てん換かんすると、前方の舞ぶ台たいに向かって飛翔した。当然、そちらにも別の天使が待機している。彼は炎ほのおを吐はいて敵を追おい払はらうと、突とつ進しんしてきた三人を蹴けり飛ばした。

　が、その間に前方でも結界が張られてしまう。

　さらに左右、後方、床下にも次々と青白い数式の網あみが張はり巡めぐらされた。

「逃げられませんよ、ユトエル」

　特に勝かち誇ほこるでもなく、ザフキエルは穏おだやかに言った。

「この結界、貴方あなたに突破できても人間には耐たえられない。肉体が粉々になるでしょう」

「力場フィールドを張れば、そこまでひどいことにはならないさ」

　ユトエルが虚きよ勢せいを張ると、織咲姉妹が揃そろって不安そうな顔をした。

「分かってるよ。そんな無茶するわけないだろ」

　周囲に展開しているのは、数十人の座天使が束になって作り上げた強力な防ぼう壁へきだ。術者の願望を世界に媒ばい介かいする数辞が、展開された数式によって魔ま術じゆつ化──物理的な壁かべとなって体育館を囲んでいる。たとえ力場フィールドを張ったとしても、無理に突っ切れば相当な負荷があるだろう。その衝しよう撃げきに、こんな華きや奢しやな少女達が耐えられるとは思えなかった。

（さて、どうするか……）

　進しん退たい窮きわまって考えあぐねていると、天翔が囁ささやいてきた。

「もしダメそうだったら、あたしが何とかするから」

「お前にどうにかできるとは思えんがな」

「あの人達は、あたしを殺したいわけでしょ。だから……」

「…………」

　視線だけを動かし、ユトエルは少女を見やった。

　自分が犠ぎ牲せいになって二人を助ける、というつもりらしい。天翔の瞳ひとみにいつものあどけなさはなく、強い覚かく悟ごと揺ゆるぎない決意の光に満ちていた。脆ぜい弱じやくな人間が稀まれに見せる、刹せつ那な的な生命の輝かがやき。細い身体からだは死の恐きよう怖ふに震ふるえていたが、凜りんとした表情に迷いはなかった。

（ふうん。こいつにも、こんな顔ができるのか）

　それはちょっとばかり新しん鮮せんな驚おどろきだった。

　いじらしい少女の姿に、ユトエルは保護欲よくを掻かき立てられた。

　この娘こを守ってやりたい、と本気で思った。

「お前ってホント、馬鹿で間ま抜ぬけで頭の悪い女だよ」

「何よ！　あたしは、ただ！」

「いいか、一つ教えてやる」

　少女の言葉を遮さえぎって、ユトエルは咆ほえた。

「お前に憑ついてるのはな、最強の守護天使なんだよ！」

　素早く数式を組み立て、閃せん光こうの衝しよう撃げき波はを周囲に放つ。

　彼は翼を広げると、二人の少女を抱えて飛翔した。

「あいつらには、指一本触ふれさせねえよ！」

「愚おろかな選せん択たくです、ユトエル」

　ザフキエルの合図と共に、反乱天使達が襲おそってきた。




「方程式１２９８、華はなやかな雷いかずちの円ワ舞ル曲ツ！」

　世界を構成する一二九八番目の方程式を虚こ空くうに描えがき出し、数辞を配列──

　数式が解かいを結んだ瞬しゆん間かん、白光の稲いな妻ずまが降り注いだ。虚空を迸ほとばしる雷らい霆ていが、周囲に群がる天使を次々に叩たたき堕おとしていく。両脇に織咲姉妹を抱え、ユトエルは続けて火か炎えんを吐いた。

　凄すさまじい攻こう防ぼうが、体育館で繰くり広ひろげられた。

　彼とすれば自由に動ける屋外に戦場を移動させたかったが、結界が邪じや魔まで外へ脱だつ出しゆつすることはできない。しかし限定された空間での戦闘は、必ずしも彼に不利だったわけではなかった。反乱天使達も思うように身動きが取れず、同士討ちを恐れてまともに攻こう撃げきできない有様だったのだ。それに比べれば、ユトエルの方が遥はるかに自由度は高かった。でたらめに攻撃しても誰だれかに命中するという具合で、数分後には二十人近くを床に沈しずめていた。

（しかし、数が多いな）

　天井付近まで上昇し、彼は凄せい惨さんな館内を見み渡わたした。まだ八十人程の天使が、周囲を浮ふ遊ゆうしている。形勢逆転とは、とても言えない。むしろ数が減ればそれだけ敵は行動の自由を得ることになり、攻撃は苛か烈れつさを増す──結局、戦況が好転することはなさそうだ。

　と、強張った天翔の声がした。

「ねえ、どうするの!?」

「決まってるだろ！　全員ぶちのめす！」

　撃うち上げられた光こう弾だんを左にかわし、ユトエルは下し方たに向けて火炎を吐いた。格下の座天使一人では防ぎ切れないこちらの攻撃も、集団で仲良く防いでくるので厄やつ介かい極まりない。

（打だ撃げき力りよく不足かよ、くそ！）

　数人掛がかりで炎が打ち消されるのを見て、ユトエルは舌打ちした。

　時間制限付きとは言え、天使形態アストラル・フエイズで戦った方が攻撃力が増すことは確かだ。しかし瑞獣形態ゴースト・フエイズの方が図体が大きいので、身体を盾たてにして姉妹を守ることができる。実際、幾いく度どか攻撃を浴びて彼の身体は傷だらけだった。敵を殲せん滅めつできても、《解答者》を守れなかったら意味がない。か弱い少女達を守るには、防ぼう御ぎよを優先するしかなかった。

「さすがですね、ユトエル」

　剣けんを手に、ザフキエルが戦せん闘とうに割り込んできた。

「しかし、ただの悪あがきです」

「ちいっ！」

　放たれた剣打を、ユトエルは足の鉤かぎ爪づめで受け止めた。織咲姉妹を抱かかえているので、手は塞ふさがっていて使えない。彼は左右の足を交こう互ごに出して、斬撃の雨を鉤爪で防いでいった。

「お前さ、集団で一人を攻せめて、『俺達って卑ひ怯きよう～』って思わないわけ？」

「この期に及およんで、戯たわ言ごとか！」

　ザフキエルが白はく刃じんを一いつ閃せんする。

　ユトエルはそれを右みぎ肩かたで受けると、尻尾で彼を殴なぐり飛とばした。

　と、今度は一人の女性天使が剣を振ふり上げ飛び込んできた。

　レミエル。刃は先さきが青白い閃光を描き出す。

　とっさに、ユトエルは口で刀身をくわえ込んだ。

（くっ──！）

　間かん一いつ髪ぱつ。だが、もう逃のがれる術はない。

　歯が軋きしむ。刃はが食い込んでくる。徐じよ々じよに力を込めながら、レミエルが冷たく言った。

「さようなら、偉い大だいなる智天使ユトエル」

「──っ!?」

　その時、視界の隅すみに影かげが映った。剣の切っ先を向け、ザフキエルが飛翔してくる。

　狙ねらいは……

　天翔だ！

（くそっ！）

　ユトエルは彼女を守ろうとしたが、レミエルの剣が動きを封ふうじている。

　守れない。

　銀ぎん髪ぱつ天使が、白刃を旋せん回かいさせた。

「織咲天翔、覚悟！」

　強きよう烈れつな剣撃が、放たれる！

　悲鳴が聞こえた──天翔の声と、美雪の声。

　弧こを描く白い軌き跡せきを、ユトエルは成す術なく見守ることしかできなかった。

　守れない。その事実に、魂たましいを砕くだかれるような衝撃を覚える。

　天翔が目を閉じた。冷たい刃が、長い髪かみの一ひと房ふさを宙に散らした。

　その時である──

　派手な轟ごう音おんが、体育館に鳴なり響ひびいたのは。

（……な、何だ？）

　何が起こったのか、ユトエルはすぐに理解できなかった。反乱天使が一人残らず、翼を失って床ゆかに叩きつけられたのだ。轟音の正体は、彼らの墜つい落らくした音だった。

　ザフキエルとレミエルも、翼を失って床に落ちる。

　二人は空になった両手を呆ぼう然ぜんと見下ろした。

「こ、これは……？」

　この時になってようやく、ユトエルは事態を察した。

　こみ上げてくる笑いを、抑おさえることができなかった。

「はっはっはっ。天国に捨てられたな」

　げらげら笑いながら、彼は着地した。

「分からないのか？　堕だ天てんしたんだよ、お前ら」

　教えてやる必要はなかったかもしれない。有名な現象なので天使なら皆みんな知っていることだし、天国の天使なら誰もが恐おそれている事態だ。いつ、どんなタイミングで、どんな理由で堕天が起きるか、それは誰にも分からず、それ故に恐ろしく、防ぐこともできず──

　百人の天使は突とつ然ぜんの悪夢にショックを受け、立ち上がることもできず青ざめている。

　ザフキエルも力なく項うな垂だれ、彼の肩かたは小刻みに震えていた。

　かつて同じように理り不ふ尽じんな堕天を経験したユトエルは、さすがに憐れん憫びんを覚えた。

「何も泣くこたねえだろ。そんな落ち込むなって。下界も悪くないぜ」

「……く、くく……」

　ザフキエルが、呻うめき声ごえを漏もらした。

　嗚お咽えつ、ではない。笑っているのだ。

　顔を上げた銀髪天使の表情には、無上の歓かん喜きがあった。

「堕天した！　はははっ、私は堕天したぞ！」

「ショックなのは分かるが、落ち着け。お茶でも買ってこようか？」

「分からないのか、ユトエル!?　まだ分からないのか!?」

　目を見開き、ザフキエルは狂きよう人じんじみた哄こう笑しようを発する。

「こんな素晴らしいことはないだろ!?」

「俺はそう思うが、そっちはどうかな？」

「その娘を殺そうとして、我々は堕天したのだぞ！」

　悲ひ壮そう感に包まれていた他の天使達も、何かを悟さとって顔を上げ始めた。

「人間の娘を殺そうとしたぐらいで堕天するわけがない！　神だよ、ユトエル！　その娘は神なんだ！　この宇宙の創造主だ！　神に刃を向けたから、我々は堕天したのだ！」

「おおっ、我らはついに真の神に出会ったのだ！」

「主よ！　罪深き我らを許し給え！」

　天使達は狂きよう喜き乱らん舞ぶし、涙なみだを流しながら跪ひざまずく。

　長い、長い沈ちん黙もくを挟はさんで──

「……は？」

　ユトエルと織咲姉妹は、目を点にした。




　その後、ガブリエルとアザゼルの部隊が駆かけつけ、ザフキエルの反乱は鎮ちん圧あつされた。

　というより彼らが到とう着ちやくした時には、戦闘はとっくに終息していたのだが。

　ユトエルにとって腹に据すえかねたのは、捕ほ縛ばくされた反乱者達が勝利者の如ごとく欣きん喜き雀じやく躍やくしていたことだ。放っておけば胴どう上あげでも始めかねないほどの浮うかれようだった。とても敗残者には見えない。満まん身しん創そう痍いで仏頂面のユトエルの方が、遥かに敗残者の風体だった。

（くそう……なんか納得いかねえぞ）

　彼は忌いま々いましく思いながら、腕うでの傷を舐なめた。

「ねえ、ユート」

　釈しやく然ぜんとしない面持ちで、天翔が振り向いてきた。

「あの人達の誤解、解かなくていいの？」

「そんなことして何になる」

　傷の痛みに顔をしかめつつ、ユトエルは吐はき捨すてた。

「いいじゃねえか。信じたいものを信じりゃ。俺の知ったこっちゃねえよ」

「でも天ちゃんは神様じゃないのに、どうして堕天したんでしょう？」

　腑ふに落おちない表情で、美雪。

　ユトエルは肩をすくめた。宇宙のやることは、彼の理解を超こえている。分かるはずもないし、分かりたくもない。ただ一つ気になって、彼はプルックと戯たわむれる加奈に尋たずねた。

「愛あい里ざと、お前の仕業じゃないよな？」

「ぬ？　加奈、何もしてないよ」

　ツインテールの少女は、可愛らしく小首を傾かしげた。

　彼女の確変能力なら、百人の天使を一いつ斉せいに堕天させることも可能なはずだが……

　あるいはこの赤あかん坊ぼうに救われたのだろうか？

　反乱天使の移送を指揮していた百合＝ガブリエルが、黒猫アザゼルを従えてやって来た。

「もうちょっとスマートにできなかったの？　体育館が滅め茶ちや苦く茶ちやじゃない」

「文句なら奴やつらに言えよ」

　ユトエルはぶっきらぼうに返した。袋ふくろ叩だたきにされた上、苦情まで言われる筋合いはない。

「あいつら、どうなるんだ？」

「私達神従派の方で引き取るわ。それから裁判ね」

「あの様子だと、喜んで刑けいに服しそうだよ」

　アザゼルが、連行されていく反乱者に目をくれた。

　神従派の領りよう袖しゆうたるミカエルがどんな判決を下すのかは知らないが、どんな判決が下ろうとザフキエル達はもう無害だろう。天使の中でも珍めずらしく理知的で純じゆん粋すいな人物だったのに、今や彼は織咲天翔を神と崇あがめる、頭のおかしな狂きよう信しん者に成り果ててしまったのである。

（いい奴だったのに……）

　とユトエルは思ったが、実際はどうでもいい気分だった。

「くそう。馬ば鹿かみたいな夜だ。こんな日は、さっさと帰って寝ねるに限るぜ」

「待ちなさいよ。体育館を破は壊かいしといて、放っておくつもり？」

「そうだよ。修復作業、君も手伝いなよ」

　ガブリエルとアザゼルが、抗こう議ぎの声を上げる。

　だがそこまで付き合うほどお人好しではなかった。

「俺の仕事は終わりだよ。行こうぜ天翔、美雪さん」

　ユトエルは織咲姉妹を背に乗せると、夜空に舞まい上がった。

　地上から二人の堕天使が叫さけんできたが、無視して羽ばたく。織咲姉妹と共に、彼は風を切って飛ひ翔しようした。星が見える高度まで上じよう昇しようしたい気分だったが、美雪が怖こわがるといけないので止めておく。ただ彼女が怯おびえている様子はなかった。飛ぶことにあれだけ抵てい抗こうを示していたのに、どういう心境の変化だろう。単に疲つかれているだけかもしれないが。

「ねえ、ユート」

　身を乗り出した天翔が、囁ささやいてきた。

「ありがとね」

「感謝してんならキスぐらいしろよ」

「そんなことするわけないでしょ！」

　と、彼女は顔を赤らめる。

「なに考えてんのよ！　このエロエロ大魔ま王おう！」

「痛てっ！　おい、止めろって！」

　ぽかぽか殴る少女を乗せて、ユトエルは不安定に夜空を飛んだ。

　全身の傷も、今はなぜか心地ここちいい。

（こんな夜も悪くないか……）

　風の中で、彼はそう思った。
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　翌日、織おり咲さき姉妹が登校してみると、学校はいつもの平へい穏おんな朝を迎むかえていた。

　開店大特価セールのような青空の下、学生達は賑にぎやかに正門をくぐり抜ぬけていく。門の周囲では、上級生がチラシを配って新入部員の勧かん誘ゆうに勤いそしんでいた。

　何の変へん哲てつもない、ありふれた日常。爽さわやかな青春の一コマ。

　しかしそんな長閑のどかな光景に、天てん翔かと美み雪ゆきは違い和わ感かんを覚えた。

　今朝は一体どんな騒さわぎになっているのだろうと天翔は期待を込めて、美雪は不安を抱かかえて登校したのに、二人を待っていたのは昨日と変わらぬ朝の風景。おまけに昨夜破壊されたはずの体育館は完かん璧ぺきに修復され、平然とバスケ部員に朝の練習場所を提供していた。

　天使による超ちよう常じよう戦せんの舞ぶ台たいとなった空間には、もう何の痕こん跡せきも残っていない。昨夜のことは、世間の人々の理性には『無視したい』出来事として何も認識されなかったのである。

「元に戻もどってるね、天ちゃん」

「うん……」

　天翔も美雪も、狐きつねにつままれたような心地だった。

「騒ぎになってなくて、よかったね」

「でもちょっとつまんないよ」

　美雪は胸を撫なで下おろしたが、天翔は肩かた透すかしを食らった気分だった。

　パトカー一台どころか、自転車に乗ったおまわり一人も来ていない。あれだけ死にそうな目に遭あったのだから、少しくらい誰だれかに騒いでほしいと思うのは人情だろう。

　だが姉と別れて一─Ｃの教室に入ると、小さな騒そう動どうが彼女を待っていた。

　顔じゅうに絆ばん創そう膏こうやガーゼを貼はった遊ゆう斗とが、渋じゆう面めんで席に着いていたのである。

「ヤクザの女に手ぇ出して、半殺しにされたんだって」

「ちげえよ。人妻との不ふ倫りんだ。それで亭てい主しゆにバレたんだ」

　クラスメートが遠巻きに囁き合っていた。

　他にも恋こい人びとを妊にん娠しんさせて父親に殺されかかったとか、婦女暴行しようとして反はん撃げきされたとか、様々な憶おく測そくが飛び交っていたが、何らかの形で女性が関わっているという点はどれも共通していた。そして女性絡がらみという点では、さほど的外れでもなかった。

「おはよう、ユート」

　机に鞄かばんを置いて、挨あい拶さつする。遊斗はしかめ面のまま「ああ」と応えた。

「その……昨日はありがとね」

「ああ」

「怪け我が、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ」

「ねえ」

「ああ？」

「なんか怒おこってる？」

　えらく不ふ機き嫌げんそうだったので、天翔は気になって尋ねた。

　すると遊斗は、表情を歪ゆがめて自分の顔を指差した。

「口の中をざっくり斬きられて、痛くて喋しやべれねえんだよ」

　そう言えば昨日、剣けんを歯で受け止めたりしていたか。

「おまけに久々に真ま面じ目めな顔をしたから、顔面が筋肉痛で」

　彼は口をもごもごさせて、黙だまり込んだ。どうやら本当に喋れないらしい。

　その痛々しい横顔を眺ながめていた天翔は、ふと戸と惑まどいを覚えた。

　とくとくと甘い音を奏でる心臓。胸の奥に感じる温もり……

（あれ？　あたし、ユートにドキドキしてる……）

　何かしら、この気持ち。すごく変な感じ。

　遊斗がいつもと違って見える。なんだか男っぽくて、とても……

　昨日助けてもらったから、そう見えるだけだろうか。

　きっとそうだ。うん。

「……もはよう……」

　眠ねむたそうな声に振ふり向くと、百ゆ合りがやつれた姿で立っていた。

「あ。おはよう、百合ちゃん。大丈夫？」

「いいえ。どっかの馬鹿が派手にやらかしたおかげで、こっちは徹てつ夜やよ」

　金きん髪ぱつの少女は、憔しよう悴すいしきった顔で答えた。

　昨夜あの戦いが終わった後、天翔達はすぐに帰宅したが、百合や流る川かわは体育館の修復など後始末に追われたらしい。百合の目は充じゆう血けつし、自じ慢まんの金髪も手入れが不十分だった。

　彼女は横向きに椅い子すに座ると、冷れい淡たんな流し目を遊斗に送った。

「ちょっと、聞いてる？」

「ああ」

「なに怒ってんのよ？」

「怒ってねえよ」

「怒ってるじゃない」

「…………」

　短い沈ちん黙もくの後、遊斗は鼻筋に皺しわを寄せた。

「口の中を斬られて、痛いんだ。おまけに顔の筋肉が突つっ張ぱって、動かすと、こう……」

　状じよう況きようを説明しようとして、彼はまた途と中ちゆうで口を噤つぐんだ。

　顔全体が激痛波は浪ろう警報らしい。

「ザフキエルは？」

「みんな幸せそうよ」

「……なんか俺一人が損した気分だ」

「でもみんな無事でよかったじゃない」

　天翔はにこやかに言った。言った途と端たん、しまった、と思った。

　遊斗が、渋しぶ柿がきを食べた隣となりの客のような顔で睨にらんできた。

「今のセリフ、俺の顔を見ながらもう一回言ってみろ」

「……ごめん」

「ま、被ひ害がいがあんたの顔一つでよかったじゃない」

　百合が軽けい薄はくなことを言い放った。

「とにかく、これで一件落着。今日からまた気楽にやりましょ」

「気楽に何する気だ？」

「とりあえずは、部活動ね」

「部活動？　なんで？」

「だって早めに流川くんと接点を作らなきゃいけないし……それに面めん倒どうなのよ。毎日、登下校の度にあちこちの部から勧誘されて。私って、ほら、魅み力りよく的だから」

「面つらの皮はビフテキだけどぎょおおおっ！」

　百合に鼻をひねられ、遊斗が悲鳴を上げた。

　夫婦めおと漫まん才ざいみたい、と天翔は思った。

　春日かすが百合を巡めぐって多くの部が争そう奪だつ戦せんを繰くり広ひろげていることは、天翔も舞まいから聞かされていた。一年Ｃ組の金髪少女の存在は、学校中の噂うわさになっているのだ。なんでも写真部が撮さつ影えいしたブロマイドが、えらい高値で取引されているとか。全く羨うらやましい話だった。

「というわけで、放課後は旧館に集合ね」

　百合が高飛車に宣言した。

「加か奈な、あんたもよ」

「うん！」

　百合の肩かた越ごしから、加奈が元気よく応えた。




　文芸部の部室は、学校の敷しき地ちの外れ──十年前の校舎建たて替かえ時に保存された旧校舎の三階に位置している。旧校舎にはパソコン部や映研部はじめ多くの文科系クラブが部室を構えているが、部員ゼロで現在休部中の文芸部がなぜか最も広い部屋を占せん拠きよしていた。

「へえ。素敵なとこじゃない」

　放課後。部室となる旧図書室を訪れた百合が、感かん嘆たんの声を上げた。

　だが天翔の目には、さほど素敵な場所には映らなかった。

　普ふ段だん使っている教室よりも格段に古めかしい造りで、そこはかとなく昭和の哀あい愁しゆうが漂ただよっている。さすが創立百年を誇ほこる伝統校だ。室内のあちこちで、書物がエントロピー的に山積みされている。それは下町の古本屋を連想させる乱雑な光景だった。

（部室の掃そう除じだけで三年間が終わっちゃいそう……）

　混こん沌とんとした空間を見回して、天翔はそう思った。

「ところで、流川くんは学校に来てないの？」

「考えてみりゃ、あの騒ぎの直後で学校に来るほど暇ひまじゃないわね、彼」

　人間界を統とう括かつする監視団グリゴリの長おさとして、騒動の後始末に奔ほん走そうしているという。

　その割には、ここにいる三人の堕だ天てん使しはえらく暇そうだが。

「さあ、部活を始めましょう！」

　本の山を前に、百合は目を輝かがやかせて言った。

　なぜか知らないが、やけに嬉うれしそうだ。

　半ば強引に文芸部に誘さそわれた天翔は、このクラブが具体的にどんな活動をするのかよく知らなかった。それでどうするのかと見守っていると、百合は唇くちびるに人差し指を当てて本を漁あさり始めた。遊斗と加奈も書しよ棚だなに目を走らせて書物を探している。やがて彼らはほぼ同時に読みたい作品を見つけると、ほぼ同じタイミングで同じテーブルに腰こしを降ろした。

「…………」

　何気なく、天翔は気になったことを訊きいてみた。

「天使って、本が好きなの？」

「ああ／うん」

　三人の堕天使は声を揃そろえ、黙もく々もくと本を読み始める。

「……あたし、補習の課題しよっと」

　天翔も席に着くと、鞄から国語の課題プリントを出した。

　静かだった。昨夜の騒動が嘘うそみたいな静けさである。

　三人の堕天使は一言も声を発さず、一心不乱に読書に耽ふけっていた。加奈は黙々と二十年前の天文学の本を読んでいた。百合は黙々と二十年前のファッション誌を読んでいた。そして遊斗は『女の子のからだ』という二十年前の性教育の本を黙々と読んでいた。

「…………」

　なんだか話しかけにくい空気を感じつつ、天翔は躊躇ためらいがちに声をかけた。

「ねえ、ユート。この問題、教えてほしいんだけど」

「…………」

　返事はない。今まで見せたこともない真しん剣けんな顔で、性教育の本に没ぼつ頭とうしている。

　百合や加奈にも声をかけてみたが、三人とも完全に文字の世界に入り込んでいた。

　もしかして、これから毎日、放課後はこんな状態が続くのだろうか？

　さすがにそれは耐たえられない──と思い始めた頃ころ、ドアがノックされた。

「お邪じや魔まします」

「お姉ちゃん！」

　紙かみ袋ぶくろを手に、美雪がひょっこりと現れた。

「美雪さん！」

　途端、遊斗が素早く反応した。機き敏びんに立ち上がり、笑顔で美雪を迎むかえ入れる。いつの間にか彼の手には、『女の子のからだ』ではなく『量子論の世界』という本があった。

　一体いつすり替えたのか。目にも止まらぬ早業だった。

「来くる海みさん、その顔……大丈夫ですか？」

「平気ですよ。美雪さんのためなら、顔の一つや二つ」

　遊斗はにこやかに答える。

　顔が痛い、喋れないと言って一日中仏頂面だったのに、腹が立つほどの豹ひよう変へんぶりだ。

　そもそもその怪我は、天翔を守るために負った傷で、美雪のためではないはずだが。

（まったく。調子いいんだから）

　天翔は少し不ふ愉ゆ快かいだった。

「その、差し入れというわけじゃないんですけど」

　美雪は持っていた紙袋を遊斗に差し出した。

「部でお菓か子しを作ったので、よかったら皆みなさんで召めし上あがってください」

「わあい、美雪さんの手作りだー！　やたーっ！」

　遊斗が無む邪じや気きにはしゃぐ。その背後で、天翔は唇を尖とがらせた。

（何よ、お姉ちゃんばっかり……あたしだって女の子なんだぞ）

　もう少し構ってくれてもいいのに、と彼女はぼやいた。

　ところが袋を開けた途端、遊斗の笑顔が凍こおりついた。横から覗のぞき込んだ百合も、絶句してたじろぐ。加奈に至っては異星人と接近遭そう遇ぐうしたＦＢＩ捜そう査さ官かんのような顔をしていた。

「あ、あの……？」

　美雪が困こん惑わくの色を浮うかべる。さすがにこんな反応は予想していなかったらしい。

　火星人でも入っているのかと思い、天翔は紙袋を覗き込んでみた。

　おいしそうなドーナツが入っていた。

「何？　みんなドーナツ嫌きらいなの？」

　尋たずねると、三人の堕天使はびくっと身体からだを震ふるわせた。

「え？　ドーナツが怖こわいの？」

「俺達の前で、その単語は口にするな」

　なぜか慄おののきながら、遊斗が後ずさりする。

「その食べ物はタブーなんだよ」

「ドーナツが？」

「だから言うなって！」

「これを読みなさい」

　百合が《日記帳》を物質化して、差し出してきた。

「……？」

　天翔と美雪は、開かれたページに目を落とした。
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　人間は核かく兵へい器きを世界で最も危険な兵器と思っているが、ドーナツの危険性に比べれば屁へでもない。ドーナツは人類が生んだ狂きよう気きそのものであり、宇宙的な悪夢なのだ。

　最初に述べておこう。たとえドーナツの輪の中を覗いて宇宙の真理が見えたとしても、ドーナツの輪は口ではない。ドーナツに関わる者、努ゆめ々ゆめそのことを忘れてはならない。

　これは大賢けん者じやサータ・アンダーギーエルと、天使界を襲おそった災さい厄やくの物語である。

　ご存じの通りアンダーギーエルは偉い大だいなる魁天使フアースト・ボーンで、宇宙真理の探究家で、休日には家事をもこなすマイホーム・パパとしても知られている。彼はあの涜とく神しん的な著書『神は逝いってよし』で作家デビューし、『繋つながる絡からまる輪りん廻ねの輪』は天使界で大ヒットを記録した。

　この本で彼は『超ちよう時空性宇宙万象繋けい愛あい論』を説き、天地万物は愛によって繋がり、万物はその本質において愛を含ふくんでいるが故に理論的には単純な構造物──例えば一個のドーナツを分ぶん析せきすることで、《愛の真理》の解明も可能と主張した。そしてあろうことか恐おそろしくも禁断の秘術を用い、自らの肉体をドーナツに改造してしまったのである。

　結論だけを述べると、彼はついに《愛の真理》を解き明かしたのであった。

　この解答が公表されていれば、堕天使達の悲願である復天が叶かなったであろう。

　が、ここで大きな問題が発覚した。

　ドーナツとなった大賢者は、語るべき口を持っていなかったのだ。おまけに全身から漂う甘い香かおりは愛犬ミスドの食しよく欲よくを誘い、彼は飼い犬のおやつとなって果てたのである。

　しかもこの話が《日記帳》に記されると、大勢の堕天使が《愛の真理》を知るため次々とドーナツ化し、同様に犬いぬ猫ねこの餌え食じきとなった。これは《真理のドーナツ化現象》と呼ばれ、恐きよう怖ふに駆かられた堕天使達の手で街角のドーナツ店が焼き討ちされる事件が相次いだ。

　ここに至りルシファーとミカエルは『食べず・作らず、持ち込ませず』の非ドーナツ三原則を掲かかげ、天使界は事実上のドーナツ鎖さ国こくを宣言したのであった。ドーナツは甘い食べ物であるが、ドーナツを甘く見てはならないことを天使達はこの事件で学んだのである。




「ええっと……」

　いまいち腑ふに落おちない心持ちで、天翔は《日記帳》から顔を上げた。

「これ、ホントにあった話だよね？」

「正しよう真しん正しよう銘めい、完全無欠の真実だ」

「だからドーナツが食べられないの？」

「古い友人がドーナツになって犬猫に食われたこの気持ち、お前に分かるか？」

「……想像もできない」

「そうだろう、そうだろう」

　腕うでを組み、遊斗はなぜか満足げに頷うなずいた。美雪が訊く。

「もしかして、天使の皆さんが頭の輪を外した原因って……」

「あんなドーナツみたいなもん、頭に浮かべてたらド変態でしょ」

「…………」

　絶句する美雪の手を握にぎり、彼はドボドボと涙なみだを流した。

「すみません。美雪さんの手料理、食べたいのに。食べたいのに……」

「いえ、いいんです。次は別のものを作ってきますから」

「何も泣くことないじゃない。誰だれも食べないなら、あたしがもらうよ」

　微み塵じんも同情する気になれず、天翔は袋からドーナツを取り出した。

「にしても、ドーナツになってまで《真理》を知りたいものなの？」

「みんな天国が恋こいしいのよ。時にはおかしな考えに憑つかれたりもするわ」

「そんなものかしら……あ、おいしい！」

「ありがとう。部のみんなで頑がん張ばって作ったの」

「むふっ。お姉ちゃんの愛情たっぷりだね」

　天翔はぺろりと平らげると、袋に手を突つっ込こんで二つ目を取り出した。

　加奈はムンクの叫さけびのような表情で、百合は敬遠するような目つきで、遊斗は恨うらめしげな顔でこちらを見ていたが、天翔は気にせず姉のドーナツに舌した鼓つづみを打った。

「うーん、とってもデリッシュ♪」

「今回は奮発して、高級なバターを使ってみたの」

「バター？」

「うん。ドーナツを作るのに欠かせない材料よ。ドーナツを作る時は、最初にバターをクリーム状にするの。どんなバターを使うかで、ドーナツの風味が全然違ちがってくるのよ」

「ふうん……」

　三つ目のドーナツをもしゃもしゃと食べながら、天翔はぼんやりと考え事をした。彼女は食べる方専門なので、ドーナツの作り方にもピーナツの作り方にも興味はない。

　では何を考えているのかというと、それは彼女にもよく分からなかった。自分で何を考えているのか分からず、自分は何を考えているのだろうかということを天翔は考えた。

　閃ひらめいたのは、四つ目のドーナツを手にした時である。

「愛って、宇宙の本質なんだよね」

　ドーナツの輪の中を眺ながめていた彼女は、視線を上げた。

「ドーナツの中に何が入ってるかは、ドーナツの作り方を見れば分かるでしょ。だったら宇宙がどうやって創られたかを見れば、宇宙の本質も分かるんじゃない？」

「お前な、宇宙とドー……その邪じや悪あくな食べ物を一いつ緒しよにするな」

「いえ、考え方は間ま違ちがってないわ」

　百合が意見を述べた。

「天地万物は、複雑性こそ違っても本質的には全すべて同じだもの。宇宙も、天使も、人も、そこにある消しゴムも、本質は全て同じ。ドー……その邪悪な食べ物もね。だから」

「素直にドーナツって言えばいいじゃない」

「じゃ・あ・く、な食べ物よ」

　口にするのも汚けがらわしい、という顔をする百合。

「とにかく、単純な物体を調べることで、宇宙の本質が解明できることは証明済みよ。《日記帳》にも書いてるしね。ギーエルは自分を単純なドー……邪悪な食べ物に作り変えることで、《愛の真理》を発見したって。だから宇宙が今みたいに複雑じゃない、単純だった創生前に行くことができれば、案外簡単に宇宙の本質《愛の真理》も分かるかもね」

　そこまで続けて、金きん髪ぱつ少女は肩かたをすぼめる。

「ま、時間を遡さかのぼって創生前に行くなんて不可能だけど」

「《日記帳》で読んだんだけど、遊斗は時空を飛とび越こえることができるんでしょ？　それってつまり、タイムトラベルみたいなことができるってことじゃないの？」

　天翔は期待を込めて遊斗を見た。全員が彼を見た。

　堕天使の少年は、まるで気のない表情をしていた。

「その程度のこと、俺が思いつかないと思ったか？」

「じゃあ、行ったことあるの？」

「昔な。ビッグバン直後の宇宙までは跳ちよう躍やくできたが、それ以前には行けねえ」

「どうしてよ？」

「俺の能力は、時空を跳躍するんだ。だから時間も空間も存在しないビッグバン以前の世界には行けないんだよ。水のない場所で、魚に泳げと言ってるようなものさ」

「鯨くじらだって陸に打ち上げられるんだから、根性でどうにかならない？」

「なるか、そんなもん。百万回チャレンジしても無理な話だぜ」

「じゃあ一千万回は？」

　蠱こ惑わく的な笑みを浮かべ、百合が加奈の頭に手を乗せた。
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　端たん的てきに言えば、こういうことだ──加奈の確変能力を使って、創生以前の宇宙に入る。

　最初は乗り気でなかった遊斗も、次第に興味が湧わいてきた。成功する可能性は低いと思えたが、加奈は可能性それ自体を操作できるのだ。確率を極限まで上じよう昇しようさせれば、あるいはビッグバンの壁かべを破れるかもしれない。その向こうには、どんな世界が広がっているのか。宇宙を創造した〝材料〟に接せつ触しよくできれば、《愛の真理》も解明できるかもしれない。

　五分後、旧校舎の屋上──

　黄金の竜りゆうに変身した遊斗は、天翔、加奈、百合の三人を背に乗せた。

「皆みなさん、気をつけてくださいね」

　見送りに来た美雪は、少し心配そうだった。

「帰りはいつ頃ごろになるんですか？」

「出発した時間に戻もどってきますから、美雪さんにとっては一いつ瞬しゆんですよ」

「お姉ちゃん！　土産みやげ話ばなし、楽しみに待っててね！」

「危ないことしちゃダメよ、天ちゃん」

「うん！　いい子にしてる！」

「じゃあ、出発するぞ」

　笑顔で手を振ふる天翔達を乗せ、ユトエルは翼つばさを広げて飛ひ翔しようした。

　色いろ鮮あざやかな夕空に、黄金の巨きよ体たいが力強く舞まい上がる。

　風格に満ちた硬こう質しつの体たい躯くが、斜しや陽ようを反射させて煌きらめいた。

「方程式４９６、軽やかな光こう輪りんの夜想曲ノクターン！」

　鋭するどく風を切りながら、彼は脳裏に描えがいた《無茶すんなよ数式》を外界に展開させた。

　数式が数辞を統とう御ぎよし、数辞が原子の運動に変化を与あたえ──

　輝かがやく閃せん光こうが、螺ら旋せんを描いて解き放たれた。回転しながら発射された光こう芒ぼうが、時空を歪ゆがめねじ曲げる。眩まばゆい光輪の中で、流動化した空間が極ごく彩さい色しきの渦うずを巻き始めた。旋せん回かいする光線が三次元世界の枠わく組ぐみを突き崩くずし、異次元に通じる〝穴〟を形成したのだ。ユトエルは力場フィールドを展開すると、光のトンネルを一直線に飛翔して時空の穿せん孔こうに飛び込んだ。

　すると、そこはもう地球世界ではない。三次元世界でもない──四次元の領域。

「うわあっ！」

　初めて見る異空間に、天翔が喚かん声せいを上げた。

「何？　何なの、ここ？」

「時間流──時間が生み出すエネルギー流の中だよ」

「すごい！　見て見て、あんなにキレイ！」

　七色に渦か動どうする靄もやが、光と影かげの幻げん想そう的な隧すい道どうを作り上げていた。絢けん爛らんと移り変わる色調は、まるで万まん華げ鏡きようの内部を思わせる。宇宙の深しん淵えんを彩いろどる星ほし影かげが、色鮮やかに流転しているのだ。目め眩くるめく光の饗きよう宴えん。変へん幻げん極まりない構図を示す、夢む幻げん的な星虹スター・ボウ。高次空間に影を落とす星明りは、ドップラー効果の影えい響きようで渦うず巻まく光のトンネルとなって見えるのである。

　その霊れい妙みようかつ不可思議な世界に、天翔と加奈は大はしゃぎしていた。

（まったく。騒そう々ぞうしい連中だぜ）

　時間流の中を泳ぎながら、ユトエルは胸中でぼやいた。いや、騒さわがしいだけなら我が慢まんするが、人の背中で飛び跳はねたり、身体からだをビシバシ叩たたいたりするのはやめろ。頼たのむから。

（こいつら、俺のことを遊園地にある怪かい獣じゆうの乗り物と勘かん違ちがいしてないか？）

　内心でぼやきつつ、彼は大きく翼を広げて時間の川筋を操作した。

　時間流は旅行者の思念を反映して自在に流れを変え、旅行者の望む時間世界へ連れて行ってくれる便利な代物である。その奇き妙みような特質には不明な点も多いが、術者の願望を投とう影えいする数辞と同様の性質を備えていることは間違いない。そのため旅行者が目的地をイメージするだけで、時間流がその場所への〝道〟を勝手に作り上げてくれるのだ。三次元世界においては不可逆的な時間も、この次元では方程式上の一つの変数に過ぎないため、時間流に乗れば過去にも未来にも自由に行き来することが可能となる。ただ目的地を明確に思覚表象しないと、どこへ飛ばされるか予想できないという危険も秘めているが。

「ねえ、あたし思ったんだけどさ」

　人の背中で跳ね回っていた天翔が、あどけない顔を近づけてきた。

「過去に行けるんだったら、例えば四年前に事故で死んだ人を助けたりできる？」

「できねえよ」

「どうして？」

「百万年前には行けても、四年前には戻れないからさ」

「どうしてよ？」

「時間跳躍に必要な精神エネルギーの量は、跳躍する時間の長さに反比例するんだ。だから遠くの時間世界へ行くのは簡単だが、近くの時間世界に対しては莫ばく大だいな精神力が必要になる。四年前の過去なんて、俺の全精神力を費やしても行けっこねえよ」

　得体の知れない時空の漂ひよう流りゆう物ぶつをかわし、ユトエルは続けた。

「それに《過去事象不変の原理》ってのがあって、一度起きた出来事は変えられねえ」

「そうなの？　じゃあ十年前に遡って、あたしを殺したりは？」

「それもできない。今お前が生きてるってことは、十年前には死ななかったわけだから論理的に不可能なんだ。強引に過去を変えようとしたら、〝見えざる手〟が動き出すしな」

「見えざる手？　それって何？」

「俺もうまく説明できないんだが……」

　ユトエルは言葉に詰つまった。

「ずっと昔、アダムエルって天使がいて、そいつがある歴史を変えようとしたんだ──」

「そういや彼、長いこと見ないわね」

　一番後ろに座っていた百合が、身を乗り出してきた。

「私の大事な宝石、預けたままなのに。どこ行ったの？」

「奴やつは消しよう滅めつしたよ」

「死んだの？」

「いや、エデンのこと覚えてるか？　《日記帳》を最初に発見した」

「ええ。あなたが『出しゃばるな』とか言ってイジメてた子でしょ」

「うわっ、ひっどーい」

　天翔が非難の声を上げる。が、ユトエルは無視した。

「アダムエルは、時間を遡って自分が《日記帳》の第一発見者になろうとしたんだ」

「あんた達しょっちゅう悪さしてたけど、それは極めつけね」

「で、俺は奴を連れて大昔の天国に時間跳躍したんだが──」

「あれ？　ユート、天国に行けるの？」

「まだ天使だった頃ころの話だよ」

　黎れい明めい期きの天国に辿たどり着ついたユトエルは、躊ちゆう躇ちよするアダムエルをそそのかし、まだ誰だれも発見していない生命の樹から知ち恵えの実《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》を彼にもぎ取らせようとしたのだ。

　その瞬しゆん間かん、突とつ如じよ口を開けた時空の渦から巨きよ大だいな手が現れ、アダムエルをどこかへ連れ去ってしまったのである。ガブリエルの宝石ツオハールと共に。以後、彼の姿を見た者はいない。この出来事は《楽園追放》と呼ばれ、やや歪わい曲きよくされた物語が人間の聖書にも記述されている。

「悲劇ね」と、百合。「気に入ってたのに」

「アダムエルが？」

「いえ、宝石が」

　そっちかよ、とユトエルは呟つぶやいた。

「そういう現象を何度か見て分かったんだが、歴史を変えようとするとそれを阻そ止しする力が宇宙に働くらしい。変な話だけどな。だってそうだろ。未来における〝現在〟の時点では過去に起こった出来事は過去だけど、過去における〝現在〟の時点では、その出来事はまだ起こってない未来の範はん疇ちゆうにあるわけだから、未来からそれを変えようとする行こう為いを、過去のその時点における宇宙はどうやって『過去の改かい竄ざん』と認識してるんだろうな」

「え？　え？　え？」

　天翔が困こん惑わくの声を発した。

「よく分かんなかったよ。もっかい説明して」

「だから、現在の時点から過去を見た場合、それはもう既すでに起こった出来事になるけど、過去の時点ではまだ起こってない出来事になるだろ。それを変えることが──」

「ちょっと待ってよ。未来はどこ行ったの？」

「あ？　未来がどうしたって？」

「最初の説明じゃ未来が登場したのに、今はなかったじゃない。どうなったの？」

「過去から見たら、現在も未来に属するだろ。だから説明をシンプルに──」

「え？　なんでよ？　なんで現在が未来になるの？」

「そりゃ、過去から見たら現在だって未来になるだろうが」

「ならないよ！　現在は現在で、未来は未来じゃない！　なに言ってんの!?」

「いや、だから、そうじゃなくて……」

　こんな話するんじゃなかった──と、ユトエルは激しく後こう悔かいした。

　もっと丁てい寧ねいに説明し直すべきか迷っていると、百合が尋たずねてきた。

「ところで〝見えざる手〟の話なんだけど、私達は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「過去を改竄する意思を持たない場合は、基本的には安全だよ。歴史を変える意思を持たず過去の出来事に関わっても、それでなぜか歴史の辻つじ褄つまが合うようになってるからな」

「よく分かんないわね」

「ああ。俺にも分かんねえ」

「あたしはさっきの説明が分かんないわ」

　天翔はしつこかった。

「現在と言ったり未来と言ったり、現在と未来は同じと言ったり」

「……分かったよ。今度ゆっくり説明してやる」

　本気でムカついてきたので、ユトエルは会話を打ち切った。

　一筋の閃光が右う翼よくを掠かすめたのは、その直後だった。




　振り返ると、後方の時間流の中から無数の影が飛来した。

　世紀という世紀、時代という時代を飛とび越こえて追つい尾びしてくる影の群れ。

　百合は目を細めて、その正体を確認した──天使。

「何よ、あいつら？」

「多分、天翔を狙ねらう原理主義者どもだ」

　首を後ろに回し、ユトエルが言った。

「外がい郭かく防衛線の外は敵が多いらしいな」

「お客さんってわけね。上等じゃない」

　百合は素早く天使形態アストラル・フエイズ──艶えん美びなガブリエルの姿に変身した。視力が人間の時よりも格段に強化され、今度ははっきりと敵の姿が視認できた。見たことのない連中だが、広げた翼の形状からして智天使のようだ。天使の第二位、ユトエルと同じ階級である。しかも彼と同じ時空間跳ちよう躍やく能力を備えているということは、かなりの実力者に違ちがいない。

　ただ彼女の方は第一階級の熾し天てん使しで、四大天使と謳うたわれる力の持ち主だが。

「超ちよう関数７２８、水すい陣じんの盾たて！」

　数式を虚こ空くうに描き出し、イメージを世界に投影させる。

　燦さん然ぜんとそそり立った青白い防ぼう壁へきが、後方からの光こう弾だんを弾はじき飛ばした。

　続けてガブリエルは、攻こう撃げき用の数式を展開させた。

「超関数３９６、水すい龍りゆうの矢！」

　左手に青光る弦つるを創出し、数辞で構成された氷の矢を引ひき絞しぼる──

　だが発射の瞬間、ユトエルが急旋せん回かい。

　矢は目標を逸それ、時の彼方かなたに消えていった。

「ちょっと、フラフラ飛ばないでよ！　狙いが逸れたじゃない！」

　瑞獣ゴーストの背に膝ひざを落とし、ガブリエルは悪態をついた。

「しょうがねえだろ！　障害物が多いんだから！」

　左へ右へと進路を変えつつ、黄金の竜りゆうが反はん駁ばくする。

　そこで初めて気づいたが、いつの間にか周囲には無数の漂流物が浮うかんでいた。時空の歪ゆがみに落下して、この次元に流れ込んできた漂ひよう泊はく品らしい。様々な世界の様々な時代から迷い込んできた廃はい物ぶつが、荒あれ狂くるう濁だく流りゆうとなって襲おそってきた──ガラクタの大洪こう水ずい。

　前方から六十インチの大型プラズマテレビが飛んできて、ガブリエルは頭を低くした。

　と思ったら、今度は後方から稲いな妻ずまが撃うち込まれてくる。

　鋭するどく左へ回かい避ひしながら、ユトエルがどやしつけてきた。

「何やってる！　後ろはお前の担当だぞ！」

「分かってるわよ！　うるさいわね！」

　ガブリエルは素早く数式を編むと、後方に氷の矢を発射した。途と端たん──

　後頭部に象印の電気ポットが激げき突とつし、彼女は顔をしかめた。

「痛ったあ！　もうっ、前はあんたの担当でしょ！」

「分かってるよ！　うるせえな！」

　ユトエルが怒ど鳴なり返してきた。

「それより、そろそろ到とう着ちやくだぞ。愛あい里ざと、用意はいいか？」

　展開した力場シールドに衝しよう突とつする時間流が、激しさを増していた。宇宙は未来に向かって膨ぼう張ちようしているため、過去に遡さかのぼるほど密度が高くなりエネルギーの流れも強くなるのだ。

　七色に輝かがやく靄もやは次第に白く塗ぬり潰つぶされ、前方の一点から放射状に光の帯が流れ始めた。

　時の流れの外にあるのは、原始の宇宙だ。新しん鮮せんで、濃のう密みつで、若々しい力に満ちている。

　と、加奈＝カナエルの幼い声が聞こえた。

「確率変動ＯおＫけだよ」

「よし、突つっ込こむぞ」

　ユトエルが全速力で、宇宙の原点に向けて突き進んでいく。

　あらゆる時間を飛び越えて、天地万物の始原に向けて──

　その時、天翔の不思議そうな声がした。

「え？　加奈ちゃん、なんであたしに触さわったの？」

「確率変動だよ」

「そうじゃないでしょ！」

　防戦に追われていたガブリエルは、振ふり返って声を荒あららげた。

「天翔じゃなく、ユートの確率を変動させなきゃ！」

「……ぬ？」

「ダメよ、ユート！　ストップストーップ！」

　ガブリエルと天翔は、慌あわてて喚わめいた。

　ユトエルが振り向いた。

「なんか言った？」

　それが、最後の会話だった。

　時空の原点に到とう達たつし、虚きよ無むの《壁かべ》が現れる──

　四人はバラバラに吹ふき飛んだ。




　木の葉のように舞まった意識が、底知れない深しん淵えんに落ちていく。あらゆる存在が非在へと変わり、光を超え、闇やみを超え、果てしない無限の虚無に溶とけていく。そこに満ちているのは、凍いてついた沈ちん黙もくだ。静止した夜よりも昏くらく、深い、単純で圧あつ倒とう的てきな沈黙。

　だが硬こう直ちよくした不変の無の世界──誤ご謬びゆうすら存在しない空くうなる世界は、いま終わろうとしていた。突如飛び込んできたちっぽけな意識体が、完全無欠の世界に波は紋もんを広げたのだ。

　完かん璧ぺきだった構図を崩くずす、変化の風波──

　その中心点で、天翔は自我に覚め醒ざめた。

（あれ？　ここは……？）

　色のない世界が、無限の彼方まで広がっていた──いや、広がっていなかった。無限であり、同時に無でもある世界。いや、世界はまだ世界という形態すら確立していないのか。

（これが、ビッグバン以前の宇宙？）

　全すべての始まりの、その向こう側。

　加奈が誤って天翔の中の確率を変動させたため、彼女だけがビッグバンの壁を突き破ってしまったのだ。その証しよう拠こに遊斗達の姿はない。それどころか、自分の肉体さえ見つからない。光も闇もなく、まだ時すら稼か動どうしておらず、空間すら存在しない虚無の世界。

　完全なる無だった。しかし膨ぼう大だいなエネルギーに満ちていた。

　それは三次元的な無とは異なる、十次元の無だ──《太古の虚無》。

　無であるが故に完璧なる世界。そして完璧なるが故に変化しない世界。

　だが既に、変化は始まっていた。

　静かに動き出す、沈黙の鼓こ動どう。全方位に広がる、虚無の波紋。量子トンネル効果によって無が有に変わり、静に動を与あたえ、虚きよ数すうを実数に、均一を不均一に塗り替かえていく。

　織咲天翔という存在が、一様で平へい坦たんだった世界に揺ゆらぎを与えたのだ。

　天翔は難解な天文学の知識など持っていなかったが、それでも彼女は認識できた。なぜなら彼女の意識は無限に広がり、全てに包まれながら全てを包んでいたからだ。

　今や宇宙が天翔で、天翔が宇宙だった。

　だから彼女は理解した。なぜ自分が《解答者》なのかを。

（あたしがこの宇宙を創ったからだ！）

　これから始まる何百億年という宇宙の歴史は、織咲天翔の想像力から生まれたのだ。

　宇宙の仕組み、宇宙の法則、宇宙の真理──全てが天翔の頭から誕生したのである。

　愛とは何か？　その真理も彼女は理解した。

（そっか！　こんな簡単なことだったんだ！）

　恐おそろしく単純だが、美しく感動的な解答だ。これなら遊斗達も満足してくれる。

　そこで天翔は、三人の堕だ天てん使しを思い出した。

　彼女の意識の中で、ビッグバンの壁に阻はばまれた彼らが時間流に翻ほん弄ろうされどこかへ流されていくのが見えた。天翔は宇宙を操作し、彼らが元の世界に戻もどれるよう手配した。

　この世界で天翔は全知全能だった。宇宙は彼女の思いのままだった。

　しかし神として振ふる舞まえる時間は、あまり長くなさそうだ──既に彼女の認識によって時間が虚無の霧きりより姿を現し、宇宙はビッグバンに向かって動き出していた。

（その前に、やっておかなきゃいけないことがあるわ）

　天翔がこの創生前宇宙に来て宇宙を創造するためには、遊斗達三人の堕天使の力を借りなければならない。そのためには、彼らが自分に会いに来るよう仕向ける必要がある。

　彼女はある時期に宇宙から《愛の真理》が失われるよう仕し掛かけを施ほどこし、大勢の天使を堕天させ、自分が三人と出会う運命シナリオを用意し、過去に時間跳躍するよう物語を導き、最後に加奈にヘマをさせて天翔だけがビッグバンの壁を透とう過かできるよう画策した。

　なぜ自分が深ふか美み高こう校こうに入学できたかも、彼女は理解した。真ま山やまと同じクラスになれたのも奇き跡せきや幸運などではなかったのだ。強いて言うなら……神の配はい剤ざい？　壮そう大だいな裏口入学？

（これでよし！　後は──）

　残った時間を使って、天翔は自分の願い事を叶かなえることにした。

（あたしが創った宇宙なんだから、あたしの好きにしていいよね）

　今なら何でもできる。どんな希望も実現できる。が、

（ええっと……あれ？　あれ？）

　なぜか何の願望も浮かんでこなかった。何でも自由に実現できるが故に、具体的に何がしたいのか分からなかった。財産をたんまり持っている金持ちが、お金の使い方に困るようなものだ。願望は明確な形にならず、自分の考えをまとめることができず、彼女のでたらめな思念は次々と宇宙に反映され、でたらめな宇宙を構成する種子となった。

　天翔の想像力が宇宙に浸しん透とうし、劇的な変化を与えていく。

　急激な膨張インフレーシヨンが始まり、宇宙は創生に向かって走り出す。

「あわわ……と、とにかく落ち着かなきゃ！」

　天翔は慌てた。願い事、願い事……

「そうだ！　いいこと思いついた！　おりょ──」

　刹せつ那な、宇宙が大爆発ビツグバンを起こした。




　　　　＊




　淡あわく、静かに踊おどる幻げん影えい──

　深淵に漂ただよう半意識は、波に翻弄される小船のごとく夢と現うつつの間で揺れていた。それに伴ともない模も糊ことした虚きよ像ぞうは、華か美びに模様を変える万まん華げ鏡きようとなって千変万化していく。やがて夢の泉が遠ざかり、浅いまどろみから徐じよ々じよに覚かく醒せいしながら、遊斗が最初に感じたのは頬ほおに触ふれる風の感かん触しよくだった。彼は目を覚まし、目を覚ました途端に目を覚ましたことを後こう悔かいした。

「おえ……」

　強きよう烈れつな吐はき気けに見み舞まわれた。時間酔よいは幾いく度ども体験したが、こんなひどい酩めい酊てい感は初めてだ。呻うめきながら目を開けると、百合と加奈が同じように呻きながら転がっていた。

　頭上には、赤い夕空。深美高校の旧校舎の屋上。どうやら戻ってきたらしい。

　と、美雪の強張った声が聞こえた。

「天ちゃん、起きて！　天ちゃん！」

　彼女は泣き出しそうな顔で、妹に呼びかけていた。

　天翔はぐったりしていて、ぴくりとも動かない。

「来海さん！　天ちゃんが……！」

「天翔！」

　慄りつ然ぜんとして、遊斗は姉妹の元に駆かけ寄よった。酩酊感は一いつ瞬しゆんで吹き飛んだ。

「おいっ、しっかりしろ！」

　激しい焦しよう燥そうに駆られ、彼は少女の頬を軽く叩たたいた。心臓が凍こおる恐きよう怖ふさえ覚える。もし彼女の身に万一のことがあれば……必死で何度も呼びかける。起きろ。目を覚ませ、天翔。

　すると。

　あどけない顔で、天翔が寝ね言ごとを呟つぶやいた。

「……そうじゃないよ、プトレマイオス……」

「…………」

　ふざけやがって。

　遊斗は少女の両頬をぷにぷにと引っ張った。瞼まぶたが開いた。

「痛へへへ……はへ？　ユーホ……」

「天ちゃん！　よかった！」

　美雪が妹を抱だきしめる。まったく人ひと騒さわがせな奴やつだ。

　彼は安あん堵どの息を吐いた。背後で百合の声がした。

「一体どうなったの？」

「さあ。俺にも分かんねえ」

「あたし分かるよ！」

　身体からだを起こした天翔が、ムフッと笑った。

「実はね──」

　彼女は起こった出来事を話し始めた。一人だけビッグバンの壁を突とつ破ぱしたこと。創生前の宇宙を見たこと。あらゆる真理に触れたこと。そしてビッグバンを起こしたこと……

「じゃあ、あなたがこの宇宙を創造したっての？」

　信じられないといった表情で、百合。

　遊斗は目を閉じて、指で眉み間けんをつまんだ。

「信じたくねえが、それで物事の辻つじ褄つまは合うんだよな。天国に神がいない理由も、天翔こいつが《解答者》なのも、ザフキエル達が堕天した謎なぞも。昨日の時点で天翔が死んでたら、宇宙は誕生しなかったわけだろ。だから〝見えざる手〟が作動して、連中を堕天させたんだ」

「てことは、ザフキエルが言ったことも間ま違ちがいじゃないってわけ？」

「ああ。見方によっちゃ、天翔が神って解かい釈しやくも成り立つわな。実際、ビッグバン以前の宇宙では、こいつは全知全能で、文字通り全宇宙を支配してたわけだし」

「悪夢だわ……」

　百合は天を仰あおいだ。

「加奈。あんたが馬ば鹿かなことするから、変なことになったじゃない」

「そうじゃねえよ。愛里がヘマをしなかったら、宇宙は創造されなかったんだぜ。もしかしたら、百四十億年前に全て仕組まれていたのかもな」

「天翔が私達の運命を操って、宇宙を創る手伝いをさせたってこと？」

「だとしたら、この宇宙は織咲天翔の壮大な茶番劇ってわけだ」

　遊斗は自じ嘲ちよう気味に言った。自分達は宇宙創造の片棒を担がされた道化師になる。

　もう一度創生前に戻って宇宙を創り直すという考えが脳裏をよぎったが、今度は《過去事象不変の原理》が働いて、〝見えざる手〟の妨ぼう害がいを受けるに違ちがいない。

　と、百合が何かに気づいて眉まゆをひそめた。

「でも変じゃない。だって天翔が宇宙を創ったとしても、この娘こはその宇宙から生まれたわけでしょ。こういうのって、カエルが先かおたまじゃくしが先かの議論と同じで──」

「鶏にわとりが先か卵が先か、だと思います」

　美雪が冷静に指し摘てきする。百合はムッと顔をしかめた。

「とにかく、因果律の輪が閉じてるじゃない。全ての出発点はどこにあるのよ？」

「そりゃ、お前……」

　答えようとして、遊斗は後の言葉を失った。

　今から百四十億年前に宇宙が誕生し、その宇宙の中で天翔は生まれた。そして天翔は過去に遡さかのぼり、宇宙を創造した。宇宙を誕生させるにはまず天翔を誕生させねばならず、天翔を誕生させるにはまず宇宙を誕生させる必要があり……あれ？　スタート地点がない。

　思考が巨きよ大だいな輪の中をぐるぐると回転した。

「どうなんだ？」

　彼は天翔に目を向けた。少女は困こん惑わくの色を浮うかべた。

「あたしは、ただ宇宙を創っただけだから……」

「はあ？　天地万物の真理を手に入れたんだろ？」

「そうなんだけど、真理に関することは何も覚えてないの。なんでだろ？」

「宇宙を創造した時は全知全能でも、今は肉体を持った一個の人間だもんね」

　至極当然そうに、百合が呟く。

「その頭の中に天地万物の真理を詰つめ込むなんてできないわよ」

「待て待て。じゃあ、何か？　《愛の真理》まで失ったのか？」

「それは大だい丈じよう夫ぶ。こうなると思って、ちゃんと手を打っておいたから」

　天翔は「へへん」と、自じ慢まんげに胸を張った。

「実は《日記帳》に解答こたえを記述しておいたの。もう反映されてると思うよ」

「おおっ！　お前、天才だな。よし、頭を撫なで撫でしてやろう」

　遊斗は少女の頭を撫でてあげた。

　本当は抱きしめてキスしてあげたい気分だったが、彼女には他に好きな男がいるのでそういうサービスを提供しても喜んではくれないだろう。

　それに解答こたえが既すでに存在しているのなら、もう彼女に構っている場合ではなかった。

「春日の疑問にも興味はあるけど、今は《愛の真理》の方が大事だよな」

「もちろんよ。これに比べたら、他のどんな謎も月と亀かめよ」

　美雪から「すっぽん」とツッコまれるが、百合は気にせず《日記帳》を物質化させる。

　遊斗と加奈も自分の《日記帳》を取り出した。

　ついに長年の苦労が実を結ぶ時がやって来たのだ。

　緊きん張ちようの瞬しゆん間かんだった。

「いよいよ天国に帰れるのね！　私、興奮してきちゃった！」

「加奈も大人の天使になれる！　わくわく！」

「これで女の子にモテモテだぜ！」

　三人の堕天使は、赤い魔道書グリモワールを手に心を躍おどらせた。

「よし。一、二の三で、みんな一いつ緒しよにページを開けようぜ」

「解答こたえの発表を兼かねて、祝賀パーティーを開きたい気分ね」

「そういやパーティーグッズでできた、パーティー世界ってのがあったよな」

「そこに移動して祝賀会を開いちゃう？　仲間をみんな集めてさ」

「お前、幹事できるか？」

「いいえ。でもパクスエルがいるわ。彼、神従派ウチの宴えん会かい部長だもの」

「ならラムウェルも呼ばなきゃな。あいつ自由主義派ウチの鍋なべ奉ぶ行ぎようだし」

「ゲームもやりましょうよ。ビンゴゲームとか王様ゲームとか」

「ゲームといったら、恒こう例れいの〝針の上で天使は何人踊れるか〟」

「きゃーっ！　それは絶対に欠かせないわね！　後は──」

「ねえ、早く開けたら？」

　天翔がうんざりした表情で言った。

　二人で盛り上がっていた遊斗と百合は、顔を見合わせた。

「……ここで解答こたえ、見ちゃうか」

「そうね。そんなに待てないし」

「加奈、もう我が慢まんできないよ！」

「よし、じゃあ開けるぜ」

「一！」

「二！」

「三！」

　三人は同時に《日記帳》を開いた。

　ページには、一言こう記されていた。

『愛とは、ドーナツである』

　破は滅めつ的な沈ちん黙もくが、五人を押し包んだ。




　世界が、無情に時を刻んでいく──

　窒ちつ息そく寸前の息苦しい沈黙の中、遊斗は無言で《日記帳》を閉じた。どうやら興奮のあまり、全然違うページを開けてしまったらしい。大きく深呼吸し、もう一度表紙を開く。

　目に入ったのは、同じページの同じ文章だった──『愛とは、ドーナツである』

「…………」

　気まずそうにページを覗のぞいていた天翔が、こそこそ逃にげ出そうとする。

　遊斗は彼女の襟えり首くびを掴つかんだ。

「どこへ行くんだ、お嬢じようさん？」

「え、いや、ちょっとそこまで緊きん急きゆう避ひ難なんを」

「どういうことか説明してもらおうか」

　詐さ欺ぎ師しに警察手帳を提示する刑けい事じのように、遊斗は《日記帳》を見せつけた。

　天翔はこめかみに汗あせを浮かべ、虚こ空くうに視線を彷徨さまよわせた。

「どういうことって、それが《愛の真理》なんじゃないの？」

「そうか。なるほど」

　遊斗は大きく息を吐はいた。だがその前に息を吸うのを忘れたため、本当に窒息しそうになった。慌あわてて息を吸い、もう一度吐く。彼は天翔の頬ほおを、ぎゅううっ、と抓つねった。

「おちょくってんのか、この小ガ娘キ！」

「なんで怒おこるのよ!?　解答こたえは出たじゃない！」

「ふざけんな！　なんでドーナツなんだよ!?」

「愛もドーナツも甘いからよ、多分！」

「ドーナツは甘いだけじゃないぞ！」

「愛だって甘いだけじゃないでしょ！」

「く、来海さん、落ち着いて……」

　美雪が止めに入ってくる。遊斗は髪かみを掻かきむしった。最悪だ。何千年も探さがし求めてきた愛の解答こたえが、これなのか。天地万物の本質──《愛の真理》が、これなのか。ドーナツ。

　百合は虚うつろな目で夕空を見上げ、忘我の境地を彷徨っていた。

「天国……どこ？　どこなの？　天国……」

　などと、そのまま昇しよう天てんしそうな気配である。

「いや、あの、ホント真理のことは覚えてないんだけどさ」

　天翔は決まり悪そうにオドオドしていた。

「友達の輪とか、愛の輪とか、みんなの輪とか、そういうのが大事ってことじゃない？」

「お前、そんな解答こたえで読者の皆みな様さまが納得すると思うか？」

「読者って誰だれ？」

「《日記帳》を読む連中だよ」

「あ、そっちの読者ね」

　他にどの読者がいるんだ？

　と思ったが、そんな質問をしたら絶対に話がワケの分からない方向に流れていくという確信があったので、遊斗は訊きかないでおいた。それに──

　彼は無性に嫌いやな予感を覚えた。

　輪。天翔を創生前に連れて行き、彼女に世界を創造させてしまったことで、因果律の輪が閉じてしまったのである。巨大な宇宙蛇ウロボロスが、自分の尻尾しつぽをくわえた状態。

　今やこの宇宙は、本質的にドーナツ状になってしまったのだ。

　もしそれが《日記帳》に反映されたとしたら──

（……もしかして、俺が悪いのか？）

　遊斗は笑うべきか、泣くべきか、はたまた怒った方がいいのか、とりあえずこんな宇宙を創造した天翔の頭を三発ほどぶん殴なぐってやろうか、それともマクロホメロ人に教えてもらった『相手を笑い死にさせる驚きよう異いの呪じゆ術じゆつダンス』を披ひ露ろうしてやろうか、迷った。

　結局、頭を抱かかえて天翔を見やる。

「なあ、ホントにこれが《愛の真理》なのか？」

「ええっと……なんか違うような……」

　天翔が首を傾かしげた、その時である──

「あれ？　ページが更こう新しんされたよ」

　加奈が声を上げた。遊斗は自分の《日記帳》に目を落とした。

　文章が、一部変化していた。

『愛とは、ドーナツであり、』

「であり……？」

「まだ後ろに文章があるんだわ」

　放心状態から復活した百合が、天翔の方を振ふり向むく。

　遊斗も少女を見やった。

「続きの文章はどこだ？」

「え？　さあ……？」

「お前なあ」

「だから真理のことは何も覚えてないんだって！　でもあの時は分かったのよ！　物もの凄すごい素敵な解答こたえだったんだから！　涙なみだがちょちょ切れるくらい感動したんだもん！」

「お前、《日記帳》に書いたとか言って、一部しか書かれてねえじゃんかよ」

「知らないわよ！　でも〝神様あたし〟は、ちゃんと書き込んだもん！」

「ね、ねえ、ちょっと待ってよ」

　何かに気づいたらしく、百合が声を上げた。

「天翔はこのページに解答こたえを書き込んだの？　全すべて、完かん璧ぺきに？」

「うん。あの時は全知全能だったから、ドジするはずないでしょ」

「何だよ？　どういうことだ？」

　遊斗が訊くと、百合は慎しん重ちように言葉を選びながら答えた。

「天翔は解答こたえを書き込んだけど、ページには反映されてない……《日記帳》は宇宙で起きた出来事が記述される……つまり宇宙が《愛の真理》に関わる出来事を経験しなきゃ、それが文章化されない？　そして天翔は、《愛の真理》を語る《解答者》。だから……」

「そうか……」

　彼は悟さとった。

「天翔が経験しなきゃ、このページに自動筆記オートライトされないんだ！」

　遊斗と百合は、声を揃そろえて叫さけんだ。

　天翔が《愛の真理》に関わる出来事を経験すると、それが《日記帳》に記述されていくということらしい。パズルの断片を嵌はめ込んで、絵を完成させるのと同じ要領である。

　今回、彼女は《愛の真理》の一部である〝ドーナツ〟を経験した──それがドーナツ状の宇宙を創造したことか、アンダーギーエルの事件を知ったことか、美雪の手作りドーナツを食べたことかは定かでないが──その出来事が《日記帳》に記されたのだろう。

　そして続きの文章を書き出すには、天翔が次なる《真理》を経験しなければならず……

「つまり、まだしばらく天翔こいつのお守りをしなきゃならんのか」

「文章を完成させないと、真理は分からないってわけね」

「くそう。なんて回りくどいことを」

「何よ！　なんでそんな目であたしを見るのよ！」

　恨うらめしげな視線を投げかけると、天翔は心外そうにむくれた。

「これって一歩前進でしょ！　遊斗達と出会ってたった一か月で、《愛の真理》の一部が分かったんだから！　続きの文章を書き出すなんて簡単じゃない！」

「お前、ホント軽い性格してんな」

「だって深刻そうにしたって一緒でしょ。そんなガッカリしないでよ。あたし一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばるから。みんなが喜ぶ素敵な解答こたえ見つけるから。だから元気出してよ。ね？」

「…………」

　遊斗は何か言おうとしたが、無む邪じや気きな少女の笑顔に何も言えなくなった。

　だが彼女の言う通りである。落ち込んだところで何かが変わるわけでもない。それに一歩前進したことは確かなのだ。織咲天翔がこの宇宙の造物主で、これが織咲天翔の宇宙なら、パズルの断片を集めて文章を完成させるなど難しいことではないのかもしれない。

　しかし、それにしても──

　彼は重々しく吐と息いきした。

「ドーナツか……」

「ドーナツねえ」

「ドーナツ怖こわい！」

　膝ひざを抱えた加奈が、ぶるぶると震ふるえた。

　赤い鮮あざやかな残照が、校舎の屋上に佇たたずむ五人を照らした。




　燻くゆり火びのような夕空に、チャイムの音が波は紋もんを広げる──部活終しゆう了りようの合図。

　屋上にあった五つの影かげも、今は一つだけだった。

　天翔達が部室に引き返した後も、遊斗は一人屋上に佇んでいた。風の中、コンクリートの石段に腰こしを掛かけて、ぼんやりと空を見上げる。静せい寂じやくと空くう虚きよを周囲に侍はべらせながら。

　遥はるか頭上では、光こう沢たくを持ってうねる浮うき雲ぐもが複雑な階調を編んでいた。赤、紫むらさき、黄金色──夜に向かって刻々と変化を遂とげていくその色しき彩さいは、心を奪うばわれるほど美しい。鮮せん烈れつで、郷愁的ノスタルジツクな情景。夕焼け雲の長い列は、星界に旅立つ輝かがやかしき大船団のようにも見えた。

　だが雲の一つがゆっくりとドーナツ状に変へん貌ぼうし、遊斗をげんなりさせた。

　まったく。毎度のことながら、なぜ宇宙はこんな意味不明な展開ばかりを用意してくれるのか。気が狂くるいそうになるワケの分からない結末ばかりを押しつけてくれるのか。

　まあその理由も、今は判然としているわけだが。

　不ふ愉ゆ快かいなドーナツ雲から目を逸そらし、小さなため息をこぼす。

　と、柔やわらかな声が耳に届いた。

「来海さん……あの、よかったらどうぞ」

　美雪がそっと缶かんジュースを差し出してきた。

　彼女が屋上に戻もどってきた気配を感じなかったので、少し面食らってしまった。

　驚おどろきつつも礼を言ってジュースを受け取ると、美雪が遠えん慮りよがちに訊いてきた。

「そんなにショックだったんですか？」

「──え？」

「その、天ちゃんも悪気があったわけじゃないと思うんです。きっと全ての文章を完成させれば、素敵な解答こたえになってるんだと思います──だから、元気を出してください」

「あ、いや、別に落ち込んでたわけじゃ」

　口ごもりながら、遊斗は頭を掻いた。

　確かに何千年もかけて数多あまたの世界を放ほう浪ろうし、ようやく長い探求の旅が終わると思ったのに結局一歩しか前進せず、しかも手に入れた真理の断片が「愛とはドーナツ」なのだから、多少の気落ちがあったことは事実である。落らく胆たんするなという方が、無理な話だ。

　ただ屋上で一人たそがれていたのは、単にこの場所が気に入ったからに過ぎない。静かだし、見晴らしがいいし、周囲にリング状の物体が一つもないので気持ちが落ち着く。

　が、美雪の目にはショックで落ち込んでいるように映ったらしい。

　それで心配して様子を見に来てくれたのだ。

（もしかして、俺に気があるのかな？）

　などと、遊斗は都合のいいことを考えてしまった。

　もちろん、彼女にそんな下心はないだろうが。

　ただ……

　遠い思い出を胸に抱いだき、彼は目を細めた。

「美雪さん、昨日聞きましたよね。俺がなぜ《真理》を探してるのか」

「え？　あ、はい」

「もし興味があるなら、いつか話してあげます」

　彼は顔を上げ、照れながら言った。

「少し長くて、すごくつまらない話ですけど」

　美雪はきょとんとした顔で、こちらを見つめ──

　それから、春風のような柔らかい微び笑しようを浮うかべた。

「はい。ぜひ聞かせてください」

「じゃあ今度、気が向いた時に」

「楽しみにしてます」

　少女は長い睫まつ毛げを揺ゆらし、小さく首を傾げた。

「そろそろ部室に戻りませんか？」

「いえ、もう少しここにいます。この場所が気に入ったので」

「そうですか。では……」

　と、美雪が背を向けて去っていく。

　その後ろ姿を見送りながら、遊斗は心の中で念じてみた──もう一度こっちを向いてくれ、美雪さん。その綺き麗れいな瞳ひとみで俺を見つめてくれ。もし振り返ったら、彼女は俺に気がある。俺のことが好きになる。だからこっちを向け。ほら。ほら。

　セミロングの黒くろ髪かみが、風の中で淡あわく踊おどった。

　振り返ってきた美雪が、恥はずかしげにバイバイと手を振る。

　感情を抑おさえ、遊斗はクールに手を振り返した。

　ヒヤッホー！

　少女の姿が視界から消えるのを待って、彼はごろごろと屋上を転がり回った。久々に爽そう快かいな気分だった。なんだか面白いことになりそうだった。色しき欲よくの堕天使の名にかけて、あの娘こを絶対に惚ほれさせてやるぜ──と固く誓ちかいながら、仰あお向むけになって空を見上げる。

　そして上空を漂ただようドーナツ雲の輪の中に、彼女の儚はかなげな微笑を思い描えがこうとした。

　ところが輪の中に浮かんできたのは、別の少女の笑顔。

「…………」

　げっ、と遊斗は驚いた。なぜこいつの顔が浮かんでくるんだ？

　気持ちが一気に醒さめてしまった。

　遥か天空から、幻げん影えいの少女が陽気な笑顔で見下ろしてきた。

「…………」

　遊斗は《日記帳》を出すと、適当にページを開いて顔にかぶせた。天空からの視線に逃のがれる方法が、他に思いつかなかったのだ。それは天使達が長年かけて編み出した、《日記帳》の革新的な使用方法の一つだった。つまりこうして顔に本をかぶせれば、目を背けたい現実から目を逸らすことができるというわけだ。しかもアイマスクにもなり、眠ねむ気けを誘さそってくれるという驚きよう異い的な特典までついてくる。まさに理想的な現実逃とう避ひの手段だった。

　しばらくすると、彼はうとうとし始めた。

　果てしない暗くら闇やみが、夢の世界の扉とびらを押し開けた。

　夢の中でアンダーギーエルがドーナツの山に埋うもれながら、「宇宙蛇ウロボロスだ、宇宙蛇ウロボロスだ」と叫んでいた。それがどうしたと遊斗が訊きくと、彼は会心の笑みを浮かべて言った。分からないかね、ユトエル。愛はドーナツ、宇宙蛇ウロボロスだ。宇宙蛇ウロボロスとは……つまり愛とは……ギーエルはドーナツを頬ほお張ばりながら滔とう々とうと《愛の真理》を喋しやべり続けたが、なぜか遊斗はその言葉を一つとして記き憶おくすることができなかった。ひでえ夢だ、と彼が思っていると──

　ぱたぱたと足音が近づいてきて、《日記帳》を取り上げられた。

「ねえ、ユート。そろそろ帰ろうよ」

「…………」

「どうしたの、変な顔して？」

　両りよう膝ひざを揃えてしゃがんだ天翔が、不思議そうな顔で覗のぞき込んできた。

　遊斗は呆ぼう然ぜんと彼女を見つめ返した。幻影ではなく、現実の織咲天翔。

「もしかして、お昼ひる寝ねしてたの？」

「え？　ああ、まあな」

「もう下校時間だよ。百合ちゃん達も下で待ってるし」

「先に帰れよ。俺はもう少しここにいる」

「何？　まだドーナツのこと拗すねてるの？」

「拗ねてねえよ」

　遊斗は《日記帳》を奪い返すと、顔にかぶせて寝ね転ころがった。

　だが天翔は本の片側を持ち上げて、再び覗き込んできた。

「ねえ。一いつ緒しよに帰ろうよ、ユート」

　あどけない表情で、少し甘えた声で誘ってくる。

「…………」

　やれやれ。

　彼はため息混じりに立ち上がった。もう少し一人でぼんやりとしたかったのだが、女の子にそう誘われては断れない。特にこういう純じゆん粋すいな少女に逆らえた例ためしがないのだ。

　当分彼女に振ふり回される日々が続きそうだな、という予感がしたものの。

（ま、天翔こいつの人生にもう少し付き合うのも悪くないか）

　こうなったら美雪さんだけでなく、妹の方も惚れさせてやるぜ──

　黄昏たそがれに染まる世界の片かた隅すみで、遊斗はひっそりと微笑んだ。そして、

「勝手に俺のジュース飲んでんじゃねーよ！」

　彼は天翔の頭を、ばちこーん、と叩たたいた。








[image: ]











　こうして彼らは、《愛の真理》を表す続きの文章を探し求めることとなった。

　しかし遊ゆう斗とは、真理なんてどうでもいいと思い始めていた。百億年という長大な時間を旅し、数多あまたの世界を冒ぼう険けんし、織おり咲さき天てん翔かと出会って彼が学んだのは、この宇宙は完全に頭のイカれた世界ということだ。《愛の真理》も、きっとロクでもないものに違ちがいない。

　翌朝、彼は完全に遅ち刻こくするタイミングで洋館を出た。

　本当は学校を休もうと思ったのだが、メイド娘むすめに「サボっちゃダメですよ、ご主人様」と言われ、その可愛さに脊せき髄ずい反射で従ってしまったのである。馬ば鹿かみたいだった。

　頭上には、人を小馬鹿にしたような能天気な青空が広がっていた。世界が半笑いで自分を馬鹿にしている気がした。駅を降りたところで頭に鳩はとの糞ふんが降ってきて、それは確信に変わった。この宇宙は、どこまで俺をコケにすれば気が済むんだ？　こんちくしょう。

　胸むな糞くそ悪わるい気分を背負って校門まで来ると、アザゼルが流る川かわ俊しゆん介すけの姿で待っていた。

「珍めずらしいね。君が遅刻なんて」

　春の朝陽を浴びて、彼は爽さわやかさ全開だった。

「どうしたんだ？　えらく不ふ機き嫌げんそうだけど」

「大したことじゃねえよ。昨日は人生最悪の一日だっただけさ」

「さっき春日かすがさんに会ったけど、君と同じこと言ってたよ」

「だろうな」

　遊斗は不景気な表情で、校門をくぐった。

「お前、学校に来てる暇ひまなんてあるのか？」

「別に暇だから来たわけじゃないよ。これも仕事だし」

「相変わらず真ま面じ目めな奴やつだ」

　遊斗は髪かみを掻かき回まわし、南館校舎に入った。

「ところで流川、《日記帳》読んだか？」

「そんなの読んでる暇ないよ。どうして？」

「いや、なんでもない」

　どうやら彼は、まだ《愛の真理》について記述された文章を知らないらしい。

　遊斗は空を見上げ、しばしぼんやりしてから──訊いてみた。

「愛とドーナツの共通点って、何だと思う？」

「何だって？」

「謎なぞ々なぞだよ。愛とは、ドーナツである。その心は？」

「真ん中がない」

「何だって？」

　今度は遊斗が聞き返す番だった。流川は答えた。

「だから、僕達は──というかこの宇宙は、ある日突とつ然ぜん《愛の真理》を失っただろ。つまり愛って概がい念ねんの中心を失なくしたわけだ。そしてドーナツにも真ん中がない。正解？」

「…………」

　遊斗は「なるほど」と納得すべきか、「んなアホな」と否定すべきか迷った。

　しかし結論が出せず、彼はもう一度髪を掻き回した。

「なあ、今度一緒にドーナツでも食いに行くか？」

「……ついにイカれたのか？」

　流川は、真冬の露ろ出しゆつ狂きようでも見るような目つきをした。




　教室に入ると、授業中にもかかわらずえらく賑にぎやかだった。

　自分の席で紙切れを眺ながめていた百ゆ合りが、無愛想に言った。

「遅おそかったじゃない。寝ね坊ぼう？」

「まあな。何やってんだ？」

「来週オリエンテーリングがあるでしょ。その班決めよ」

　そう言えば、ＧＷ明けにそんなイベントがあると行事予定表に書いてあったか。

　オリエンテーリングは、一年生だけが行う特別野外行事である。地図を頼たよりに深ふか美みの街を歩き回り、得点を競うというゲームだ。もちろんただの遊びではなく、深美市の地理や歴史を勉強しながらクラスの親しん睦ぼくを深めるといったことが本来の目的となっている。

　四人一組で行動することがルールなので、クジで班決めをしているというわけだ。

「はい。後は来くる海みくんだけよ」

　学級委員の水みず野の早苗さなえが、クジ箱を持ってやって来た。なぜか彼女はいつもクジ箱を持っているイメージがあるなと思いつつ、遊斗は最後に残った紙片を手に取った。

「百合ちゃんは何班？」

　駆かけ寄よってきた天翔が、遊斗に気づいて「おはよっ！」と挨あい拶さつしてきた。

「私は五班だわ。あなたは？」

「三班。舞まいちゃんは？」

「わたしと愛あい里ざとは六班だ。な、愛里？」

「うん！　マイマイと一緒！」

「よしっ、学年トップを狙ねらうぜ！」

「狙うぜ！」

　舞と加か奈なは威い勢せいよく声を張ると、同じ班の男子を求めて去って行った。

　最近、加奈はえらく舞に懐なついているが、これはどういうわけだろう。確かに舞は頼れる姐あねさんタイプで、包容力と胸の大きさはクラス一だが。

「織咲さん」

　突然、別の声が割り込んできた。

　振り返ると、天翔の想い人が立っていた。

「ま、真ま山やまくん!?」

　少女は顔を真っ赤にして、うろたえた。

「なななな、何？」

「三班、だよね。僕もなんだ」

「ほえっ!?」

「他のメンバーはあそこにいる。行こう」

「う、うん……よ、よろよろしく」

　天翔はポーッとした表情で、真山に連れられ去っていく。ハート型の蒸気が、頭の上に浮うかんでいた。遊斗は、なんだかよく分からないが穏おだやかな気分ではなかった。

「あれ？　まさか妬やいてるの？」

　百合が、意地悪そうな目でこちらを見ていた。

「んなワケねえだろ」

「そうかしら。昨日だってあの娘こが目覚めなくて、かなり焦あせってたし」

「当然だろ。俺はあいつの守護天使なんだぜ」

「それが理由とは思えないけど」

「他に何があるんだよ」

　遊斗は憮ぶ然ぜんと紙片を開いた。５。彼は椅い子すに崩くずれ落ちた。

「ちょっと！　そのリアクションはすごく失礼よ！」

「極めて正常な反応だぞ」

「私と同じ班になるのが、そんなに嫌いや!?」

「悪い予感がしてたんだ。やっぱ休めば痛いでっ！」

　爪つま先さきに踵かかと落としを食らい、遊斗は悲鳴を上げた。

　百合はフンと鼻を鳴らして背を向ける。その嫋たおやかな後ろ姿を睨にらみつけながら、彼は決意した──この女も絶対俺のものにしてやる、と。

　この宇宙が次に何を企たくらんでいるのか、見当もつかないが。

　彼らの学園生活は、まだ始まったばかりだった。




　　　　＊




　最後になるが、《神々の日記帳ヘヴンズ・ダイアリー》には存在しないページが存在する。

　いや、そのページは存在するのだが存在しない。

　それともやはり、存在しないが存在すると言うべきか。

　その心は、こうである──そのページは未だ誰だれにも開かれたことがなく、天使の誰もその存在を知らない。そのため彼らの認識上、そのページは存在しない。認識できないものは、事実上においても存在しない。だが天使が認識しなくてもそのページは紛まぎれもなく宇宙に存在するわけだから、事実上存在しなくても真実上は存在するというわけである。

　ともかく、そのページにはこんな意味ありげな文章が載のっている。




「この宇宙は、創造主の疑問に答えるべく、創造主自身が用意した巨きよ大だいな実験場である。愛とは何か──恋こいする創造主が、愛の解答こたえを求めるために作り上げた、複ふく雑ざつ怪かい奇きな一大劇場なのだ。だが人生には様々な疑問がつきもので、それ故に神ならぬ者が宇宙を創造した場合、それが誰の『作品』であろうと、創造された宇宙はどれも似たり寄ったりで、結局のところ今ある宇宙のように人々を混乱させるワケの分からない代物になるであろう」




　なぜ未だかつて誰もこのページを開いたことがないのか──

　その解答こたえは、ドーナツの輪の中にある。








　あとがき




　はじめましてと言うべきなのか、お久しぶりですと言うべきなのか、挨あい拶さつの仕方に困りますが、こう言っちゃいましょう──はじめまして、お久しぶりです。直なお江えヒロトです。




　さて、この『ヘヴンズ・ダイアリー』はネクストファンタジア大賞で金賞を頂いた作品です。既すでに『夏海紗音と不思議な世界』（ファンタジア大賞・読者賞）が先行発売されているので、僕にとっては二作目になります。関係者の皆様、ありがとうございます。

　ではさっそく作品紹介を。この『ヘヴンズ・ダイアリー』は、学園ラブコメ？　ファンタジー？　ＳＦ？　そんな感じの作品です。実を言うと僕は、学園モノとかラブコメとか萌もえとか美少女系が苦手です。以前は男臭くさい（？）小説ばかり書いてあちこちの賞に応募してたんですが、結果は全すべて落選。多分四十回ぐらいは落ちたんじゃないでしょうか。それで三年ぐらい前からスタイルも変え、女の子をたくさん登場させるようになりました。

　正直、長かったですね。まさか四十回も落選するとは……笑。

　まあそんな下積み時代を送る中、文体を変え、表現手法を変え、いろいろと試し行こう錯さく誤ごを繰くり返してきたわけです。お気に入りの作品を何度も何度もチェックして研究もしました。自分には才能がないので、努力するしかありません。才能が欲しいです。誰かください。

　しかし努力しても身に付かないことってありますね。例えばキャラクターの名前を考えるのが、すごく苦手です。だからネーミングはかなり安直です。「竜りゆうに乗って天翔ける少女」だから「天てん翔か」とか、「遊び人」[image: ]「遊人」[image: ]「遊ゆう斗と」とか、「確変能力で願いを叶かなえる」[image: ]「カナエル」[image: ]「加か奈な」とか。「美み雪ゆき」は学生時代の憧あこがれの先せん輩ぱいから頂きました。オリタミユキさんって人です。その人が織おり咲さき美雪のキャラモデルにもなってます。ウフ。

　おっと。そんな話をしている間にあとがきのスペースがなくなっちゃいました。

　最後になりましたが、ほた。先生、素敵なイラストありがとうございました。

　ということで、今回はこの辺でお別れにしたいと思います。




　では、次は夏海紗音２巻（五月発売予定）のあとがきでお会いしましょう。

　Ｓｅｅ　ｙｏｕ　ｎｅｘｔ　Ｓｔｏｒｙ！





二〇一〇年一月　直江ヒロト　　
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